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Ⅰ．調査の概要及び回答者特性 

 

 

１ 調査実施の概要 

（１）調査の目的 

本調査は、高齢者の生活状況や健康状態、社会参加に関する意識などを把握し、健康寿命の延伸に向けた健

康づくり・生きがいづくりの取組への個別的な支援に活用します。 

また、日常生活圏域ごとの特性から地域課題を把握して、今後の保健福祉行政に活かすとともに「糸島市高

齢者保健福祉計画・第 10期（令和 9年度～11年度）介護保険 事業計画」を策定する際の基礎資料とします。 

 

（２）調査の対象と調査地域 

調査対象：令和 7年 10月 31日現在市内に居住する 65歳以上の高齢者 5,000人 

（要介護認定者を除く） 

調査地域：市内全域（日常生活圏域 5圏域） 

 

（３）調査方法 

配布：郵送 

回収：郵送または各校区コミュニティセンター、健康福祉センターあごら・ふれあい、介護予防センター

はつらつ館に設置の回収箱に投函 

 

（４）調査期間 

令和 7年 11月 21日（金）～ 令和 7年 12月 22日（月） 

 

（５）調査項目 

・家族や生活状況について 

・からだを動かすことについて 

・食べることについて 

・毎日の生活について 

・地域での活動について 

・就労について 

・たすけあいについて 

・健康について 

・認知症にかかる相談窓口の把握について 

・介護予防について 

・地域での支援・高齢者福祉サービスについて 

・地域社会への参加等に関する意識について 

・移動（外出）支援について 

・居住支援について 

・終活支援について 
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（６）回収状況 

圏域名 配布数 回収数 回収率 

前原東 1,327 823 62.0％ 

前原西 1,268 776 61.2％ 

前原 734 456 62.1％ 

二丈 753 448 59.5％ 

志摩 918 544 59.3％ 

合計（有効回答） 5,000 3,047 60.9％ 

記載不備（無効回答） － 31 － 

総  数 5,000 3,078 61.6％ 

 

要介護度別 配布数 回収数 回収率 

一般高齢者 4,608 2,828 61.4％ 

事業対象者 34 18 52.9％ 

要支援 358 211 56.1％ 

 要支援１ 167 93 55.7％ 

 要支援２ 191 108 56.5％ 

合計（有効回答） 5,000 3,047 60.9％ 

記載不備（無効回答） － 31 － 

総  数 5,000 3,078 61.6％ 

 

（７）調査結果利用上の留意事項 

・文章や表、グラフ中の回答割合（相対度数）は百分比のポイント以下第 2位を四捨五入しているので、合

計は必ずしも 100％にならないことがあります。 

・2つ以上の回答を求めた（複数回答）質問の場合、その回答割合の合計は原則として 100％を超えます。 

・数表等に記載された「N」は、回答割合算出上の基数（回答者数）を示しており、回答の割合は Nを分母

とした回答割合です。 

・前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して続けて行った質問の回答割合は、層化された回答者を

基数として算出しています。 

・文中では選択肢（変数）を「 」で示しています。選択肢の文章が長い場合は、一部省略したところがあ

ります。また、2つ以上の選択肢を合計して表す場合には『 』で示しています。 

・無回答を除いてクロス集計した結果の回答割合（相対度数）は、無回答を含む単純集結果の割合（相対度

数）と一致していない場合があります。 

・本調査結果において、基数（回答者数）が少ないものについては、その結果は参考程度に留め、分析コメ

ントを省略する場合がある。 

 

  



調査概要及び回答者特性 

3 

２ 日常生活圏域について 

本市では、5つの日常生活圏域を設定しており、各圏域の地域包括支援センターを中核として、地域住民の

保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に行い、生活支援・介護予防の一体的な支援と地域包括ケアシステム

の構築を推進しています。 

調査結果は、日常生活圏域ごとに、高齢者の個別のニーズを集約し、地域課題を抽出します。 

 

 

 

 

項目 内容 

総人口 104,098人 

高齢者人口 31,716人（前期高齢者 14,278人 / 後期高齢者 17,438人） 

高齢化率 30.5％（前期高齢者 13.7％ / 後期高齢者 16.8％） 

総世帯数 47,421世帯 

認定者数 

5,033人（うち第１号被保険者 4,959人） 

要支援１・２認定者 1,785人（うち１号 1,754人） 

要介護１～５認定者 3,248人（うち１号 3,205人） 

認定率 15.8％（第１号被保険者） 

地域包括支援センター 

－ 

５か所 

（令和７年９月末現在）    
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【前原東圏域】 
単位：人、％ 

小学 
校区 

総人口 
前期 

高齢者 

後期 

高齢者 

高齢者 

数合計 

高齢

化率 

波多江 12,550  1,477  1,986  3,463  27.6 

東風 10,010  1,021  1,141  2,162  21.6 

怡土 6,874  1,226  1,540  2,766  40.2 

合 計 29,434  3,724  4,667  8,391 28.5 

（令和７年９月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【前原西圏域】 
 

単位：人、％ 

小学校
区 

総人口 
前期 

高齢者 

後期 

高齢者 

高齢者 

数合計 

高齢

化率 

前原 12,388  1,578  1,612  3,190  25.8 

南風 8,282  967  1,071  2,038  24.6 

加布里 7,495  1,154  1,510  2,664  35.5 

合 計 28,165  3,699  4,193  7,892 28.0 

（令和７年９月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 
  

糸島市前原東地域包括支援センター 

【波多江・東風・怡土校区担当】 

住所：潤 1-22-1 

市健康福祉センターあごら内 

糸島市前原西地域包括支援センター

【前原・南風・加布里校区担当】 

住所：富 508-4 

特別養護老人ホーム富の里内 
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【前原圏域】 
単 位：人、％ 

小学 
校区 

総人口 
前期 

高齢者 

後期 

高齢者 

高齢者 

数合計 

高齢

化率 

前原南 11,330  1,209  1,549  2,758  24.3 

長糸 1,820  318  384  702  38.6 

雷山 4,023  540  680  1,220  30.3 

合 計 17,173  2,067  2,613  4,680 27.3 

（令和７年９月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【二丈圏域】 
 

単位：人、％ 

小学 
校区 

総人口 
前期 

高齢者 

後期 

高齢者 

高齢者 

数合計 

高齢

化率 

一貴山 3,436  594  765  1,359  39.6 

深江 5,461  939  1,071  2,010  36.8 

福吉 3,792  645  857  1,502  39.6 

合 計 12,689  2,178  2,693  4,871 38.4 

（令和７年９月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 
  

糸島市前原地域包括支援センター 

【前原南・長糸・雷山校区担当】 

住所：高上 171 

特別養護老人ホームマイネスハウス内 

糸島市二丈地域包括支援センター

【一貴山・深江・福吉校区担当】 

住所：二丈深江 1293-1 

市高齢者福祉施設二丈苑内 
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糸島市志摩地域包括支援センター 

【引津・可也・桜野校区担当】 

住所：志摩久家 2527-2 

特別養護老人ホーム志摩園内 

 

【志摩圏域】 
単位：人、％ 

小学 
校区 

総人口 
前期 

高齢者 

後期 

高齢者 

高齢者 

数合計 

高齢

化率 

可也 9,529  1,362  1,622  2,984  31.3 

桜野 2,261  407  482  889  39.3 

引津 4,847  841  1,168  2,009  41.4 

合 計 16,637  2,610  3,272  5,882 35.4 

（令和７年９月末現在） 
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３ 回答者の基本属性 

（１）性別 

【市全体】 

回答者の性別をみると「男性」の割合が 46.8％、「女性」の割合が 53.2％となっている。 

 

 

（２）年齢構成 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「前期高齢者（74歳以下）」の割合が 47.6％、「後期高齢者（75歳以上）」の割合が 52.4％

となっている。 

性別に年齢構成をみると、女性の「75歳以上」の割合は男性よりやや高く、53.6％となっている。 

 

 

（３）住まいの状況 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「持家（一戸建て）」の割合が最も高く 80.3％となっており、次いで「持家（集合住宅）」

が 8.5％となっている。 

 

  

46.8 53.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性 女性

47.6

48.9

46.4

52.4

51.1

53.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

前期高齢者(74歳以下) 後期高齢者(75歳以上)

80.3

79.7

80.8

8.5

9.3

7.9

0.7

0.4

1.0

1.1

1.6

0.7

5.0

4.8

5.2

1.4

1.1

1.7

1.1

1.0

1.1

1.9

2.2

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

持家（一戸建て） 持家（集合住宅） 公営賃貸住宅

民間賃貸住宅（一戸建て） 民間賃貸住宅（集合住宅） 借家

その他 無回答
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（４）要介護度 

【市全体・性別】 

市全体でみると、いずれの属性においても「一般高齢者」が大半を占めている。 

性別にみると、男性の「要支援 1・2」の割合は 4.4％であるのに対し、女性では 8.6％であり、女性の割合

の方が高くなっている。 

 

 

（５）生活機能低下者の該当状況 

【市全体・性別・性年代別】 

生活機能低下者（※１）の該当状況をみると、市全体での「生活機能低下者」の割合は 31.7％、「生活機能低

下非該当者（※２）」の割合は 68.2％となっている。 

性別にみると男性は 29.0％、女性は 34.1％となっている。 

性年代別にみると、74歳以下の年代では男性は 22.5％、女性は 23.5％となっており大きな差はないものの、

75歳以上の年代において、男性は 35.2％、女性は 43.3％となっており、男性と比較して女性の割合の増加傾

向はより顕著になっている。 

（※１）生活機能低下者…将来、介護が必要となるおそれの高い状態にある高齢者 

（※２）生活機能低下非該当者…現段階では、生活機能（運動器、栄養、口腔機能、虚弱）のいずれにも問題がないと判定 

された高齢者 

 
 

  

92.8

95.5

90.4

0.6

0.1

1.0

6.6

4.4

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

一般高齢者 事業対象者 要支援1・2

31.7

29.0

22.5

35.2

34.1

23.5

43.3

68.2

70.9

77.5

64.6

65.9

76.5

56.7

0.1

0.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

生活機能低下者 生活機能低下非該当者 無回答
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、「生活機能低下者」の割合は一人暮らしで 36.1％、次いで息子・娘との２世帯で 35.2％

となっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「生活機能低下者」の割合には大きな差がある。一般高齢者（事業対象者でも要支援

1・2認定も受けていない高齢者）では「生活機能低下者」の割合が 28.2％であるのに対し、要支援 1・2では

77.6％にも上っている。 

 

  

31.7

36.1

28.8

22.1

35.2

31.3

68.2

63.9

71.2

77.9

64.8

68.7

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯

(N=497)

その他(N=511)

生活機能低下者 生活機能低下非該当者 無回答

31.7

28.2

72.2

77.6

68.2

71.7

27.8

22.4

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

生活機能低下者 生活機能低下非該当者 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「生活機能低下者」の割合は前原圏域で 34.0％、次いで二丈圏域で 33.9％となっている。 

 

  

31.7

29.6

32.1

34.0

33.9

30.5

68.2

70.2

67.9

65.8

66.1

69.5

0.1

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

生活機能低下者 生活機能低下非該当者 無回答
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（６）日常生活圏域の状況 

【圏域別×性別】 

性別を圏域別にみると、前原圏域を除いたすべての日常生活圏域において「男性」の割合が 40％台、「女性」

の割合が 50％台となっている。 

 

 

【圏域別×年代】 

年代構成を圏域別にみると、すべての日常生活圏域において「前期高齢者（74歳以下）」の割合が 40％台、

「後期高齢者（75歳以上）」の割合が 50％台となっている。 

 

 

  

46.8

47.0

46.1

51.1

45.1

45.0

53.2

53.0

53.9

48.9

54.9

55.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

男性 女性

47.6

47.4

48.3

47.1

46.9

47.8

52.4

52.6

51.7

52.9

53.1

52.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

前期高齢者(74歳以下) 後期高齢者(75歳以上)
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【圏域別×家族構成】 

家族構成を圏域別にみると、「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合は前原圏域が 45.4％と最も高く

なっているが、「一人暮らし」は 14.5％と最も低くなっている。また「息子・娘との２世帯」は志摩圏域が 20.0％

と他圏域より割合がやや高くなっている。 

 
 

【圏域別×住まいの状況】 

住まいの状況を圏域別にみると、「持家（一戸建て）」の割合は志摩圏域が 94.5％、二丈圏域が 87.5％で市

全体と比較して高くなっている。また前原東圏域においては、「持家（一戸建て）」の割合が 72.7％と他圏域

と比較して割合が最も低くなっている。 

 
 

 

  

16.3

16.9

17.7

14.5

17.9

13.6

41.9

40.5

43.7

45.4

42.9

37.7

4.5

5.6

3.2

5.3

2.7

5.3

16.3

14.6

15.7

16.0

16.3

20.0

16.8

17.7

16.4

15.1

16.1

17.8

4.3

4.7

3.4

3.7

4.2

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

一人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答

80.3

72.7

75.6

78.1

87.5

94.5

8.5

11.9

12.4

8.6

4.9
0.9

0.7

0.2

0.6

1.5
0.4

0.9

1.1

1.2

1.3

1.1

1.6

0.4

5.0

9.2

5.7

5.7
0.9

0.4

1.4

1.8

1.7
1.1

1.8
0.2

1.1

1.0

0.8

1.8
1.3

0.7

1.9

1.9

1.9

2.2

1.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

持家（一戸建て） 持家（集合住宅） 公営賃貸住宅

民間賃貸住宅（一戸建て） 民間賃貸住宅（集合住宅） 借家

その他 無回答
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４ 家族や生活状況について 

（１）家族構成 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が 41.9％で最も高くなっている。 

性別にみると、「一人暮らし」の割合は男性が 11.8％に対して、女性は 20.2％と高くなっている。 

性年代別にみると、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合は男性 75 歳以上が 53.8％で最も高くな

っている。一方、女性 75歳以上は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」が 30.4％で他の属性と比較して割

合が低くなっている。 

いずれの属性においても「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が最も高くなっている。 

 

  

16.3

11.8

13.9

9.8

20.2

14.5

25.2

41.9

46.9

39.7

53.8

37.4

45.6

30.4

4.5

6.6

10.5

2.9

2.6

3.7

1.6

16.3

14.1

11.9

16.2

18.2

15.5

20.6

16.8

16.8

21.8

12.1

16.7

18.1

15.5

4.3

3.7

2.2

5.2

4.8

2.7

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

一人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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（２）介護・介助の必要度合い 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、「介護・介助は必要ない」の割合が 86.3％で最も高く、次いで「何らかの介護・介助は必

要だが、現在は受けていない」が 6.0％、「現在、何らかの介護を受けている」が 5.9％となっている。 

性別にみると、男性は「介護・介助は必要ない」の割合が 87.2％で、女性は 85.5％となっている。 

性年代別にみると、男女ともに 75歳以上で「介護・介助は必要ない」の割合が 74歳以下と比較して低くな

っており、特に女性は男性よりも大きく低下している。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域で「介護・介助は必要ない」の割合が 84.2％と市全体よりやや低くなっている。 

 
  

86.3

87.2

92.7

82.0

85.5

95.0

77.3

6.0

6.1

3.2

8.9

6.0

2.7

8.9

5.9

4.6

2.9

6.3

7.0
1.6

11.6

1.8

2.0

1.3

2.7

1.5

0.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

介護・介助は

必要ない

何らかの介護・

介助は必要だが

現在は受けていない

現在、何らかの

介護を受けている

無回答

86.3

86.8

86.9

86.4

84.2

86.6

6.0

5.6

6.3

6.1

6.7

5.7

5.9

5.6

5.0

5.7

7.6

6.3

1.8

2.1

1.8

1.8

1.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

介護・介助は

必要ない

何らかの介護・

介助は必要だが

現在は受けていない

現在、何らかの

介護を受けている

無回答
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（３）介護・介助が必要になった主な原因（複数回答） 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「高齢による衰弱」の割合が 25.1％で最も高くなっており、次いで「骨折・転倒」が 17.9％、

「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」が 14.0％となっている。 

性別にみると「骨折・転倒」の割合は男性が 7.8％であるのに対し、女性は 25.2％と高くなっている。一方、

「高齢による衰弱」の割合は男性が 30.1％であるのに対し、女性は 21.4％と低くなっている。 

 

  

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気
（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症
（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

14.0

11.6

7.4

7.2

11.0

8.8

5.0

10.7

2.5

5.2

17.9

5.0

25.1

12.7

0.8

16.3

14.4

10.5

11.1

9.8

11.8

5.2

12.4

3.9

7.2

7.8

5.9

30.1

9.8

1.3

12.4

9.5

5.2

4.3

11.9

6.7

4.8

9.5

1.4

3.8

25.2

4.3

21.4

14.8

0.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

【市全体・性別】

全体(N=363) 男性(N=153) 女性(N=210)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「高齢による衰弱」の割合は男女ともに 75 歳以上において、74 歳以下と比較して高く

なっている。また、「骨折・転倒」の割合は女性 75歳以上で他の性年代と比較して顕著に高くなっている。 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、前原圏域では、「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」の割合が 24.1％と他圏域よりも高い。二丈

圏域では、「高齢による衰弱」の割合が 35.9％と他圏域と比較して高くなっており、「骨折・転倒」の割合が

10.9％と他圏域と比較して低くなっている。 

  

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

骨折・転倒

高齢による衰弱

その他

14.0

11.6

17.9

25.1

12.7

21.4

11.9

7.1

14.3

11.9

14.4

15.3

8.1

36.0

9.0

28.1

9.4

12.5

6.3

31.3

9.6

9.6

27.5

24.2

11.8

0% 10% 20% 30% 40%

【市全体・性年代別】

全体(N=363) 男性：74歳以下(N= 42) 

男性：75歳以上(N=111) 女性：74歳以下(N= 32) 

女性：75歳以上(N=178) 

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

骨折・転倒

高齢による衰弱

その他

14.0

11.6

17.9

25.1

12.7

12.0

9.8

17.4

25.0

15.2

10.2

14.8

18.2

18.2

12.5

24.1

11.1

18.5

27.8

13.0

12.5

10.9

10.9

35.9

14.1

15.4

10.8

24.6

21.5

7.7

0% 10% 20% 30% 40%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=363) 前原東(N= 92) 前原西(N= 88) 

前原(N= 54) 二丈(N= 64) 志摩(N= 65) 
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（４）主に介護・介助を受けている人（複数回答） 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「娘」の割合が 30.7％で最も高く、次いで「配偶者（夫・妻）」が 30.2％、「息子」が 23.5％

と続いている。 

性別にみると、「娘」の割合は女性が 39.8％、男性が 15.2％と女性の方が高くなっている。また、「配偶者

（夫・妻）」の割合は男性が 47.0％、女性が 20.4％と、女性より男性が高くなっている。一方「介護サービス

のヘルパー」の割合は、男性より女性の方が高い。 

 

  

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

30.2

23.5

30.7

8.4

1.7

2.8

22.9

15.6

47.0

19.7

15.2

6.1

1.5

4.5

16.7

18.2

20.4

25.7

39.8

9.7

1.8

1.8

26.5

14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性別】

全体(N=179) 男性(N= 66) 女性(N=113)
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【性年代別】 

性年代別にみると、「娘」の割合は女性 75歳以上が 40.6％であるのに対し、男性の 75歳以上は 21.7％と低

くなっている。「配偶者（夫・妻）」の割合は、女性 75歳以上が 14.9％であるのに対し、男性 75歳以上は 43.5％

と高くなっている。 

 

  

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

30.2

23.5

30.7

8.4

1.7

2.8

22.9

15.6

55.0

10.0

0.0

5.0

0.0

5.0

20.0

20.0

43.5

23.9

21.7

6.5

2.2

4.3

15.2

17.4

66.7

25.0

33.3

0.0

0.0

8.3

25.0

16.7

14.9

25.7

40.6

10.9

2.0

1.0

26.7

13.9

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性年代別】

全体(N=179) 男性：74歳以下(N= 20) 

男性：75歳以上(N= 46) 女性：74歳以下(N= 12) 

女性：75歳以上(N=101) 
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【圏域別（上位５項目）】 

以下の分析は回答者数が少ないため、参考程度にとどめる。 

前原東圏域は「娘」と「介護サービスのヘルパー」の割合が市全体よりも高く、「配偶者（夫・妻）」と「息

子」の割合は低くなっている。 

前原西圏域は、他圏域と比較し「配偶者（夫・妻）」の割合が 35.9％、「娘」の割合が 38.5％と最も高くな

っている。 

前原圏域は、「配偶者（夫・妻）」の割合が 30.8％市全体よりもやや高くなっている。一方で他圏域と比較

し「息子」の割合が 11.5％、「娘」の割合が 19.2％と最も低くなっている。 

二丈圏域は「息子」の割合が 44.1％と他圏域と比較し、最も高くなっている。一方「配偶者（夫・妻）」の

割合は 20.6％と他圏域と比較し最も低くなっている。 

志摩圏域は「配偶者（夫・妻）」の割合が 35.3％と市全体より高くなっている。 

 

  

  

配偶者（夫・妻）

息子

娘

介護サービスのヘルパー

その他

30.2

23.5

30.7

22.9

15.6

28.3

21.7

34.8

23.9

13.0

35.9

20.5

38.5

25.6

12.8

30.8

11.5

19.2

19.2

15.4

20.6

44.1

26.5

26.5

14.7

35.3

17.6

29.4

17.6

23.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=179) 前原東(N= 46) 前原西(N= 39) 

前原(N= 26) 二丈(N= 34) 志摩(N= 34) 
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（５）現在の暮らしの経済的状況 

【市全体】 

市全体でみると、「ふつう」の割合が 57.8％で最も高く、次いで「やや苦しい」が 25.7％、「大変苦しい」

が 6.3％である。「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた割合は 32.0％、「ややゆとりがある」と「大変ゆ

とりがある」を合わせた割合は 7.8％となっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域では「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた割合は 38.8％と、他圏域と比較

して最も高くなっている。また、「ふつう」の割合は二丈圏域が 51.3％と、他圏域と比較し最も低くなってい

る。 

 

 

 

6.3 25.7 57.8 6.8

1.0

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとり

がある

大変ゆとり

がある

無回答

6.3

6.1

7.1

7.5

6.0

4.6

25.7

24.9

24.0

23.9

32.8

25.2

57.8

59.7

57.5

60.5

51.3

58.5

6.8

6.4

7.5

5.0

6.5

8.3

1.0

0.6

1.5
0.7

1.6
0.7

2.4

2.3

2.4

2.4

1.8

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとり

がある

大変ゆとり

がある

無回答
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全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 7.7

全体 20.7

男性 5.7

男性 15.5女性 9.4

女性 25.0

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

14.5
10.7

17.8
16.0

13.2

18.5

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

 

Ⅱ．調査結果 

 

１ 生活機能 

（１）運動器 

以下の設問のうち３問以上、該当する選択肢が回答された場合に、運動器機能が低下していると判定され

る。 

【運動器の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 2(1) 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ３．できない 

問 2(2) 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって

いますか 
３．できない 

問 2(3) 15 分位続けて歩いていますか ３．できない 

問 2(4) 過去１年間に転んだ経験がありますか 
１．何度もある 

２．１度ある 

問 2(5) 転倒に対する不安は大きいですか 
１．とても不安である 

２．やや不安である 

 

① 運動器機能低下リスク保有者の割合 

【市全体・性別・性年代別】 

リスク保有者の割合は、市全体で 14.5％となっており、前回調査結果と比較すると、1.5ポイント低下して

いる。 

性別にみると、男性は 10.7％、女性は 17.8％である。リスク保有者の割合は、女性の方が高くなっている。 

性年代別にみると、年代が上がるほど、リスク保有者の割合は増加し、特に女性は男性と比較しリスク保有

者の割合の増加傾向が顕著になっている。 

 

 

  

調査結果 Ⅱ 
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、一人暮らしが 18.5％、息子・娘との２世帯が 15.1％、その他が 15.7％となっており、

それぞれ市全体よりも割合が高くなっている。一方、夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下）は 9.6％と最もリ

スク保有者の割合が低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2 は 65.7％と市全体より明確に割合が高くなっており、要支援 1・2 の多

くが運動器機能低下に該当する。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域が 16.5％、前原圏域が 15.8％と、市全体の 14.5％より割合が高くなっている。 

 

  

14.5

18.5

12.1

9.6

15.1

15.7

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

14.5

10.7

33.3

65.7

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 20% 40% 60% 80%

14.5

14.0

14.3

15.8

16.5

12.7

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
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全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 8.1

全体 21.7

男性 7.6

男性 19.0

女性 8.6

女性 24.1

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

（２）閉じこもり 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に、閉じこもり傾向にあると判定される。 

【閉じこもりの評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 2(6) 週に１回以上は外出していますか 
１．ほとんど外出しない 

２．週１回 

 

① 閉じこもり傾向のある高齢者の割合 

【市全体・性別・性年代別】 

閉じこもり傾向のある高齢者の割合は、市全体で 15.3％となっており、前回調査結果と比較して、3.0ポイ

ント低くなっている。 

性別にみると、男性は 13.4％、女性は 16.9％と、女性の割合の方が高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるにつれて、割合は高くなっており、女性 75歳以上の割合が最

も高く 24.1％となっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

18.3
15.6

20.6

15.3
13.4

16.9

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、一人暮らしが 15.9％、息子・娘と２世帯が 18.1％、その他が 18.2％で市全体を超え

てやや高くなっており、閉じこもりの傾向のある高齢者の割合が高くなっている。一方、市全体よりも低く、

閉じこもり傾向にある高齢者が比較的少ないのは夫婦２人暮らし世帯で、夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）

が 12.4％、夫婦２人暮らし（配偶者 64歳以下）が 10.3％となっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2 で 39.8％と市全体より明確に高くなっている。一般高齢者 13.3％とは

25ポイント以上の差がある。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、市全体の 15.3％よりも割合が高い圏域は前原東圏域で 15.7％、二丈圏域で 17.4％となっ

ている。一方、市全体よりも割合が低いのは前原西圏域で 14.3％、前原圏域で 15.1％、志摩圏域で 14.3％と

なっている。 

  

15.3

15.9

12.4

10.3

18.1

18.2

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15.3

13.3

44.4

39.8

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15.3

15.7

14.3

15.1

17.4

14.3

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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② 昨年と比べた外出回数の増減 

昨年と比べた外出回数の増減について尋ねた。 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると『減っている（「とても減っている」＋「減っている」）』の割合は、市全体で 25.3％となっ

ている。 

性別にみると女性は 7.3％、男性は 23.0％となっており、女性は男性よりも外出回数が減少した人の割合が

高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど、割合は低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、『減っている（「とても減っている」＋「減っている」）』の割合は二丈圏域が最も高く 27.7％

となっている。一方、『減っている』の割合が最も低いのは志摩圏域で 22.1％となっている。 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

28.9

24.2

32.9

25.3
23.0

27.3

0%

10%

20%

30%

40%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 15.6

全体 34.1

男性 14.9

男性 30.8

女性 16.2

女性 36.8

0%

10%

20%

30%

40%

25.3

25.3

25.6

26.1

27.7

22.1

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40%
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③ 外出控え 

外出を控えているかについて尋ねた。 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、19.5％が「はい（外出を控えている）」と回答している。 

性別にみると、女性の割合が高く、男性が 15.4％であるのに対し、女性は 23.1％と高くなっている。 

性年代別にみると、年代が上がるほど、割合は高くなっており、女性は男性と比較して増加傾向が顕著にな

っている（女性 74歳以下は 13.4％、女性 75歳以上は 31.5％）。 

 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「はい（外出を控えている）」と回答した割合が最も高いのは二丈圏域で 23.7％となって

いる。一方、「はい（外出を控えている）」と回答した割合が最も低いのは前原東圏域で 18.1％となっている。 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

33.9

25.8

40.9

19.5
15.4

23.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 11.6

全体 26.7

男性 9.6

男性 21.0
女性 13.4

女性 31.5

0%

10%

20%

30%

40%

19.5

18.1

18.9

19.5

23.7

19.1

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
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④ 外出を控えている理由（複数回答） 

前問にて「はい（外出を控えている）」と回答した方に対し、外出を控えている理由を尋ねた。 

【市全体・外出状況別】 

市全体でみると、「足腰などの痛み」の割合が最も高く 50.8％、次いで「交通手段がない」が 21.3％、「ト

イレの心配（失禁など）」が 18.7％である。 

ほとんど外出しない人と週一回以上外出する人の比較では、ほとんど外出しない人はすべての理由で割合

が市全体よりも高くなっている。 

 

  

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

16.8

5.2

50.8

18.7

9.1

8.4

13.9

11.1

21.3

16.6

20.0

10.0

59.0

29.0

20.0

13.0

18.0

12.0

27.0

18.0

16.4

4.3

49.4

16.4

6.6

7.2

13.3

11.1

20.5

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・外出頻度別】

全体(N=595) ほとんど外出

しない(N=100) 

週1回以上

外出する(N=488)
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【性別・性年代別】 

性別にみると、女性では「外での楽しみがない」の割合が 10.1％であるのに対し、男性は 20.5％と高くな

っている。 

性年代別にみると、「足腰などの痛み」の割合は女性 75 歳以上で 57.7％と他の性年代と比較して最も高く

なっている。 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、前原西圏域は「足腰などの痛み」の割合が 58.5％で他圏域と比較して最も高く、市全体

より５ポイント以上高くなっている。志摩圏域は「足腰などの痛み」の割合が 41.3％で市全体と比較して９

ポイント以上低くなっている。 

 

  

上段：％、下段：件
調
査
数

病
気

障
害

（

脳
卒
中
の
後
遺
症
な

ど
）

足
腰
な
ど
の
痛
み

ト
イ
レ
の
心
配

（

失
禁
な
ど
）

耳
の
障
害

（

聞
こ
え
の
問
題
な
ど
）

目
の
障
害

外
で
の
楽
し
み
が
な
い

経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

交
通
手
段
が
な
い

そ
の
他

無
回
答

100.0 16.8 5.2 50.8 18.7 9.1 8.4 13.9 11.1 21.3 16.6 3.2
595 100 31 302 111 54 50 83 66 127 99 19

100.0 19.5 7.7 47.3 23.2 11.4 10.0 20.5 13.2 19.1 12.3 2.7
220 43 17 104 51 25 22 45 29 42 27 6

100.0 31.3 11.9 41.8 25.4 6.0 7.5 20.9 23.9 10.4 9.0 0.0
67 21 8 28 17 4 5 14 16 7 6 0

100.0 14.4 5.9 49.7 22.2 13.7 11.1 20.3 8.5 22.9 13.7 3.9
153 22 9 76 34 21 17 31 13 35 21 6

100.0 15.2 3.7 52.8 16.0 7.7 7.5 10.1 9.9 22.7 19.2 3.5
375 57 14 198 60 29 28 38 37 85 72 13

100.0 15.8 4.0 39.6 12.9 2.0 9.9 15.8 16.8 17.8 24.8 5.0
101 16 4 40 13 2 10 16 17 18 25 5

100.0 15.0 3.6 57.7 17.2 9.9 6.6 8.0 7.3 24.5 17.2 2.9
274 41 10 158 47 27 18 22 20 67 47 8

100.0 17.4 4.7 52.3 19.5 10.7 10.7 12.8 10.1 22.1 19.5 2.7
149 26 7 78 29 16 16 19 15 33 29 4

100.0 15.6 4.1 58.5 19.7 9.5 8.2 17.7 8.8 22.4 9.5 2.7
147 23 6 86 29 14 12 26 13 33 14 4

100.0 20.2 9.0 43.8 21.3 7.9 6.7 11.2 14.6 23.6 13.5 0.0
89 18 8 39 19 7 6 10 13 21 12 0

100.0 17.0 4.7 52.8 17.0 12.3 12.3 12.3 11.3 18.9 24.5 1.9
106 18 5 56 18 13 13 13 12 20 26 2

100.0 14.4 4.8 41.3 15.4 3.8 2.9 14.4 12.5 19.2 17.3 8.7
104 15 5 43 16 4 3 15 13 20 18 9

調査数30件以上かつ全体より5ポイント以上高い項目
調査数30件以上かつ全体より5ポイント以上低い項目

区分

日
常
生
活
圏
域
別

性
年
代
別

前原東

前原西

前原

二丈

志摩

男性

男性：74歳以下

男性：75歳以上

女性

女性：74歳以下

女性：75歳以上

全　体
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⑤ 外出する際の移動手段（複数回答） 

外出する際の移動手段について尋ねた。 

【市全体・外出状況別】 

市全体でみると、外出する際の移動手段は、「自動車（自分で運転）」の割合が最も高く 61.5％、次いで「徒

歩」が 51.4％、「自動車（人に乗せてもらう）」が 25.8％となっている。 

ほとんど外出しない人と週一回以上外出する人の比較では、ほとんど外出しない人は「自動車（人に乗せて

もらう）」（52.0％）、「タクシー」（21.3％）、「病院や施設のバス」（13.4％）などが市全体よりも高くなってい

る。 

 

 

 

  

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

51.4

14.5

3.0

61.5

25.8

25.1

12.4

4.8

0.3

0.1

1.9

8.7

1.0

27.6

5.5

1.6

23.6

52.0

10.2

3.9

13.4

2.4

0.8

3.9

21.3

3.9

53.5

15.2

3.0

64.6

25.1

26.3

13.1

4.4

0.2

0.1

1.8

8.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・外出頻度別】

全体(N=3,047) ほとんど外出

しない(N=127)

週1回以上

外出する(N=2,845)



調査結果 

30 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「自動車（自分で運転）」の割合は男性が 75.5％、女性が 49.3％となっており、男性の方が

高くなっている。反対に「自動車（人に乗せてもらう）」の割合は女性が 37.2％、男性が 12.8％で女性の方が

高くなっている。女性は「電車」（27.1％）、「路線バス」（15.1％）、「タクシー」（11.6％）などでも男性より

高くなっている。 

性年代別にみると多くの項目において年代が上がるほど、割合が高くなっていることが確認できる。特に

「自動車（人に乗せてもらう）」や「病院や施設のバス」、「タクシー」などはその傾向が顕著である。一方、

年代が上がると割合が低くなるのは「自動車（自分で運転）」である。男性は 75歳以上でも市全体の平均程度

の人が自分で運転する傾向にあるものの、女性は 75歳以上の年代で低くなり 32.3％となっている。 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、前原西圏域は「徒歩」の割合が 61.7％と他圏域と比較して最も高くなっており、市全体

の 51.4％と比較して 10ポイントほど高くなっている。一方、志摩圏域は「徒歩」（39.5％）、「電車」（14.3％）

の割合が他圏域と比較して最も低くなっている。 

 

 

 

 

  

上段：％、下段：件
調
査
数

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

自
動
車
（

自
分
で
運
転
）

自
動
車

（

人
に
乗
せ
て
も
ら
う
）

電
車

路
線
バ
ス

病
院
や
施
設
の
バ
ス

車
い
す

電
動
車
い
す
（

カ
ー

ト
）

歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー

カ
ー

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

無
回
答

100.0 51.4 14.5 3.0 61.5 25.8 25.1 12.4 4.8 0.3 0.1 1.9 8.7 1.0 2.6
3,047 1,566 441 90 1,875 785 764 379 145 8 4 58 264 29 78
100.0 50.8 17.9 4.9 75.5 12.8 22.7 9.4 2.0 0.3 0.1 0.5 5.3 0.5 3.0
1,425 724 255 70 1,076 182 324 134 29 4 2 7 76 7 43
100.0 52.9 17.1 7.3 84.5 8.9 24.8 8.3 0.1 0.4 0.0 0.1 3.0 0.7 3.2

697 369 119 51 589 62 173 58 1 3 0 1 21 5 22
100.0 48.8 18.7 2.6 66.9 16.5 20.7 10.4 3.8 0.1 0.3 0.8 7.6 0.3 2.9

728 355 136 19 487 120 151 76 28 1 2 6 55 2 21
100.0 51.9 11.5 1.2 49.3 37.2 27.1 15.1 7.2 0.2 0.1 3.1 11.6 1.4 2.2
1,622 842 186 20 799 603 440 245 116 4 2 51 188 22 35
100.0 50.9 11.8 1.5 68.8 29.3 30.1 13.3 1.1 0.1 0.0 0.5 4.4 0.7 2.1

753 383 89 11 518 221 227 100 8 1 0 4 33 5 16
100.0 52.8 11.2 1.0 32.3 44.0 24.5 16.7 12.4 0.3 0.2 5.4 17.8 2.0 2.2

869 459 97 9 281 382 213 145 108 3 2 47 155 17 19
100.0 53.7 18.8 3.0 59.1 27.5 27.3 10.3 5.3 0.2 0.1 2.3 9.8 0.7 3.0

823 442 155 25 486 226 225 85 44 2 1 19 81 6 25
100.0 61.7 16.9 2.3 57.5 28.2 31.7 15.5 3.9 0.3 0.0 1.5 10.1 1.0 1.8

776 479 131 18 446 219 246 120 30 2 0 12 78 8 14
100.0 50.2 11.2 3.1 62.5 22.1 20.0 10.1 2.9 0.2 0.2 1.8 7.2 2.2 3.7

456 229 51 14 285 101 91 46 13 1 1 8 33 10 17
100.0 44.9 10.9 2.2 65.0 25.2 27.7 4.5 5.6 0.4 0.0 1.8 5.8 0.2 1.6

448 201 49 10 291 113 124 20 25 2 0 8 26 1 7
100.0 39.5 10.1 4.2 67.5 23.2 14.3 19.9 6.1 0.2 0.4 2.0 8.5 0.7 2.8

544 215 55 23 367 126 78 108 33 1 2 11 46 4 15

調査数30件以上かつ全体より5ポイント以上高い項目
調査数30件以上かつ全体より5ポイント以上低い項目

日
常
生
活
圏
域
別

前原東

前原西

前原

二丈

志摩

性
年
代
別

男性

男性：74歳以下

男性：75歳以上

女性

女性：74歳以下

女性：75歳以上

区分

全　体
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（３）転倒 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に、転倒リスクがあると判定される。 

【転倒リスクの評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 2(4) 過去１年間に転んだ経験がありますか 
１．何度もある 

２．１度ある 

 

① 転倒リスク保有者の割合 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、リスク保有者の割合は 30.2％となっている。 

性別にみると、男性で 29.3％、女性で 30.9％となっており、女性の転倒リスクがやや高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど割合は高くなり、最も高いのは女性 75歳以上で 35.8％と

なっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

30.9
28.9

32.8
30.2 29.3 30.9

0%

10%

20%

30%

40%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 24.8

全体 35.0

男性 24.2

男性 34.1女性 25.4

女性 35.8

0%

10%

20%

30%

40%
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、その他の割合が 33.1％で最も高く、次いで息子・娘との２世帯で 31.8％、一人暮ら

しで 31.0％である。一方、転倒リスクが市全体よりも低いのは「夫婦２人暮らし」世帯であり、配偶者 65歳

以上で 28.1％、配偶者 64歳以下で 22.1％となっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2の割合が最も高く 58.7％となっている。最も割合が高い要支援 1・2と、

最も低い一般高齢者とでは 30ポイントほどの差がある。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域の割合が最も高く 33.7％となっており、次いで志摩圏域が 32.0％となっている。

一方、市全体よりも低いのは前原東圏域で 29.5％、前原西圏域で 28.9％、前原圏域で 27.9％となっている。 

 

  

30.2

31.0

28.1

22.1

31.8

33.1

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

30.2

28.1

27.8

58.7

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

30.2

29.5

28.9

27.9

33.7

32.0

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（４）栄養 

① 低栄養が疑われる高齢者の割合 

身長・体重から算出されるＢＭＩ（体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝）が 18.5以下の場合に低栄養が

疑われる高齢者として判定される。 

【低栄養が疑われる高齢者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 3（1） 身長・体重 ＢＭＩが 18.5 以下 

 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、低栄養が疑われる高齢者の割合は 7.8％である。 

性別にみると男性が 5.5％、女性が 9.9％となっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど割合が高くなっており、女性 75歳以上が最も高く 10.4％

となっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

7.4

4.7

9.9

7.8

5.5

9.9

0%

5%

10%

15%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 6.7

全体 8.9

男性 3.7

男性 7.1

女性 9.4
女性 10.4

0%

5%

10%

15%



調査結果 

34 

【家族構成別】 

家族構成別にみると、一人暮らしと夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）の割合がともに 8.3％で市全体と

比較して高くなっており、次いで夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下）で 8.1％となっている。一方、市全体

よりも割合が低いのは「息子・娘との２世帯」で 7.6％、「その他」で 5.5％となっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者の割合が 7.8％であるのに対し要支援 1・2では 8.5％と高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域が他圏域と比較して最も高く 9.6％となっている。一方、最も割合が低いのは前

原圏域であり、6.8％となっている。 

 

  

7.8

8.3

8.3

8.1

7.6

5.5

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 5% 10% 15%

7.8

7.8

5.6

8.5

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 5% 10% 15%

7.8

8.7

7.0

6.8

9.6

7.2

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 5% 10% 15%
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② 低栄養状態にある高齢者の割合 

身長・体重から算出される BMI（体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝）が 18.5以下で、問３（７）の設問

において、該当する選択肢が回答された場合に低栄養状態にあると判定される。 

【低栄養状態にある高齢者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 3(1) 身長・体重 ＢＭＩが 18.5 以下 

問 3(7) ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか １．はい 

 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、低栄養状態にある高齢者の割合は 1.6％となっている。 

性別にみると男性は 1.5％、女性は 1.7％と女性の割合が高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど割合が高く、最も高いのは男性 75 歳以上で 2.2％となっ

ている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

2.1
1.8

2.4

1.6 1.5
1.7

0%

1%

2%

3%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 1.2

全体 2.1

男性 0.9

男性 2.2

女性 1.5
女性 2.0

0%

1%

2%

3%
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、市全体と比較して割合が高いのは一人暮らしが 2.4％、次いで息子・娘との２世帯が

2.2％となっている。一方、「夫婦２人暮らし」は市全体と比較して割合が低くなっており、配偶者 65歳以上

が 1.3％、配偶者 64歳以下が 1.5％となっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者の割合が市全体と同じ 1.6％であるのに対し、要支援 1・2では 2.0％とや

や高い割合となっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域が 2.2％と他圏域と比較して割合が最も高く、次いで前原東圏域が 2.1％となっ

ている。一方、最も割合が低いのは志摩圏域で 1.1％となっている。ただし、すべての圏域が市全体と比較し

ても１ポイント未満の差となっている。 

 

  

1.6

2.4

1.3

1.5

2.2

1.2

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 1% 2% 3%

1.6

1.6

0.0

2.0

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 1% 2% 3%

1.6

2.1

1.2

1.8

2.2

1.1

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 1% 2% 3%
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（５）口腔機能 

① 口腔機能が低下している高齢者の割合 

以下の設問のうち２問以上、該当する選択肢が回答された場合に、口腔機能が低下していると判定される。 

【口腔機能の低下している高齢者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 3(2) 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか １．はい 

問 3(3) お茶や汁物等でむせることがありますか １．はい 

問 3(4) 口の渇きが気になりますか １．はい 

 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、口腔機能が低下している高齢者の割合は 22.9％となっている。 

性別にみると男性が 22.2％、女性が 23.4％である。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど割合が高くなっており、女性 75歳以上が最も高く 28.2％

となっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)
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(N=1,622)

全 体 男 性 女 性
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24.222.9 22.2 23.4
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男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 18.3

全体 27.0

男性 18.8 男性 25.5

女性 17.9

女性 28.2

0%
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10%

15%

20%

25%
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、息子・娘と２世帯の割合が 26.0％と最も高く、次いで一人暮らしが 24.8％となって

いる。一方、市全体と比較して割合が低いのは夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）が 20.8％、夫婦２人暮ら

し（配偶者 64歳以下）が 18.4％、その他が 22.7％である。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者の割合が 21.1％であるのに対し、要支援 1・2では 45.8％と高くなってい

る。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域の割合が他圏域と比較して最も高く、25.0％となっている。一方、前原東圏域の

割合が他圏域と比較して最も低く、21.1％となっている。 

 

  

22.9

24.8

20.8

18.4

26.0

22.7

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

22.9

21.1

38.9

45.8

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

22.9

21.1

23.2

23.9

25.0

22.4

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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② 共食の状況 

誰かと食事を共にする機会があるかについて尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「毎日ある」の割合が最も高く 61.7％、次いで「月に何度かはある」が 12.1％と続いてい

る。「ほとんどない」が最も低く 6.8％となっている。 

 

 

【閉じこもりリスクの有無別】 

閉じこもりリスクの有無別にみると、閉じこもりリスクありでは「毎日ある」の割合が 55.3％となってお

り、閉じこもりリスクなしの「毎日ある」の割合（64.4％）と比較し 9.1ポイント低くなっている。また、閉

じこもりリスクありは「ほとんどない」の割合が高く 14.4％となっている。 

 

 

【性別・年代別】 

性別にみると、女性と比較して男性の方が「毎日ある」の割合が高くなっており、男性は 62.9％、女性は

60.7％となっている。 

年代別にみると、年代が上がるほど、「毎日ある」の割合が低く、「月に何度かある」、「年に何度かはある」、

の割合が高くなっている。 

 

61.7 6.9 12.1 10.4 6.8 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答

61.7

55.3

64.4

6.9

4.7

7.5

12.1

11.8

12.3

10.4

12.9

10.1

6.8

14.4

5.4

2.1

0.9

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

閉じこもりリスク

    あり(N=  465)

閉じこもりリスク

    なし(N=2,507)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答

61.7

62.9

60.7

66.8

57.1

6.9

6.2

7.6

6.6

7.3

12.1

9.1

14.7

10.6

13.5

10.4

10.9

10.0

8.1

12.5

6.8

8.0

5.7

5.8

7.6

2.1

2.9

1.4

2.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

前期高齢者(74歳以下)

(N=1,450)

後期高齢者(75歳以上)

(N=1,597)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「毎日ある」の割合が最も高いのは前原圏域で 64.3％、次いで志摩圏域で 63.6％となって

いる。一方、最も低いのは二丈圏域で 58.3％となっている。 

 

  

61.7

62.0

60.7

64.3

58.3

63.6

6.9

6.3

8.4

4.6

8.3

6.6

12.1

12.5

13.3

11.0

12.1

10.7

10.4

10.9

9.9

9.4

12.3

9.6

6.8

6.3

6.4

7.9

7.1

6.6

2.1

1.9

1.3

2.9

2.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答
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（６）認知症 

① 認知症リスク保有者の割合 

以下の設問でいずれか１問でも、該当する選択肢が回答された場合に、認知症リスク保有者として判定され

る。 

【認知症リスク保有者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 4(1) 物忘れが多いと感じますか １．はい  

問 4(2) 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしてい

ますか 
２．いいえ 

問 4(3) 今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい 

 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、リスク保有者の割合は 52.5％となっている。 

性別にみると、男性は 54.9％、女性は 50.4％である。 

性年代別にみると、男性では年代が上がるほど割合は低くなっているが、女性では年代が上がるほど割合が

高くなっており、最も高いのは男性 74歳以下で 55.5％となっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回

(N=1,749)

今回

(N=1,622)

全 体 男 性 女 性

54.3 56.6
52.452.5 54.9

50.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 50.8
全体 54.1

男性 55.5 男性 54.4

女性 46.3 女性 53.9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、息子・娘との２世帯が市全体と比較して 54.5％と割合が高くなっている。一方、「夫

婦２人暮らし（配偶者 64歳以下）」世帯は 48.5％で市全体と比較して割合が低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2の割合が 71.1％で最も高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、前原西圏域の割合が 50.4％で他圏域と比較して最も低くなっている。 

 

  

52.5

51.4

52.1

48.5

54.5

52.6

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

52.5

51.2

50.0

71.1

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

52.5

53.9

50.4

53.3

52.9

52.4

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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（７）虚弱 

以下の設問のうち 10問以上、該当する選択肢が回答された場合に、虚弱のリスクありと判定されます。 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 4(4) 
バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用

車でも可） 
３．できない 

問 4(5) 自分で食品・日用品の買物をしていますか ３．できない 

問 4(8) 自分で預貯金の出し入れをしていますか ３．できない 

問 4(13) 友人の家を訪ねていますか ２．いいえ  

問 4(14) 家族や友人の相談にのっていますか ２．いいえ  

問 2(1) 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ３．できない 

問 2(2) 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって

いますか 
３．できない 

問 2(3) 15 分位続けて歩いていますか ３．できない 

問 2(4) 過去１年間に転んだ経験がありますか 
１．何度もある 

２．１度ある 

問 2(5) 転倒に対する不安は大きいですか 
１．とても不安である 

２．やや不安である 

問 3(7) ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか １．はい 

問 3(1) 身長・体重によりＢＭＩを算出 ＢＭＩが 18.5 以下 

問 3(2) 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか １．はい 

問 3(3) お茶や汁物等でむせることがありますか １．はい 

問 3(4) 口の渇きが気になりますか １．はい 

問 2(6) 週に１回以上は外出していますか １．ほとんど外出しない 

問 2(7) 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
１．とても減っている 

２．減っている 

問 4(1) 物忘れが多いと感じますか １．はい  

問 4(2) 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしてい

ますか 
２．いいえ 

問 4(3) 今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい 
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① 虚弱高齢者の割合 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、リスク保有者の割合は 8.2％となっている。 

性別にみると、男性は 7.4％、女性は 8.9％となっており、女性の割合がやや高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど割合が高くなっており、女性 75歳以上が最も高く 13.2％

となっている。 

 

 

  

前回

(N=3,287)

今回

(N=3,047)

前回

(N=1,522)

今回

(N=1,425)

前回
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(N=1,622)

全 体 男 性 女 性
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女性 4.0

女性 13.2
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、その他の世帯の割合が最も高く 10.4％、次いで一人暮らしが 9.9％、息子・娘との２

世帯が 9.3％となっている。一方、夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）では 6.4％、夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）家庭では 3.7％と、市全体より割合が低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2が 50.7％と割合が最も高くなっている。最も割合の高い要支援 1・2と、

最も割合の低い一般高齢者を比較すると、約 45ポイントの差がある。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、二丈圏域の割合が 9.4％と他圏域と比較して最も高くなっている。一方、割合が低いのは

前原圏域と志摩圏域でありともに 7.7％となっている。 

 

  

8.2

9.9

6.4

3.7

9.3

10.4

全 体(N=3,047)

一人暮らし(N=496)

夫婦２人暮らし   

(配偶者65歳以上)(N=1,276)

夫婦２人暮らし   

(配偶者64歳以下) (N=136)

息子・娘との２世帯(N=497)

その他(N=511)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8.2

5.2

11.1

50.7

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8.2

8.5

8.0

7.7

9.4

7.7

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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（８）生活機能の低下状況 

生活機能の評価項目ごとのリスクなしの割合を可視化した（リスクなしの割合であるため、数値が高いほど

生活機能が高いことを意味する）。 

下記評価項目の内、「運動器機能低下」、「栄養改善」、「口腔機能低下」、「虚弱」の内の１つに該当すると生

活機能低下者と判定される。 

 

【評価項目ごとに見た生活機能割合（リスクなし）】 

 

 

  

54.1 70.8

47.6

94.2

27.8
31.6

74.0

40.7

97.5

87.7

76.4

97.6

97.6

53.6

100.0

64.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

運動器機能低下

非該当

閉じこもり

非該当

転倒リスク

非該当

栄養改善

非該当

口腔機能低下

非該当

認知症リスク

非該当

虚弱

非該当

うつ予防判定

非該当

生活機能低下者(N=966) 生活機能低下非該当者(N=2,079)
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【要介護度別】 

生活機能の評価項目ごとのリスクなしの割合を可視化した（リスクなしの割合であるため、数値が高いほど

生活機能が高いことを意味する）。 

すべての項目において要支援 1・2は最も低い割合となっている（リスクなしが少なくなっている）。 

特に、運動器機能低下の項目については、一般高齢者との差が大きい。 

 

【評価項目ごとに見た要介護度割合（リスクなし）】 

 

  

87.5

84.3

69.3

96.5

77.2

47.9

94.7

58.6

66.7

55.6

72.2

100.0

61.1

50.0

88.9

50.0 31.3
56.2

37.8

95.0

51.7

28.4

49.3

37.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

運動器機能低下

非該当

閉じこもり

非該当

転倒リスク

非該当

栄養改善

非該当

口腔機能低下

非該当

認知症リスク

非該当

虚弱

非該当

うつ予防判定

非該当

一般高齢者(N=2,828) 事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201)
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２ 日常生活 

（１）手段的自立度（ＩＡＤＬ）低下者 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に各１点とし、その合計点数で評価を行った。 

【手段的自立度（ＩＡＤＬ）低下者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 4(4) 
バスや電車を使って１人で外出していますか（自

家用車でも可） 

「１．できるし、している」 

または 

「２．できるけどしていない」

に１点 

問 4(5) 自分で食品・日用品の買物をしていますか 

問 4(6) 自分で食事の用意をしていますか 

問 4(7) 自分で請求書の支払いをしていますか 

問 4(8) 自分で預貯金の出し入れをしていますか 

 

【合計点数 判定基準】 

０～３点 ４点 ５点 

低い やや低い 高い 

 

 

 

① 手段的自立度（ＩＡＤＬ）低下者の割合 

【市全体】 

市全体でみると、手段的自立度（IADL）は「高い」の割合が最も高く 82.6％となっている。「やや低い」は

9.6％、「低い」は 7.0％となっている。 

 
 

【性別】 

性別にみると、「高い」の割合は男性が 77.2％、女性が 87.3％と女性が高くなっている。一方、「やや低い」

は男性が 13.5％、女性が 6.0％、「低い」は男性が 8.3％、女性が 5.9％となっており、手段的自立度（IADL）

は男性の方がいずれも低下傾向にある。 

  

82.6 9.6 7.0 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

高い（５点） やや低い（４点） 低い（３点以下） 無回答

手段的自立度 低い 高い 

82.6

77.2

87.3

9.6

13.5

6.0

7.0

8.3

5.9

0.9

1.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

高い（５点） やや低い（４点） 低い（３点以下） 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2は「高い」の割合が 39.3％と市全体と比較して低く、「低い」は 42.8％

となっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、どの圏域においても「高い」の割合が最も高くなっている。 

 

 

 

  

82.6

85.6

83.3
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9.6

9.0

5.6

17.4

7.0

4.5

11.1

42.8

0.9

0.9

0.5
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一般高齢者(N=2,828)
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要支援1 2(N=201)
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7.6

7.9

0.9

1.1

0.5

0.7

1.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

高い（５点） やや低い（４点） 低い（３点以下） 無回答
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（２）社会参加者 

１）知的能動性 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に各１点とし、その合計点数で評価を行った。 

【知的能動性低下者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 4(9) 
年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が

書けますか 

「１．はい」に１点 

問 4(10) 新聞を読んでいますか 

問 4(11) 本や雑誌を読んでいますか 

問 4(12) 健康についての記事や番組に関心がありますか 

 

【合計点数 判定基準】 

０～２点 ３点 ４点 

低い やや低い 高い 

 

 

 

 

① 知的能動性低下者の割合 

【市全体】 

市全体でみると、知的能動性は「高い」の割合が最も高く 41.3％となっている。「やや低い」は 31.6％、「低

い」は 26.2％となっている。 

 
 

【性別】 

性別にみると、「高い」の割合は女性が 44.6％、男性は 37.5％と女性の割合が高くなっている。「やや低い」

と、「低い」は男性の割合が高くなっている。 

  

41.3 31.6 26.2 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

41.3

37.5

44.6

31.6

32.2

31.1

26.2

29.3

23.5

0.9

1.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

知的能動性 低い 高い 
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2は「低い」の割合が高く、一般高齢者は 24.9％であるのに対し、要支援

1・2は 43.3％となっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、前原西圏域では「高い」の割合が 44.2％で他圏域と比較して最も高くなっている。二丈

圏域では「低い」の割合が他圏域と比較して最も高く 29.9％となっている。 

 

 

 

  

41.3

42.3

38.9

27.4

31.6

31.9

27.8

28.9

26.2

24.9

33.3

43.3

0.9

0.9

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

41.3

42.0

44.2

39.5

37.7

40.4

31.6

32.3

29.6

33.6

31.3

32.2

26.2

24.5

25.6

26.3

29.9

26.3

0.9

1.1

0.5

0.7

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答
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２）社会的役割 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に各１点とし、その合計点数で評価を行った。 

【社会的役割低下者の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 4(13) 友人の家を訪ねていますか 

「１．はい」に１点 

問 4(14) 家族や友人の相談にのっていますか 

問 4(15) 病人を見舞うことができますか 

問 4(16) 若い人に自分から話しかけることがありますか 

 

【合計点数 判定基準】 

０～２点 ３点 ４点 

低い やや低い 高い 

 

 

 

 

① 社会的役割低下者の割合 

【市全体】 

市全体でみると、社会的役割については「高い」の割合が最も高く 37.1％となっている。「やや低い」は

29.0％、「低い」は 33.0％となっている。 

 
 

【性別】 

性別にみると、「高い」の割合は男性が 29.4％、女性が 43.8％であり、女性の割合が高くなっている。「や

や低い」の割合は男性が 31.2％、女性が 27.1％であり、「低い」は男性が 38.3％、女性が 28.4％である。 

 

  

37.1 29.0 33.0 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

37.1

29.4

43.8

29.0

31.2

27.1

33.0

38.3

28.4

0.9

1.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

女性(N=1,622)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

社会的役割 低い 高い 
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、 要支援 1・2は「低い」の割合が市全体と比較して高くなっており、一般高齢者では

30.6％であるのに対し、要支援 1・2では 66.7％となっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「高い」の割合が最も高いのは志摩圏域で 44.7％となっており、次いで二丈圏域が 39.3％、

最も低いのが前原西圏域の 32.0％である。 

 

 

  

37.1

38.7

33.3

14.4

29.0

29.8

27.8

18.4

33.0

30.6

38.9

66.7

0.9

1.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答

37.1

35.5

32.0

37.3

39.3

44.7

29.0

27.8

33.1

31.8

27.9

23.5

33.0

35.6

34.3

30.3

31.7

30.7

0.9

1.1

0.6

0.7

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

高い（４点） やや低い（３点） 低い（２点以下） 無回答
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３）会・グループ等への参加状況 

各会、グループへの参加頻度を尋ねた。 

どの会・グループにおいても「参加していない」の割合が最も高くなっており、最も「参加していない」の

割合が高いのは④学習・教養サークルで 68.1％であった。次いで、⑤介護予防のための通いの場が 67.2％と

なっている。一方、最も「参加していない」の割合が低いのは⑦行政区・自治会で 45.5％であり、⑦行政区・

自治会は比較的参加されている会・グループであると言える。⑦行政区・自治会の参加頻度は「年に数回」の

割合が最も高く 26.4％である。 

 

  

1.2

3.3

1.6

0.6

0.5

0.7

0.8

16.9

1.3

6.4

3.4

0.9

1.4

0.7

0.9

7.4

1.1

4.9

5.1

0.9

1.6

0.7

0.8

1.4

5.7

4.2

10.1

3.0

5.2

4.6

7.1

1.8

7.6

2.6

6.1

4.4

3.5

6.6

26.4

2.8

61.5

59.2

54.7

68.1

67.2

67.1

45.5

51.0

21.5

19.4

19.0

22.2

20.5

19.7

18.6

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①ボランティアの    

            グルーブ

②スポーツ関係の    

    グループやクラブ

③趣味関係のグループ

④学習・教養サークル

⑤介護予防のための  

            通いの場

⑥シニアクラブ      

⑦行政区・自治会    

⑧収入のある仕事    

N=3,047

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 無回答
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４）周りの人の「たすけあい」について 

① 心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） 

心配ごとや愚痴を聞いてくれる人について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、最も割合が高いのは「配偶者」で 55.9％となっており、次いで「友人」が 46.5％、「別居

の子ども」が 40.1％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 34.9％と続いている。 

 

 

② 心配事や愚痴を聞いてあげる人（複数回答） 

心配ごとや愚痴を聞いてあげる人について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、最も割合が高かったのは「配偶者」の 53.4％であり、次いで「友人」が 46.5％となって

いる。その後は「別居の子ども」が 38.2％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 36.4％と続いている。 

前問の「心配事や愚痴を聞いてくれる人」の設問と近い結果となっている。 

 

  

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

55.9

20.9

40.1

34.9

13.5

46.5

3.0

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(N=3,047)

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

53.4

18.2

38.2

36.4

15.1

46.5

2.6

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(N=3,047)
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③ 看病や世話をしてくれる人（複数回答） 

看病や世話をしてくれる人について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、最も割合が高かったのは「配偶者」の 62.0％であり、次いで「別居の子ども」が 36.2％

となっている。その後は「同居の子ども」が 26.6％「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 15.3％となっている。 

 

 

④ 看病や世話をしてあげる人（複数回答） 

看病や世話をしてあげる人について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、最も割合が高かったのは「配偶者」の 57.5％であり、次いで「別居の子ども」が 23.0％

となっている。その後は「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 22.5％、「同居の子ども」が 19.5％と続いている。 

前問の「看病や世話をしてくれる人」と上位４項目は変わらないものの、「別居の子ども」の割合は前問と

比較すると、10ポイント以上差がある結果となっている。 

 

  

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

62.0

26.6

36.2

15.3

2.7

5.6

2.4

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

全体(N=3,047)

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

57.5

19.5

23.0

22.5

3.3

6.6

2.0

16.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(N=3,047)
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（３）友人・知人と会う頻度 

友人・知人と会う頻度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「週に何度かある」の割合が最も高く 27.9％となっている。次いで「月に何度かある」が

26.0％、「ほとんどない」は 15.8％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「毎日ある」の割合に大きな差はないものの、「週に何度かある」で 7.2ポイント、「月に何

度かある」で 3.2ポイント男性と比較して女性の割合が高い結果となっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど「毎日ある」「週に何度かある」の割合は高い結果となっ

ている。「週に何度かある」については女性 75歳以上が 34.4％で最も高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「毎日ある」と「週に何度かある」を合わせた割合は、前原圏域で 38.8％、二丈圏域で

38.9％、志摩圏域で 41.9％と市全体より高くなっている。一方「ほとんどない」の割合は前原西圏域で最も

高く 18.0％となっている。 

 

  

8.7 27.9 26.0 18.6 15.8 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答

8.7

8.6

8.0

9.2

8.8

8.0

9.4

27.9

24.1

24.1

24.2

31.3

27.6

34.4

26.0

24.3

22.5

26.0

27.5

29.6

25.7

18.6

21.5

23.4

19.6

16.2

19.8

13.0

15.8

18.7

19.5

18.0

13.2

13.1

13.2

3.0

2.7

2.4

3.0

3.1

1.9

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答

8.7

8.6

8.1

8.1

8.3

10.5

27.9

26.6

23.7

30.7

30.6

31.4

26.0

23.6

25.9

25.4

30.1

26.8

18.6

21.9

21.5

15.6

15.6

14.7

15.8

17.1

18.0

17.5

11.8

12.3

3.0

2.2

2.7

2.6

3.6

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答
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（４）この１か月に会った友人・知人の数 

この１か月間に会った友人・知人の数について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「10 人以上」が最も高く 26.9％である。次いで「３～５人」の 23.3％、「１～２人」の

21.3％と続いている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性は女性よりも「０人（いない）」や「１～２人」の割合が高くなっている。 

性年代別にみると、「０人（いない）」の割合は高齢になるほど低くなっている。「６～９人」と「10人以上」

を合わせた割合は女性 75歳以上が 40.7％で最も高くなっている。 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「０人（いない）」の割合は前原西圏域が 17.5％で他圏域と比較して最も高くなっている。

一方、「６～９人」と「10人以上」を合わせた割合は志摩圏域が 44.9％で最も高くなっており、前原西圏域は

33.6％で最も低くなっている。 

 

  

13.7 21.3 23.3 11.5 26.9 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

0人(いない) 1～2人 3～5人 6～9人 10人以上 無回答

13.7

16.6

17.6

15.5

11.2

13.3

9.4

21.3

22.1

22.1

22.1

20.6

21.5

19.8

23.3

21.1

19.7

22.5

25.2

24.0

26.1

11.5

10.9

10.6

11.1

12.0

12.1

11.9

26.9

26.0

27.4

24.6

27.7

26.6

28.8

3.3

3.4

2.6

4.1

3.3

2.5

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

0人(いない) 1～2人 3～5人 6～9人 10人以上 無回答

13.7

14.8

17.5

13.6

9.8

9.9

21.3

24.9

20.7

19.1

20.1

19.5

23.3

21.6

24.7

24.8

24.3

21.5

11.5

10.9

10.4

10.5

13.2

13.1

26.9

25.4

23.2

28.3

28.8

31.8

3.3

2.3

3.4

3.7

3.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0人(いない) 1～2人 3～5人 6～9人 10人以上 無回答
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（５）よく会う友人・知人との関係（複数回答） 

よく会う友人・知人との関係について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、最も割合が高いのは「近所・同じ地域の人」であり 52.2％となっている。次いで「趣味や

関心が同じ友人」が 30.3％、「仕事での同僚・元同僚」が 29.8％、「学生時代の友人」が 15.1％となっている。 

性別にみると、男性は女性よりも「仕事の同僚・元同僚」の割合が高くなっている（男性は 33.5％、女性は

26.6％）。一方、女性は「近所・同じ地域の人」の割合が男性より高くなっており、女性が 58.4％、男性が 45.3％

となっている。 

 

  

近所・同じ地域の人

幼なじみ

学生時代の友人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

ボランティア等の活動での
友人

その他

いない

52.2

7.9

15.1

29.8

30.3

7.9

7.6

9.5

45.3

8.7

14.6

33.5

28.2

7.5

6.2

12.2

58.4

7.2

15.6

26.6

32.1

8.3

8.8

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに「学生時代の友人」や「仕事の同僚・元同僚」の割合は年代が上がるにつれ

て低くなっている。一方、「近所・同じ地域の人」は男女ともに年代が上がるにつれ割合が高くなっている。

「趣味や関心が同じ友人」の割合は、男性では年齢が上がるほどやや高くなるものの（男性 74歳以下は 26.5％、

男性 75歳以上は 29.8％）、女性ではやや低くなっている（女性 74歳以下は 33.2％、女性 75歳以上は 31.1％）。 

 

  

近所・同じ地域の人

学生時代の友人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

いない

52.2

15.1

29.8

30.3

9.5

37.6

18.4

43.0

26.5

11.2

52.6

11.0

24.3

29.8

13.2

50.3

20.5

35.5

33.2

8.2

65.4

11.4

18.9

31.1

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「近所・同じ地域の人」の割合は前原西圏域が 45.7％で他圏域と比較して唯一 50％を下回

り、最も低くなっている。一方、二丈圏域と志摩圏域は「近所・同じ地域の人」の割合がともに 59.2％で、市

全体と比較して高くなっている。 

 

 

  

近所・同じ地域の人

学生時代の友人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

いない

52.2

15.1

29.8

30.3

9.5

50.1

15.2

30.1

30.5

10.8

45.7

15.6

29.0

31.4

11.6

52.2

14.0

29.2

26.5

10.1

59.2

13.2

33.3

29.9

6.7

59.2

16.9

28.1

31.6

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（６）うつ傾向 

① うつ傾向の高齢者の割合 

以下の設問で、いずれか１問でも該当する選択肢が回答された場合に、うつ傾向の高齢者として判定され

る。 

【うつ傾向の評価・分析方法】 

設問番号 設問内容 該当する選択肢 

問 8(3) 
この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちに

なったりすることがありましたか 
１．はい  

問 8(4) 

この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかな

い、あるいは心から楽しめない感じがよくありました

か 

１．はい 

 

【市全体・性別・性年代別】 

市全体でみると、うつ傾向の高齢者の割合は 40.5％となっている。 

性別にみると、男性は 39.6％、女性は 41.3％である。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるにつれて割合は高くなっており、男性 75 歳以上が最も高く

43.4％である。 

 

 

 

  

40.5 39.6 41.3

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体(N=1,450) 全体(N=1,597)

男性(N=  697) 男性(N=  728)

女性(N=  753) 女性(N=  869)

74歳以下 75歳以上

全体 38.1
全体 42.8

男性 35.7

男性 43.4女性 40.2

女性 42.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者が 39.2％であるのに対し、要支援 1・2では 58.7％と高くなっており、過

半数がうつ傾向と判定されている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、他圏域と比較して割合が最も高いのは前原圏域で 41.7％となっている。一方、最も低い

のは二丈圏域で 37.9％となっている。 

 

 

 

  

40.5

39.2

44.4

58.7

全 体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1・2(N=201)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

40.5

41.4

39.9

41.7

37.9

41.2

全 体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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② 現在の幸福度 

とても不幸」を 0点、「とても幸せ」を 10点として、現在の幸福度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、市全体の平均は 7.2点となっており、最も高いのは「幸せ（7 ～9 点）」で 49.0％となっ

ている。次いで「ふつう（4 ～6 点）」が 28.9％、「とても幸せ（10点）」が 14.5％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「とても幸せ」（10点）と「幸せ（7 ～9 点）」を合わせた割合は男性が 58.5％であるのに対

し、女性は 67.7％と高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるにつれて「とても幸せ」（10点）と「幸せ（7 ～9 点）」を合

わせた割合は低くなっている。 

 

 

  

平均
(点)

7.214.5 49.0 28.9 3.5

0.5

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

とても幸せ（10点） 幸せ（7～9点） ふつう（4～6点）

不幸（1～3点） とても不幸（0点） 無回答

平均
(点)

7.2

6.9

7.0

6.8

7.4

7.5

7.4

14.5

11.8

11.2

12.4

16.8

16.5

17.1

49.0

46.7

50.6

43.0

50.9

54.6

47.8

28.9

32.8

31.0

34.6

25.5

23.6

27.2

3.5

4.8

4.2

5.5

2.4

2.4

2.4

0.5

0.7

0.6

0.8

0.2

0.3

0.2

3.6

3.1

2.4

3.7

4.1

2.7

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

とても幸せ（10点） 幸せ（7～9点） ふつう（4～6点）

不幸（1～3点） とても不幸（0点） 無回答



調査結果 

65 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「とても幸せ」（10点）と「幸せ（7 ～9 点）」を合わせた割合が一般高齢者は 64.8％

であるのに対し、要支援 1・2では 42.8％と 20ポイント以上低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「とても幸せ」（10点）と「幸せ（7 ～9 点）」を合わせた割合が最も高いのは前原西圏域

と志摩圏域でともに 64.9％となっている。一方、最も低いのは前原東圏域で 61.7％となっている。また、反

対に「不幸（1 ～3 点）」と「とても不幸（0 点）」を合わせた割合は前原東圏域が最も高く 5.6％となってい

る。 

 

 

 

 

  

平均
(点)

6.2

7.2

7.2

7.8

14.5

14.8

33.3

8.0

49.0

50.0

38.9

34.8

28.9

28.0

27.8

41.8

3.5

3.1

9.5

0.5

0.4

1.0

3.6

3.5

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

とても幸せ（10点） 幸せ（7～9点） ふつう（4～6点）

不幸（1～3点） とても不幸（0点） 無回答

平均
(点)

7.1

7.2

7.2

7.1

7.3

7.214.5

15.3

13.7

14.0

12.9

16.0

49.0

46.4

51.2

49.8

49.1

48.9

28.9

29.5

28.9

27.6

30.8

27.8

3.5

5.2

2.2

4.4

3.6

2.2

0.5

0.4

0.8

0.4

0.2

0.4

3.6

3.2

3.4

3.7

3.3

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

とても幸せ（10点） 幸せ（7～9点） ふつう（4～6点）

不幸（1～3点） とても不幸（0点） 無回答
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３ 健康・疾病 

（１）主観的健康感（あなたの健康状態） 

現在の健康状態について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「まあよい」の割合が最も高く 67.5％となっている。次いで「あまりよくない」の 17.8％、

「とてもよい」の 10.1％が続いている。 

 
 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性は女性よりも「あまりよくない」「よくない」の割合がやや高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど、「とてもよい」、「まあよい」の割合が低くなっている。 

 

  

10.1 67.5 17.8 2.4 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

10.1

10.0

11.5

8.5

10.3

12.9

8.1

67.5

66.6

70.7

62.6

68.4

72.9

64.4

17.8

18.7

13.8

23.5

17.0

11.4

21.7

2.4

2.8

2.4

3.2

2.1

1.2

2.9

2.1

1.9

1.6

2.2

2.3

1.6

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者の「あまりよくない」の割合が 15.5％であるのに対し、要支援 1・2では

48.3％と 30ポイント以上高くなっている。一般高齢者は「とてもよい」と「まあよい」を合わせた割合が全

体の 8割を占めているのに対し、要支援 1・2は「あまりよくない」と「よくない」を合わせた割合が全体の

過半数を占めている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別でみると、「とてもよい」と「まあよい」を合わせた割合は志摩圏域が 80.2％と最も高くなっている。

一方、二丈圏域は「とてもよい」と「まあよい」を合わせた割合が 73.0％で最も低く、反対に「あまりよくな

い」と「よくない」を合わせた割合は 24.5％で最も高くなっている。 

 

  

10.1

10.9

1.0

67.5

69.5

66.7

39.8

17.8

15.5

33.3

48.3

2.4

2.0

8.5

2.1

2.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

10.1

10.3

11.2

8.6

8.9

10.7

67.5

68.2

67.5

67.5

64.1

69.5

17.8

17.3

16.8

19.1

22.5

15.1

2.4

2.8

2.4

2.6

2.0

2.0

2.1

1.5

2.1

2.2

2.5

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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ない

高血圧

脳卒中
（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気
（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの
病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗
しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイ
マー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

14.8

45.7

3.9

10.8

15.6

16.1

5.2

5.6

8.2

10.2

3.9

5.3

1.8

1.3

0.8

0.8

19.4

5.1

13.0

14.9

47.9

5.2

13.1

19.3

12.5

5.3

5.5

15.6

5.3

2.4

4.9

1.4

1.0

0.9

0.8

17.6

5.3

10.9

14.7

43.8

2.8

8.8

12.3

19.3

5.1

5.6

1.8

14.5

5.2

5.6

2.2

1.6

0.6

0.7

21.0

5.0

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)

（２）有病率（現在、治療中または後遺症のある病気）（複数回答） 

現在治療中または後遺症のある病気について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「高血圧」の割合が最も高く 45.7％となっている。次いで「目の病気」が 19.4％、「高脂

血症（脂質異常）」が 16.1％、「糖尿病」が 15.6％と続いている。 

性別にみると、「高血圧」、「糖尿病」において女性よりも男性の割合が高くなっており、男性の「高血圧」

が 47.9％であるのに対し、女性の「高血圧」は 43.8％、男性の「糖尿病」が 19.3％であるのに対し、女性の

「糖尿病」が 12.3％。となっている。一方、「高脂血症（脂質異常）」、「目の病気」では男性よりも女性の割合

が高くなっており、女性の「高脂血症（脂質異常）」が 19.3％であるのに対し、男性の「高脂血症（脂質異常）」

が 12.5％。女性の「目の病気」が 19.4％であるのに対し、男性の「目の病気」は 17.6％となっている。 
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がると「ない」の割合が低くなっており、75 歳以上の年代では多

くの人が何らかの病気を患っている状態にある。実際、上位５項目に含まれる「高血圧」、「糖尿病」、「目の病

気」では性別に関係なく、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。 

 

  

ない

高血圧

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

目の病気

14.8

45.7

15.6

16.1

19.4

19.8

46.8

17.9

15.2

15.5

10.2

49.0

20.6

9.9

19.6

19.9

34.4

11.4

22.2

16.2

10.1

51.9

13.0

16.8

25.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、要支援 1・2は「ない」の割合が 4.0％と一般高齢者 15.6％と比較して低くなってい

る。 

 

  

ない
外傷
（転倒・骨折等）

高血圧 がん（悪性新生物）

脳卒中
（脳出血・脳梗塞等）

血液・免疫の病気

心臓病 うつ病

糖尿病
認知症（アルツハイ
マー病等）

高脂血症
（脂質異常）

パーキンソン病

呼吸器の病気（肺炎
や気管支炎等）

目の病気

胃腸・肝臓・胆のう
の病気

耳の病気

腎臓・前立腺の病気 その他

筋骨格の病気（骨粗
しょう症、関節症
等）

14.8

45.7

3.9

10.8

15.6

16.1

5.2

5.6

8.2

10.2

15.6

45.3

3.3

10.3

15.6

16.7

5.0

5.3

8.0

9.1

5.6

44.4

5.6

11.1

16.7

0.0

0.0

0.0

5.6

22.2

4.0

52.2

12.9

18.4

14.9

10.0

9.0

10.0

11.4

24.4

0% 20% 40% 60%

3.9

5.3

1.8

1.3

0.8

0.8

19.4

5.1

13.0

3.2

5.0

1.6

1.2

0.5

0.3

18.7

5.0

12.8

0.0

16.7

0.0

5.6

0.0

5.6

44.4

11.1

11.1

13.4

8.0

5.0

3.0

4.5

7.0

27.4

6.5

15.4

0% 20% 40% 60%

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1・2(N=201) 
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４ 生活習慣 

（１）肥満 

身長と体重を尋ね、肥満や低体重の指標となるＢＭＩ（体重÷身長÷身長）の判定結果を集計した。 

【市全体】 

市全体でみると、「普通体重」の割合が最も高く全体の 65.5％を占めている。次いで「肥満体重」が 21.1％、

「低体重」が 7.8％となっている。 

 

※低体重：BMI 18.5 未満 普通体重：BMI 18.5 以上 25 未満 肥満体重：BMI 25 以上 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「低体重」は男性よりも女性の割合が高くなっており、男性は 5.5％、女性は 9.9％となって

いる。「肥満体重」については男性の割合が高く、男性の「肥満体重」の割合が 24.1％であるのに対し、女性

の「肥満体重」の割合は 18.4％となっている。 

性年代別にみると、男性は年代が上がると「低体重」と「普通体重」の割合が高くなり、「肥満体重」の割

合は低くなっているのに対し、女性は「低体重」の割合が高くなり、「普通体重」と「肥満体重」の割合は低

くなっている。 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、一般高齢者の「低体重」の割合が 7.8％であるのに対し、要支援 1・2 は「低体重」

の割合が 8.5％とやや高くなっている。 

  

7.8 65.5 21.1 5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

低体重 普通体重 肥満体重 無回答

7.8

5.5

3.7

7.1

9.9

9.4

10.4

65.5

65.3

62.7

67.9

65.7

68.0

63.8

21.1

24.1

29.6

19.0

18.4

18.9

18.0

5.5

5.1

4.0

6.0

6.0

3.7

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

低体重 普通体重 肥満体重 無回答

7.8

7.8

5.6

8.5

65.5

65.8

77.8

60.7

21.1

21.3

11.1

18.9

5.5

5.1

5.6

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

低体重 普通体重 肥満体重 無回答
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１）肥満度と生活機能 

肥満度と生活機能との関連についてみると、生活機能低下者は生活機能低下非該当者と比較して「低体重」

と「肥満体重」の割合が高くなっており、「普通体重」の割合が低くなっている。「普通体重」については生活

機能低下非該当者が 68.0％であるのに対し、生活機能低下者は 60.5％であり、7.5ポイント低くなっている。 

  

 

２）肥満度と疾病（ない、高血圧、脳卒中、心臓病、糖尿病、高脂血症、 筋骨格の病気） 

肥満度と疾病有病率との関連をみると、肥満体重における「高血圧」の割合が高く 60.0％となっている。 

そのほかにも「心臓病」が 11.8％、「糖尿病」が 20.2％、「高脂血症（脂質異常）」が 20.1％などで肥満体

重の割合が高くなっている。一方、低体重の割合は「呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）」の 10.9％、「筋骨格

の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の 14.2％などで市全体より高くなっている。 

  

  

7.8

11.4

6.2

65.5

60.5

68.0

21.1

22.2

20.6

5.5

6.0

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

生活機能低下者(N=966)

生活機能低下非該当者
             (N=2,079)

低体重 普通体重 肥満体重 無回答

ない
外傷
（転倒・骨折等）

高血圧 がん（悪性新生物）

脳卒中
（脳出血・脳梗塞等）

血液・免疫の病気

心臓病 うつ病

糖尿病
認知症（アルツハイ
マー病等）

高脂血症
（脂質異常）

パーキンソン病

呼吸器の病気（肺炎
や気管支炎等）

目の病気

胃腸・肝臓・胆のう
の病気

耳の病気

腎臓・前立腺の病気 その他

筋骨格の病気（骨粗
しょう症、関節症
等）

14.8

45.7

3.9

10.8

15.6

16.1

5.2

5.6

8.2

10.2

18.0

26.8

4.6

8.4

9.6

9.6

10.9

9.2

7.1

14.2

16.5

43.1

3.3

10.2

14.6

16.5

4.4

5.0

7.8

10.0

10.0

60.0

4.7

11.8

20.2

20.1

5.8

5.9

10.0

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

3.9

5.3

1.8

1.3

0.8

0.8

19.4

5.1

13.0

3.8

7.1

3.3

1.7

1.7

1.3

19.2

7.1

16.7

3.7

5.0

1.7

1.5

0.8

0.8

19.2

4.6

12.6

3.9

5.3

1.9

0.6

0.0

0.6

19.6

4.2

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(N=3,047) 低体重(N=239) 

普通体重(N=1,997) 肥満体重(N=642) 
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（２）飲酒の頻度 

飲酒の頻度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「ほとんど飲まない」の割合が最も高く 28.6％となっている。次いで「もともと飲まない」

が 28.4％、「ほぼ毎日飲む」が 24.2％、「時々飲む」が 17.2％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男女で飲酒の習慣に大きな差がみられる。男性では「ほぼ毎日飲む」の割合が 41.5％と最

も高くなっている。一方で女性の「ほぼ毎日飲む」の割合は 8.9％であり、女性で最も高いのは「もともと飲

まない」で 39.9％となっている。 

性年代別にみると、女性では年代が上がるにつれて「ほぼ毎日飲む」、「時々飲む」、「ほとんど飲まない」の

割合が低くなっている。一方、男性では年代が上がるにつれて「ほぼ毎日飲む」の割合が低下しており、「時々

飲む」「ほとんど飲まない」の割合が高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「もともと飲まない」の割合は一般高齢者が 27.3％であるのに対し、要支援 1・2 は

41.8％と高くなっている。 

 

  

24.2 17.2 28.6 28.4 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

ほぼ毎日飲む 時々飲む ほとんど飲まない もともと飲まない 無回答

24.2

41.5

46.3

37.0

8.9

12.0

6.3

17.2

17.8

16.6

18.8

16.7

19.0

14.7

28.6

23.5

22.2

24.7

33.0

33.5

32.6

28.4

15.2

13.2

17.2

39.9

34.4

44.6

1.7

2.0

1.6

2.3

1.5

1.2

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

ほぼ毎日飲む 時々飲む ほとんど飲まない もともと飲まない 無回答

24.2

25.3

5.6

10.0

17.2

17.6

5.6

11.9

28.6

28.1

50.0

33.3

28.4

27.3

38.9

41.8

1.7

1.6

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

ほぼ毎日飲む 時々飲む ほとんど飲まない もともと飲まない 無回答
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（３）喫煙の頻度 

喫煙の頻度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「もともと吸っていない」の割合が最も高く 58.0％となっている。次いで「吸っていたが

やめた」が 29.7％である。「ほぼ毎日吸っている」と「時々吸っている」を合わせた割合は 10.4％となってい

る。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性は「吸っていたがやめた」が 52.8％で割合が最も高いのに対し、女性は「もともと吸

っていない」の割合が 84.4％で最も高くなっている。「ほぼ毎日吸っている」と「時々吸っている」を合わせ

た割合は男性が 17.4％、女性が 4.1％であり、男性の喫煙頻度の方が高くなっている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がると「吸っていたがやめた」と「もともと吸っていない」を合わ

せた割合が高くなっており、喫煙頻度が低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「ほぼ毎日吸っている」と「時々吸っている」を合わせた割合は一般高齢者が 11.0％

であるのに対し、要支援 1・2は 2.0％と９ポイント低くなっている。 

 

9.0

1.4

29.7 58.0 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

ほぼ毎日

吸っている

時々

吸っている

吸っていた

がやめた

もともと

吸っていない

無回答

9.0

15.9

20.8

11.3

2.8

4.2
1.6

1.4

1.5

1.9

1.1

1.3

2.0

0.7

29.7

52.8

50.9

54.5

9.5

12.0

7.4

58.0

28.0

25.1

30.8

84.4

80.5

87.8

1.9

1.8

1.3

2.3

2.0

1.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

ほぼ毎日

吸っている

時々

吸っている

吸っていた

がやめた

もともと

吸っていない

無回答

9.0

9.5

5.6

2.0

1.4

1.5

29.7

30.4

11.1

22.4

58.0

56.8

83.3

72.6

1.9

1.8

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

ほぼ毎日

吸っている

時々

吸っている

吸っていた

がやめた

もともと

吸っていない

無回答
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（４）毎日の歯磨き実施 

歯磨きを毎日しているかを尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「はい」の割合が 91.1％、「いいえ」の割合が 6.5％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「はい」の割合は男性では 87.7％であるのに対し、女性では 94.1％と高くなっている。 

性年代別にみると、「はい」の割合は男女ともに年代が高いほど低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「はい」の割合は一般高齢者が 91.4％であるのに対し、要支援 1・2は 87.1％とやや

低くなっている。 

 

  

91.1 6.5 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

はい いいえ 無回答

91.1

87.7

89.5

86.0

94.1

94.4

93.8

6.5

9.3

8.2

10.3

4.1

3.7

4.4

2.4

3.0

2.3

3.7

1.8

1.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

はい いいえ 無回答

91.1

91.4

88.9

87.1

6.5

6.3

11.1

8.5

2.4

2.3

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

はい いいえ 無回答
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（５）歯の本数と入れ歯の利用状況 

歯の本数と入れ歯の利用状況について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「自分の歯は２０本以上、入れ歯の利用なし」の割合が 35.4％で最も高く、次いで「自分

の歯は１９本以下、かつ入れ歯を利用」が 35.3％、「自分の歯は２０本以上、かつ入れ歯を利用」が 14.0％と

なっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「自分の歯は１９本以下、かつ入れ歯を利用」の割合は男性では 34.3％であるのに対し、女

性では 36.2％とやや高くなっている。 

性年代別にみると、「自分の歯は２０本以上、入れ歯の利用なし」の割合は男女ともに年代が高いほど低く

なっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「自分の歯は２０本以上、入れ歯の利用なし」の割合は一般高齢者が 36.7％であるの

に対し、要支援 1・2は 17.9％と 10ポイント以上低くなっている。 

 

14.0 35.4 35.3 10.9 4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

自分の歯は20本以上 かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上 入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下 かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下 入れ歯の利用なし

無回答

14.0

13.9

14.3

13.5

14.1

13.3

14.7

35.4

35.6

42.6

29.0

35.2

47.1

24.9

35.3

34.3

28.3

40.1

36.2

24.7

46.1

10.9

11.2

11.6

10.9

10.7

11.7

9.8

4.4

4.9

3.2

6.6

3.9

3.2

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

自分の歯は20本以上 かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上 入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下 かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下 入れ歯の利用なし

無回答

14.0

14.2

27.8

9.5

35.4

36.7

27.8

17.9

35.3

34.4

27.8

48.3

10.9

10.6

11.1

15.9

4.4

4.1

5.6

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

自分の歯は20本以上 かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上 入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下 かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下 入れ歯の利用なし

無回答
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（６）歯の噛み合わせの良さ 

歯の噛み合わせの良さについて尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「はい」の割合が 80.0％で、「いいえ」の割合が 15.5％となっている。 

 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「はい」の割合は男性では 79.0％であるのに対し、女性では 80.9％とやや高くなっている。 

性年代別にみると、「はい」の割合は年代が上がるほど男性では高くなっているが、女性では低くなってい

る。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「はい」の割合は一般高齢者が 80.9％であるのに対し、要支援 1・2は 66.7％と 10ポ

イント以上低くなっている。 

 

  

80.0 15.5 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

はい いいえ 無回答

80.0

79.0

78.2

79.8

80.9

81.3

80.6

15.5

16.6

18.4

15.0

14.4

15.1

13.8

4.5

4.4

3.4

5.2

4.7

3.6

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

はい いいえ 無回答

80.0

80.9

88.9

66.7

15.5

14.7

11.1

25.9

4.5

4.3

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

はい いいえ 無回答
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（７）毎日の入れ歯の手入れ実施状況 

毎日の入れ歯の手入れ実施状況について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「はい」の割合が 87.5％で、「いいえ」の割合が 6.4％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「はい」の割合は男性では 82.7％であるのに対し、女性では 91.5％と高くなっている。 

性年代別にみると、「いいえ」の割合は年代が高いほど男性では低くなっているが、女性ではやや高くなっ

ている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「はい」の割合は一般高齢者が 87.3％であるのに対し、要支援 1・2は 89.7％とやや

高くなっている。 

 

  

87.5 6.4 6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,502)

はい いいえ 無回答

87.5

82.7

81.5

83.6

91.5

92.3

91.1

6.4

10.0

11.8

8.7

3.3

2.4

3.8

6.1

7.3

6.7

7.7

5.2

5.2

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,502)

男性(N=687)

男性:74歳以下(N=297)

男性:75歳以上(N=390)

女性(N=815)

女性:74歳以下(N=286)

女性:75歳以上(N=529)

はい いいえ 無回答

87.5

87.3

90.0

89.7

6.4

6.3

10.0

6.9

6.1

6.4

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,502)

一般高齢者(N=1,376)

事業対象者(N= 10)

要支援1 2(N=116)

はい いいえ 無回答
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５ 介護・介護予防 

（１）普段の生活における介護・介助の必要性 

普段の生活における介護・介助の必要性を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「介護・介助は必要ない」の割合が最も高く 86.3％となっている。次いで「何らかの介護・

介助は必要だが、現在は受けていない」が 6.0％、「現在、何らかの介護を受けている」が 5.9％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「介護・介助は必要ない」の割合は男性が 87.2％、女性が 85.5％で、男性の方がやや高くな

っている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど、何らかの介護・介助が必要となり、「介護・介助は必要

ない」の割合は低くなっている。 

 

  

86.3 6.0 5.9 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

介護・介助は

必要ない

何らかの介護・

介助は必要だが、

現在は受けていない

現在、何らかの

介護を受けている

無回答

86.3

87.2

92.7

82.0

85.5

95.0

77.3

6.0

6.1

3.2

8.9

6.0

2.7

8.9

5.9

4.6

2.9

6.3

7.0
1.6

11.6

1.8

2.0

1.3

2.7

1.5

0.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

介護・介助は

必要ない

何らかの介護・

介助は必要だが、

現在は受けていない

現在、何らかの

介護を受けている

無回答
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【要介護度別】 

要介護度別みると、要支援 1・2は「介護・介助は必要ない」の割合が 21.9％と低くなっており、一般高齢

者 91.2％より 69.3ポイント低くなっている。「現在、何らかの介護を受けている」の割合は一般高齢者で 2.1％

であるのに対し、要支援 1・2では 57.2％となっており 55.1ポイント高くなっている。 

 

  

86.3

91.2

38.9

21.9

6.0

5.0

27.8

19.4

5.9

2.1

27.8

57.2

1.8

1.8

5.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

介護・介助は

必要ない

何らかの介護・

介助は必要だが、

現在は受けていない

現在、何らかの

介護を受けている

無回答
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（２）介護が必要になった際の意向 

介護が必要になった際の意向を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい」の割合が 37.0％で

最も高くなっている。次いで「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい」が 16.0％、「特別養護老人

ホームなどに入所し、施設で介護を受けたい」が 14.0％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、女性は男性よりも「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい」の割合が高くなって

おり、女性が 20.0％、男性が 11.6％となっている。一方、男性は「自宅で家族中心に介護を受けたい」、「自

宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい」の割合が女性よりも高くなっており、男性

は家族からの介護を女性よりも望んでいるようである。 

性年代別にみると、年代が上がるほど、「自宅で家族中心に介護を受けたい」の割合がやや高くなっており、

「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい」の割合がやや低くなっている。 

 

  

11.0 37.0 16.0 14.0 6.6 6.4 3.4 5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい

家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい

特別養護老人ホームなどに入所し、施設で介護サービスを受けたい

住宅型有料老人ホームやケア付き高齢者住宅に住み替えて介護サービスを受けたい

医療機関に入院して介護を受けたい

その他

無回答

11.0

15.2

12.5

17.9

7.3

6.2

8.3

37.0

40.5

40.5

40.5

33.9

36.0

32.1

16.0

11.6

12.9

10.3

20.0

21.5

18.6

14.0

13.3

14.3

12.2

14.7

12.6

16.6

6.6

4.8

6.6

3.2

8.1

10.0

6.6

6.4

6.0

5.7

6.2

6.7

5.8

7.5

3.4

2.7

3.4

2.1

3.9

4.2

3.7

5.5

5.9

4.0

7.7

5.2

3.6

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい

家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい

特別養護老人ホームなどに入所し、施設で介護サービスを受けたい

住宅型有料老人ホームやケア付き高齢者住宅に住み替えて介護サービスを受けたい

医療機関に入院して介護を受けたい

その他

無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい」の割合は二丈圏域

が 31.0％と他圏域と比較し最も低くなっている。一方、「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい」

の割合は二丈圏域が 19.0％と、他圏域と比較し最も高くなっている。 

 

 

  

11.0

11.1

10.8

10.7

11.8

10.8

37.0

35.2

39.8

40.6

31.0

37.5

16.0

16.5

14.3

15.1

19.0

16.2

14.0

12.5

13.1

13.6

17.9

14.9

6.6

7.2

7.1

5.5

4.7

7.5

6.4

6.8

6.6

7.5

6.3

4.6

3.4

3.9

3.7

2.4

4.2

2.2

5.5

6.8

4.5

4.6

5.1

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい

家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい

特別養護老人ホームなどに入所し、施設で介護サービスを受けたい

住宅型有料老人ホームやケア付き高齢者住宅に住み替えて介護サービスを受けたい

医療機関に入院して介護を受けたい

その他
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（３）フレイルの認知状況 

フレイルという言葉の認知状況を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「知らない」の割合が 37.3％で最も高く、次いで「知っている」が 36.8％、「聞いたこと

がある」が 23.0％となっている。 

  
【性別・性年代別】 

性別にみると、「知っている」の割合は男性が 30.0％、女性が 42.8％で、女性の方が高くなっている。 

性年代別にみると、「知っている」の割合は女性 74 歳以下で 43.8％となっており、性年代の中で最も高く

なっている。 

  
【圏域別】 

圏域別にみると、「知らない」の割合は前原西圏域が 39.0％となっており、他圏域と比較し最も高くなって

いる。 

  

36.8 23.0 37.3 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

36.8

30.0

25.3

34.5

42.8

43.8

41.9

23.0

23.4

24.8

22.0

22.6

23.2

22.1

37.3

43.4

47.6

39.4

31.9

31.1

32.7

2.9

3.2

2.3

4.1

2.7

1.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

36.8

35.2

37.9

38.8

34.4

37.9

23.0

24.3

20.1

22.4

27.5

21.9

37.3

38.0

39.0

36.2

35.3

36.4

2.9

2.4

3.0

2.6

2.9

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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（４）介護予防を目的とした事業への参加経験有無 

介護予防を目的とした事業への参加経験有無を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「参加したことがある」の割合が 15.7％、「参加したことはない」の割合が 82.0％となっ

ている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「参加したことがある」の割合は男性が 9.5％、女性が 21.1％で女性の方が高くなっている。 

性年代別にみると、「参加したことがある」の割合は女性 75 歳以上が 25.0％であり、性年代の中で最も高

くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「参加したことがある」の割合は一般高齢者が 15.0％であるのに対し要支援 1・2 で

は 24.4％と高くなっている。 

 

  

15.7 82.0 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

参加したことがある 参加したことはない 無回答

15.7

9.5

7.5

11.5

21.1

16.7

25.0

82.0

87.7

90.4

85.2

77.0

81.8

72.8

2.3

2.7

2.2

3.3

1.8

1.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

参加したことがある 参加したことはない 無回答

15.7

15.0

38.9

24.4

82.0

82.9

50.0

73.1

2.3

2.2

11.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

参加したことがある 参加したことはない 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「参加したことがある」の割合は志摩圏域が 22.1％で他圏域と比較して最も高くなってい

る。一方、前原西圏域は「参加したことがある」の割合は 13.3％と他圏域と比較し最も低く、「参加したこと

はない」の割合は 84.5％と他圏域と比較し最も高くなっている。 

 

 

  

15.7

13.9

13.3

16.2

15.2

22.1

82.0

84.0

84.5

81.8

82.8

75.0

2.3

2.2

2.2

2.0

2.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

参加したことがある 参加したことはない 無回答



調査結果 

86 

（５）参加したことがある事業（複数回答） 

前問で「参加したことがある」と回答した方に対し、参加したことがある事業を尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「ふれあい生き生きサロン」の割合が 46.6％で最も高く、次いで「ふれあいラボ「フレイ

ルチェック」」が 27.1％、「はつらつ体操教室」が 18.6％、「しあわせ教室」が 16.7％となっている。 

性別にみると、「ふれあい生き生きサロン」の割合は男性が 40.4％、女性が 49.0％で女性の割合が高くなっ

ている。 

 

 

  

ふれあい生き生きサロン

しあわせ教室

はつらつ体操教室

スタートアップ教室

ふれあいラボ
「フレイルチェック」

生きがいデイ教室

地域ささえあい通いの場

参加したことはない

その他

46.6

16.7

18.6

7.3

27.1

2.7

12.3

2.3

15.9

40.4

19.9

12.5

8.1

27.9

2.2

8.1

4.4

17.6

49.0

15.5

21.0

7.0

26.8

2.9

14.0

1.5

15.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=479) 男性(N=136) 女性(N=343)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「ふれあい生き生きサロン」や「しあわせ教室」の割合は男女ともに年代が上がるほど

高くなっている。一方「はつらつ体操教室」や「ふれあいラボ「フレイルチェック」」の割合は年代が上がる

につれて、男性では割合が高くなる一方、女性では低くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「その他」を除くすべての項目で、一般高齢者より要支援 1・2が低くなっている。 

 

  

ふれあい生き生きサロン

しあわせ教室

はつらつ体操教室

ふれあいラボ
「フレイルチェック」

その他

46.6

16.7

18.6

27.1

15.9

28.8

13.5

9.6

25.0

25.0

47.6

23.8

14.3

29.8

13.1

38.9

8.7

23.0

34.9

18.3

54.8

19.4

19.8

22.1

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=479) 男性：74歳以下(N= 52) 

男性：75歳以上(N= 84) 女性：74歳以下(N=126) 

女性：75歳以上(N=217) 

ふれあい生き生きサロン

しあわせ教室

はつらつ体操教室

ふれあいラボ
「フレイルチェック」

その他

46.6

16.7

18.6

27.1

15.9

47.5

18.4

18.7

29.3

15.1

28.6

14.3

42.9

0.0

14.3

40.8

2.0

14.3

12.2

22.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・要介護度別】

全体(N=479) 一般高齢者(N=423) 

事業対象者(N= 7) 要支援1 2(N= 49) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「ふれあい生き生きサロン」の割合は志摩圏域が 54.2％、前原圏域が 52.7％、二丈圏域が

50.0％と市全体より高くなっている。「ふれあいラボ「フレイルチェック」」の割合は前原東圏域を除くすべて

の圏域が 30％前後となっているが、前原東圏域は 16.7％と最も低くなっている。 

 

 

  

ふれあい生き生きサロン

しあわせ教室

はつらつ体操教室

ふれあいラボ
「フレイルチェック」

その他

46.6

16.7

18.6

27.1

15.9

37.7

27.2

19.3

16.7

17.5

40.8

17.5

21.4

30.1

19.4

52.7

17.6

23.0

29.7

9.5

50.0

8.8

16.2

35.3

16.2

54.2

10.0

14.2

28.3

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=479) 前原東(N=114) 前原西(N=103) 

前原(N= 74) 二丈(N= 68) 志摩(N=120) 
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（６）どのような効果があったと思うか（複数回答） 

介護予防を目的とした事業への参加経験有無を尋ねた設問で「参加したことがある」と回答した方に対し、

参加した結果どのような効果があったと感じたかを尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「健康意識が高まった」の割合が 62.0％で最も高く、次いで「筋力や歩行機能の維持・向

上につながった」が 29.0％、「友人や仲間が増えた」が 21.9％、「運動量や活動量が増えた」が 19.4％となっ

ている。 

性別にみると、「健康意識が高まった」や「筋力や歩行機能の維持・向上につながった」、「友人や仲間が増

えた」等の割合は男性より女性の方が高くなっている。一方「特に変化はない」の割合は男性が 21.3％であ

るのに対し、女性は 10.5％と低くなっている。 

 

 

  

健康意識が高まった

運動量や活動量が増えた

筋力や歩行機能の維持・向
上につながった

ストレスの緩和や解消につ
ながった

友人や仲間が増えた

趣味やボランティアなど、
他の活動にも参加するよう
になった

特に変化はない

その他

62.0

19.4

29.0

16.3

21.9

5.6

13.6

1.7

58.1

20.6

20.6

13.2

13.2

4.4

21.3

3.7

63.6

19.0

32.4

17.5

25.4

6.1

10.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性別】

全体(N=479) 男性(N=136) 女性(N=343)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「健康意識が高まった」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。一方「筋

力や歩行機能の維持・向上につながった」や「友人や仲間が増えた」の割合は年代が上がるにつれて、男性で

は割合が低くなっているが、女性では高くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「健康意識が高まった」の割合は一般高齢者が 64.5％であるのに対し、要支援 1・2で

は 38.8％と低くなっている。一方「友人や仲間が増えた」の割合は一般高齢者が 20.1％であるのに対し要支

援 1・2では 32.7％と高くなっている。 

 

  

健康意識が高まった

運動量や活動量が増えた

筋力や歩行機能の維持・向
上につながった

ストレスの緩和や解消につ
ながった

友人や仲間が増えた

62.0

19.4

29.0

16.3

21.9

59.6

17.3

21.2

9.6

13.5

57.1

22.6

20.2

15.5

13.1

66.7

20.6

27.8

15.1

19.0

61.8

18.0

35.0

18.9

29.0

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性年代別】

全体(N=479) 男性：74歳以下(N= 52) 

男性：75歳以上(N= 84) 女性：74歳以下(N=126) 

女性：75歳以上(N=217) 

健康意識が高まった

運動量や活動量が増えた

筋力や歩行機能の維持・向
上につながった

ストレスの緩和や解消につ
ながった

友人や仲間が増えた

62.0

19.4

29.0

16.3

21.9

64.5

18.7

28.8

15.1

20.1

71.4

28.6

71.4

71.4

57.1

38.8

24.5

24.5

18.4

32.7

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・要介護度別】

全体(N=479) 一般高齢者(N=423) 

事業対象者(N= 7) 要支援1 2(N= 49) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「運動量や活動量が増えた」の割合は前原東圏域が 27.2％と他圏域と比較し、最も高くな

っている。一方、「友人や仲間が増えた」の割合は前原西圏域が 16.5％と他圏域と比較し、最も低くなってい

る。 

 

 

 

  

健康意識が高まった

運動量や活動量が増えた

筋力や歩行機能の維持・向
上につながった

ストレスの緩和や解消につ
ながった

友人や仲間が増えた

62.0

19.4

29.0

16.3

21.9

65.8

27.2

28.1

13.2

20.2

58.3

16.5

31.1

15.5

16.5

64.9

17.6

31.1

20.3

21.6

67.6

16.2

26.5

13.2

25.0

56.7

17.5

28.3

19.2

26.7

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=479) 前原東(N=114) 前原西(N=103) 

前原(N= 74) 二丈(N= 68) 志摩(N=120) 
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（７）健康維持や介護予防について知りたいこと（複数回答） 

健康維持や介護予防について知りたいことを尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」の割合が 44.5％で最も高く、次

いで「認知症の予防について」が 40.6％、「生活習慣病（高血圧や糖尿病など）の予防や治療について」が

34.6％、「食生活の改善（減塩やカロリーを控えた食事など）について」が 25.8％となっている。 

性別にみると、「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」や「認知症の予防について」、「食

生活の改善（減塩やカロリーを控えた食事など）について」の割合は男性より女性の方が高くなっている。一

方「生活習慣病（高血圧や糖尿病など）の予防や治療について」の割合は男性が 38.8％であるのに対し、女

性は 30.9％と低くなっている。 

 

  

生活習慣病（高血圧や糖尿病
など）の予防や治療について

食生活の改善（減塩やカロ
リーを控えた食事など）につ
いて

筋力や歩行機能を維持・向上
するための運動について

認知症の予防について

歯や口腔の健康（歯周病予防
や嚥下機能などについて）

特に知りたいことはない

その他

34.6

25.8

44.5

40.6

17.8

18.1

1.9

38.8

23.5

39.4

38.2

17.1

20.8

1.5

30.9

27.9

49.0

42.8

18.4

15.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」、「生活習慣病（高血圧や糖尿

病など）の予防や治療について」、「認知症の予防について」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなって

いる。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」のは一般高齢者が 43.6％で

あるのに対し、要支援 1・2では 55.2％と高くなっている。一方「生活習慣病（高血圧や糖尿病など）の予防

や治療について」や「認知症の予防について」の割合は一般高齢者と比較し、要支援 1・2が低くなっている。 

 

  

生活習慣病（高血圧や糖尿病
など）の予防や治療について

食生活の改善（減塩やカロ
リーを控えた食事など）につ
いて

筋力や歩行機能を維持・向上
するための運動について

認知症の予防について

特に知りたいことはない

34.6

25.8

44.5

40.6

18.1

42.2

23.4

39.7

38.9

23.8

35.6

23.6

39.0

37.5

18.0

33.3

28.8

53.4

44.9

16.5

28.8

27.0

45.1

41.0

14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

生活習慣病（高血圧や糖尿病
など）の予防や治療について

食生活の改善（減塩やカロ
リーを控えた食事など）につ
いて

筋力や歩行機能を維持・向上
するための運動について

認知症の予防について

特に知りたいことはない

34.6

25.8

44.5

40.6

18.1

35.1

25.7

43.6

41.0

18.7

38.9

27.8

55.6

66.7

0.0

27.4

27.4

55.2

32.8

10.4

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」の割合は前原西圏域が 46.0％で

他圏域と比較し、最も高くなっている。一方「認知症の予防について」の割合は前原西圏域が 37.0％と他圏

域と比較し、最も低くなっている。 

 

 

 

  

生活習慣病（高血圧や糖尿病
など）の予防や治療について

食生活の改善（減塩やカロ
リーを控えた食事など）につ
いて

筋力や歩行機能を維持・向上
するための運動について

認知症の予防について

特に知りたいことはない

34.6

25.8

44.5

40.6

18.1

33.7

26.6

45.8

44.2

16.9

33.1

23.6

46.0

37.0

21.4

37.1

27.2

43.9

39.7

18.6

33.5

27.7

41.1

41.7

17.0

36.9

25.2

43.6

40.3

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（８）健康維持や介護予防に役立つ情報の入手手段（複数回答） 

健康維持や介護予防に役立つ情報の入手手段を尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「テレビ・ラジオ」の割合が 65.0％で最も高く、次いで「新聞・雑誌」が 39.4％、「家族・

友人・知人」が 35.5％、「かかりつけ医」が 34.7％となっている。 

性別にみると、「テレビ・ラジオ」や「新聞・雑誌」、「家族・友人・知人」等の割合は男性より女性の方が

高くなっている。一方「かかりつけ医」の割合は男性が 36.5％であるのに対し、女性は 33.1％とやや低くな

っている。 

 

 

 

  

市の広報紙やホームページ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

家族・友人・知人

かかりつけ医

ウェブサイトやソーシャル
メディア（SNSなど）

特にない

その他

30.1

65.0

39.4

35.5

34.7

18.2

6.4

1.3

25.0

59.9

35.2

28.3

36.5

21.9

9.0

1.3

34.6

69.5

43.2

41.9

33.1

14.9

4.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「新聞・雑誌」、「家族・友人・知人」、「かかりつけ医」の割合は男女ともに年代が上が

るほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「かかりつけ医」の割合は一般高齢者が 33.7％であるのに対し、要支援 1・2では 47.8％

と高くなっている。一方、「市の広報紙やホームページ」や「テレビ・ラジオ」、「新聞・雑誌」の割合は一般

高齢者と比較し、要支援 1・2が低くなっている。 

 

  

市の広報紙やホームページ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

家族・友人・知人

かかりつけ医

30.1

65.0

39.4

35.5

34.7

23.4

60.0

28.1

26.4

32.3

26.5

59.8

42.0

30.1

40.5

35.5

71.3

38.1

39.0

25.0

33.9

68.0

47.5

44.3

40.2

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

市の広報紙やホームページ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

家族・友人・知人

かかりつけ医

30.1

65.0

39.4

35.5

34.7

30.7

65.1

39.9

35.3

33.7

38.9

66.7

38.9

33.3

44.4

21.9

63.2

33.3

39.3

47.8

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「かかりつけ医」の割合は前原圏域が 36.4％で他圏域と比較し、最も高くなっている。一

方、最も低いのは、前原東圏域で 33.3％となっている。 

 

  

市の広報紙やホームページ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

家族・友人・知人

かかりつけ医

30.1

65.0

39.4

35.5

34.7

29.3

65.7

39.7

33.7

33.3

32.0

66.9

41.9

34.8

34.4

31.4

63.2

38.2

35.3

36.4

29.0

64.3

37.1

37.3

35.9

28.7

63.4

38.6

38.1

34.7

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（９）耳の聞こえに関して 

耳の聞こえの状況について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「普通」の割合が 61.3％で最も高く、次いで「普通の声がやや聴き取りにくい」が 29.7％、

「かなり大きな声で話してもらえたら、何とか聴き取れる」が 4.2％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「普通」の割合は男性が 57.5％であるのに対し、女性は 64.5％と高くなっている。「普通の

声がやや聴き取りにくい」の割合は男性が 32.4％であるのに対し、女性は 27.4％とやや低くなっている。 

性年代別にみると、「普通」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。一方、「普通の声がやや

聴き取りにくい」、「かなり大きな声で話してもらえたら、何とか聴き取れる」の割合は男女ともに年代が上が

るほど高くなっている。 

 

  

61.3 29.7 4.2

0.9 0.7

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

普通 普通の声が

やや聴き取り

にくい

かなり大きな声で

話してもらえたら

何とか聴き取れる

ほとんど

聞こえない

その他 無回答

61.3

57.5

65.3

50.1

64.5

74.8

55.7

29.7

32.4

29.6

35.2

27.4

20.6

33.3

4.2

4.8

1.9

7.6

3.7
1.2

5.9

0.9

0.9

0.3

1.5
0.8

0.3

1.3

0.7

0.4

0.9

0.9

1.2

0.6

3.3

3.9

2.2

5.6

2.7

2.0

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

普通 普通の声が

やや聴き取り

にくい

かなり大きな声で

話してもらえたら

何とか聴き取れる

ほとんど

聞こえない

その他 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「普通」の割合は一般高齢者が 62.8％であるのに対し要支援 1・2では 39.3％と低く

なっている。一方「普通の声がやや聴き取りにくい」、「かなり大きな声で話してもらえたら、何とか聴き取れ

る」の割合は一般高齢者と比較し、要支援 1・2が高くなっている。要支援 1・2においては、「普通の声がや

や聴き取りにくい」の割合が最も高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「普通」の割合は前原圏域が 58.1％で他圏域と比較し、最も低くなっている。一方、「普

通の声がやや聴き取りにくい」の割合は前原圏域が 34.6％で最も高くなっている。 

 

 

 

  

61.3

62.8

72.2

39.3

29.7

28.9

11.1

43.8

4.2

3.7

16.7

10.0

0.9

0.7

3.5

0.7

0.7

0.5

3.3

3.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

普通 普通の声が

やや聴き取り

にくい

かなり大きな声で

話してもらえたら

何とか聴き取れる

ほとんど

聞こえない

その他 無回答

61.3

60.0

62.5

58.1

62.1

63.4

29.7

28.9

29.6

34.6

29.5

27.2

4.2

5.0

2.8

3.9

5.1

4.4

0.9

0.6

0.9

1.1

0.2

1.5

0.7

1.0

0.8

0.7

0.6

3.3

4.5

3.4

2.2

2.5

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

普通 普通の声が

やや聴き取り

にくい

かなり大きな声で

話してもらえたら

何とか聴き取れる

ほとんど

聞こえない

その他 無回答
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（10）補聴器の所持状況 

補聴器の所持状況について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「持っている」の割合が 8.3％で、「持っていない」の割合が 88.0％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「持っている」の割合は男性が 8.7％であるのに対し、女性は 7.9％とやや低くなっている。 

性年代別にみると、「持っている」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「持っている」の割合は一般高齢者が 7.8％であるのに対し、要支援 1・2では 14.4％

と高くなっている。 

 

  

8.3 88.0 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

持っている 持っていない 無回答

8.3

8.7

4.0

13.2

7.9

3.6

11.6

88.0

87.2

93.5

81.2

88.7

94.2

84.0

3.7

4.1

2.4

5.6

3.4

2.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

持っている 持っていない 無回答

8.3

7.8

16.7

14.4

88.0

88.6

77.8

80.1

3.7

3.6

5.6

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

持っている 持っていない 無回答
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（11）補聴器の使用状況 

前問で「持っている」と回答した方に対し、補聴器の使用状況を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「日常的に使っている」の割合が 46.4％で最も高く、次いで「必要なときだけ使っている」

が 33.7％、「使っていない」が 18.7％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「日常的に使っている」の割合は男性が 39.5％であるのに対し、女性は 53.1％と高くなって

いる。「使っていない」の割合は男性が 21.0％であるのに対し、女性は 16.4％とやや低くなっている。 

性年代別にみると、「日常的に使っている」の割合は年代が上がるほど男性では高くなっているが、女性で

は低くなっている。一方、「使っていない」の割合は年代が上がるほど男性では低くなっているが、女性では

高くなっている。 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「使っていない」の割合は一般高齢者が 17.3％と市全体よりやや低くなっている。 

 

  

46.4 33.7 18.7 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=252)

日常的に使っている 必要なときだけ使っている 使っていない 無回答

46.4

39.5

25.0

43.8

53.1

59.3

51.5

33.7

38.7

50.0

35.4

28.9

25.9

29.7

18.7

21.0

21.4

20.8

16.4

14.8

16.8

1.2

0.8

3.6

1.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=252)

男性(N=124)

男性:74歳以下(N= 28)

男性:75歳以上(N= 96)

女性(N=128)

女性:74歳以下(N= 27)

女性:75歳以上(N=101)

日常的に使っている 必要なときだけ使っている 使っていない 無回答

46.4

47.7

41.4

33.7

34.1

33.3

31.0

18.7

17.3

66.7

24.1

1.2

0.9

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=252)

一般高齢者(N=220)

事業対象者(N= 3)

要支援1 2(N= 29)

日常的に使っている 必要なときだけ使っている 使っていない 無回答
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（12）補聴器を使っていない理由 

前問で「使っていない」と回答した方に対し、補聴器を使っていない理由を尋ねた。 

以下の分析は回答者数が少ないため、参考程度にとどめる必要がある。 

【市全体】 

市全体でみると、「何とか聞こえているので、必要性を感じない」の割合が 48.9％で最も高く、次いで「補

聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない」が 23.4％、「補聴器をつけると不快になる、また

は、頭痛がするなどの症状がでる」が 17.0％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「何とか聞こえているので、必要性を感じない」の割合は男性が 46.2％であるのに対し、女

性は 52.4％と高くなっている。「補聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない」の割合は男性

が 26.9％であるのに対し、女性は 19.0％とやや低くなっている。 

 

  

48.9 2.1 23.4 17.0 8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 47)

何とか聞こえているので、必要性を感じない

補聴器が高額である

補聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない

補聴器をつけると不快になる、または、頭痛がするなどの症状がでる

その他

48.9

46.2

16.7

55.0

52.4

75.0

47.1

2.1

3.8

16.7

23.4

26.9

35.0

19.0

23.5

17.0

19.2

50.0

10.0

14.3

25.0

11.8

8.5

3.8

16.7

14.3

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 47)

男性(N= 26)

男性:74歳以下(N= 6)

男性:75歳以上(N= 20)

女性(N= 21)

女性:74歳以下(N= 4)

女性:75歳以上(N= 17)

何とか聞こえているので、必要性を感じない

補聴器が高額である

補聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない

補聴器をつけると不快になる、または、頭痛がするなどの症状がでる

その他
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【要介護度別】 

要介護度別の集計結果については、回答者数が少ないためコメントは差し控える。 

 

 

【圏域別】 

圏域別の集計結果については、回答者数が少ないためコメントは差し控える。 

 

 

 

  

48.9

47.4

50.0

57.1

2.1

2.6

23.4

23.7

50.0

14.3

17.0

18.4

14.3

8.5

7.9

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 47)

一般高齢者(N= 38)

事業対象者(N= 2)

要支援1 2(N= 7)

何とか聞こえているので、必要性を感じない

補聴器が高額である

補聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない

補聴器をつけると不快になる、または、頭痛がするなどの症状がでる

その他

48.9

36.4

58.8

80.0

42.9

28.6

2.1

20.0

23.4

27.3

11.8

28.6

57.1

17.0

36.4

11.8

14.3

14.3

8.5

17.6

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 47)

前原東(N= 11)

前原西(N= 17)

前原(N= 5)

二丈(N= 7)

志摩(N= 7)

何とか聞こえているので、必要性を感じない

補聴器が高額である

補聴器を使用しても、以前のように聞こえるようにならない

補聴器をつけると不快になる、または、頭痛がするなどの症状がでる

その他
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６ 相談・支援 

（１）家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手（複数回答） 

家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手を尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「そのような人はいない」の割合が 34.1％で最も高くなっている。次いで「医師・歯科医

師・看護師」が 32.3％、「地域包括支援センター・市役所」が 15.8％と続いている。 

性別にみると、男性では「そのような人はいない」の割合が 36.6％で最も高くなっており、女性では「医

師・歯科医師・看護師」の割合が 33.4％で最も高くなっている。 

 

 

  

行政区・自治会・シニア
クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・
市役所

その他

そのような人はいない

10.0

11.2

7.3

32.3

15.8

6.5

34.1

12.6

10.0

5.7

31.1

12.6

7.7

36.6

7.8

12.3

8.6

33.4

18.6

5.4

31.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに多くの項目で年代が上がるほど、割合が高くなっている。一方、「そのよう

な人はいない」の割合は年代が上がるにつれて低くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、志摩圏域は「社会福祉協議会・民生委員」の割合が 15.8％、「行政区・自治会・シニアク

ラブ」が 15.3％と他圏域と比較して高くなっている。また「そのような人はいない」の割合は前原東圏域が

37.3％、前原西圏域が 36.5％、前原圏域が 34.9％で市全体よりも高くなっている。特に前原東圏域は「その

ような人はいない」以外のすべての項目において市全体を下回っている。 

 

 

行政区・自治会・シニア
クラブ

社会福祉協議会・民生委員

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・
市役所

そのような人はいない

10.0

11.2

32.3

15.8

34.1

12.6

6.7

29.1

10.6

41.6

12.5

13.0

33.0

14.6

31.9

6.6

9.0

31.5

17.3

41.0

8.7

15.2

35.1

19.7

23.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

行政区・自治会・シニア
クラブ

社会福祉協議会・民生委員

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・
市役所

そのような人はいない

10.0

11.2

32.3

15.8

34.1

7.5

10.0

31.0

15.6

37.3

8.2

8.8

34.3

17.1

36.5

10.1

11.6

31.8

15.4

34.9

11.2

11.8

30.1

14.5

32.1

15.3

15.8

33.8

15.6

26.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（２）地域包括支援センターの認知度 

地域包括支援センターの認知度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「知っているが利用したことはない」の割合が最も高く 41.3％となっている。次いで「知

らない」が 19.0％、「名前は聞いたことがある」が 18.0％と続いている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性よりも女性の方が 地域包括支援センターについて何らかの情報を認知している。実

際、「知らない」の割合は男性が 24.6％であるのに対し、女性は 14.1％となっている。 

性年代別にみると、男女ともに 75歳以上の年代になると「知っており、利用したことがある」、「知ってい

るが、利用したことはない」の割合が１～２ポイント程度高くなっている。一方で「知らない」の割合は男

女ともに 75歳以上の年代になると低くなっている。 

 

【圏域別】 

圏域別にみると「知っており、利用したことがある」の割合は二丈圏域が 17.9％で最も高く、次いで志摩

圏域が 17.3％と続いている。一方、「知らない」の割合をみると、前原西圏域が 21.6％で最も高く、次いで前

原東圏域が 19.8％と続いている。 

 

16.7 41.3 18.0 19.0 5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

知っており、

利用した

ことがある

知っているが、

利用した

ことはない

名前は聞いた

ことがある

知らない 無回答

16.7

11.9

10.6

13.0

20.9

20.2

21.5

41.3

39.3

38.5

40.1

43.0

42.1

43.7

18.0

18.8

19.2

18.4

17.3

19.3

15.7

19.0

24.6

28.4

20.9

14.1

15.5

12.9

5.1

5.5

3.3

7.6

4.7

2.9

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

知っており、

利用した

ことがある

知っているが、

利用した

ことはない

名前は聞いた

ことがある

知らない 無回答

16.7

16.9

15.6

16.2

17.9

17.3

41.3

40.2

38.0

44.3

42.2

44.1

18.0

17.3

20.2

18.4

19.2

14.7

19.0

19.8

21.6

16.7

16.3

18.2

5.1

5.8

4.5

4.4

4.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

知っており、

利用した

ことがある

知っているが、

利用した

ことはない

名前は聞いた

ことがある

知らない 無回答
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（３）高齢化に対応するために望まれる活動・体制（３つまで回答） 

高齢化に対応するためにどのような活動・体制の充実が必要か尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「地域内のひとり暮らし高齢者等への支援体制」の割合が 47.5％で最も高く、次いで「市

民が参画する地域での見守り活動」が 28.0％、「高齢者の生きがいづくりの場の提供」が 25.2％となってい

る。 

性別にみると、「認知症地域支援推進員の配置など、認知症に対する相談・支援」や「判断能力に衰えが出

た場合、法的に支援するための制度、高齢者の人権、財産保護の推進」では男性の割合が高くなっており、「高

齢者がいつでも集える、サロンなどの場所の提供」では女性の割合が高くなっている。 

 

  

  

市民が参画する地域での見守り活動

認知症についての正しい知識を学ぶ
講座の開催

認知症地域支援推進員の配置など、
認知症に対する相談・支援

地域内のひとり暮らし高齢者等への
支援体制

高齢者を支援するためのボランティ
ア・NPOなどの育成

認知症による行方不明高齢者の早期
発見、保護するための体制

高齢者に対する虐待防止対策

判断能力に衰えが出た場合、法的に
支援するための制度、高齢者の人
権、財産等の保護の推進

高齢者の生きがいづくり（働く場や
趣味・ボランティア活動など）の場
の提供

高齢者がいつでも集える、サロンな
どの場所の提供

その他

28.0

17.2

20.2

47.5

13.5

9.7

4.5

17.5

25.2

22.7

2.9

28.6

18.2

22.1

46.9

14.4

9.8

5.0

21.5

24.6

17.4

3.6

27.4

16.2

18.6

48.0

12.7

9.7

4.1

13.9

25.8

27.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに、ほとんどの項目において年代が上がるほどに割合が低くなっている。一方

「高齢者がいつでも集える、サロンなどの場所の提供」の割合は男女ともに年代が上がるほど割合が高くなっ

ている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、前原西圏域は「認知症地域支援推進員の配置など、認知症に対する相談・支援」の割合が

22.4％、二丈圏域は「地域内のひとり暮らし高齢者等への支援体制」が 50.2％、志摩圏域は「高齢者がいつ

でも集える、サロンなどの場所の提供」が 24.6％とそれぞれ他圏域と比較して最も高くなっている。 

 

市民が参画する地域での見守り活動

認知症地域支援推進員の配置など、
認知症に対する相談・支援

地域内のひとり暮らし高齢者等への
支援体制

高齢者の生きがいづくり（働く場や
趣味・ボランティア活動など）の場
の提供

高齢者がいつでも集える、サロンな
どの場所の提供

28.0

20.2

47.5

25.2

22.7

32.0

21.4

51.5

31.4

14.6

25.3

22.8

42.6

18.0

20.1

29.6

19.4

54.8

34.8

26.4

25.5

18.0

42.0

18.1

28.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

市民が参画する地域での見守り活動

認知症地域支援推進員の配置など、
認知症に対する相談・支援

地域内のひとり暮らし高齢者等への
支援体制

高齢者の生きがいづくり（働く場や
趣味・ボランティア活動など）の場
の提供

高齢者がいつでも集える、サロンな
どの場所の提供

28.0

20.2

47.5

25.2

22.7

27.5

21.6

46.5

24.8

22.7

25.9

22.4

47.3

26.0

22.3

29.6

18.4

48.0

26.1

21.1

28.8

17.9

50.2

23.4

23.0

29.6

18.6

46.5

25.6

24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（４）自分や家族に認知症の症状があるか 

自分や家族に認知症の症状があるかを尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「はい」の割合が 10.2％、「いいえ」の割合が 86.7％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「はい」の割合は男性が 10.5％であるのに対し、女性は 10.0％とやや低くなっている。 

性年代別にみると、「はい」の割合は年代が上がるほど男性では高くなっているが、女性では低くなってい

る。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「はい」の割合は一般高齢者が 10.0％であるのに対し、要支援 1・2では 12.9％と高

くなっている。 

 

  

10.2 86.7 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

はい いいえ 無回答

10.2

10.5

10.2

10.7

10.0

11.4

8.7

86.7

86.6

87.9

85.3

86.7

85.9

87.5

3.1

2.9

1.9

4.0

3.3

2.7

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

はい いいえ 無回答

10.2

10.0

5.6

12.9

86.7

87.1

77.8

82.1

3.1

2.9

16.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

はい いいえ 無回答
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（５）認知症に関する相談窓口の認知度 

認知症に関する相談窓口の認知度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「はい」の割合が 34.1％、「いいえ」の割合が 63.3％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「はい」の割合は男性が 30.5％であるのに対し、女性は 37.2％と高くなっている。 

性年代別にみると、「はい」の割合は年代が上がるほど男性では高くなっているが、女性では低くなってい

る。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「はい」の割合は一般高齢者が 34.0％であるのに対し、要支援 1・2では 34.8％とや

や高くなっている。 

 

  

34.1 63.3 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

はい いいえ 無回答

34.1

30.5

29.1

31.9

37.2

39.0

35.7

63.3

66.6

68.7

64.6

60.4

59.1

61.6

2.6

2.9

2.2

3.6

2.3

1.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

はい いいえ 無回答

34.1

34.0

38.9

34.8

63.3

63.4

55.6

63.2

2.6

2.6

5.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

はい いいえ 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「はい」の割合は志摩圏域が 38.6％で他圏域と比較し、最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

34.1

32.0

34.1

30.3

36.4

38.6

63.3

65.5

63.0

67.1

61.6

58.6

2.6

2.6

2.8

2.6

2.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

はい いいえ 無回答
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（６）知っている認知症相談窓口（複数回答） 

前問で「はい」と回答した方に対し、認知症に関する相談窓口について知っているかを尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「地域包括支援センター」の割合が 67.4％で最も高く、次いで「かかりつけ医」が 48.3％、

「市役所（認知症地域支援推進員を配置）」が 41.1％となっている。 

性別にみると、「かかりつけ医」や「市役所（認知症地域支援推進員を配置）」の割合は女性より男性の割合

が高くなっている。一方「地域包括支援センター」の割合は男性が 56.1％であるのに対し、女性は 75.5％と

高くなっている。 

 

 

  

地域包括支援センター

市役所（認知症地域支援推
進員を配置）

認知症カフェ

認知症サポート医

かかりつけ医

福岡県若年性認知症サポー
トセンター

その他

67.4

41.1

5.4

6.9

48.3

0.8

1.4

56.1

43.9

2.8

5.5

49.0

0.5

1.6

75.5

39.1

7.3

7.9

47.8

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性別】

全体(N=1,039) 男性(N=435) 女性(N=604)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「地域包括支援センター」、「市役所（認知症地域支援推進員を配置）」の割合は男女とも

に年代が上がるほど低くなっている。一方「かかりつけ医」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなって

いる。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「市役所（認知症地域支援推進員を配置）」の割合は、一般高齢者が 41.1％であるの

に対し、要支援 1・2では 27.1％と低くなっている。一方「かかりつけ医」の割合は一般高齢者が 47.3％であ

るのに対し、要支援 1・2では 62.9％と高くなっている。 

 

  

地域包括支援センター

市役所（認知症地域支援推
進員を配置）

認知症カフェ

認知症サポート医

かかりつけ医

67.4

41.1

5.4

6.9

48.3

58.1

46.8

3.9

6.4

41.9

54.3

41.4

1.7

4.7

55.2

79.6

44.2

7.1

8.8

39.1

71.6

34.2

7.4

7.1

56.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【市全体・性年代別】

全体(N=1,039) 男性：74歳以下(N=203) 

男性：75歳以上(N=232) 女性：74歳以下(N=294) 

女性：75歳以上(N=310) 

地域包括支援センター

市役所（認知症地域支援推
進員を配置）

認知症カフェ

認知症サポート医

かかりつけ医

67.4

41.1

5.4

6.9

48.3

67.0

42.1

5.4

6.5

47.3

100.0

42.9

0.0

28.6

42.9

68.6

27.1

5.7

10.0

62.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【市全体・要介護度別】

全体(N=1,039) 一般高齢者(N=962) 

事業対象者(N= 7) 要支援1 2(N= 70) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「市役所（認知症地域支援推進員を配置）」の割合は前原西圏域が 46.4％で他圏域と比較

して最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

地域包括支援センター

市役所（認知症地域支援推
進員を配置）

認知症カフェ

認知症サポート医

かかりつけ医

67.4

41.1

5.4

6.9

48.3

66.2

38.0

4.2

6.1

46.0

66.4

46.4

3.8

9.1

47.5

68.1

44.9

10.9

7.2

50.0

68.1

31.9

4.3

3.7

49.7

69.0

42.9

6.2

7.6

50.0

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=1,039) 前原東(N=263) 前原西(N=265) 

前原(N=138) 二丈(N=163) 志摩(N=210) 
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（７）認知症になったとき相談や支援を受けたいか 

認知症になったとき相談や支援を受けたいかを尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「困ったときには相談や支援をお願いしたい」の割合が 65.8％で最も高く、次いで「まだ、

考えていない」が 20.5％、「特に隠すつもりはないけれど、わざわざ話す必要もないと思う」が 8.2％となっ

ている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「困ったときには相談や支援をお願いしたい」の割合は男性が 62.9％であるのに対し、女性

は 68.3％と高くなっている。 

性年代別にみると、「困ったときには相談や支援をお願いしたい」の割合は男女ともに年代が上がるほど低

くなっている。 

 

  

65.8

1.0

8.2 0.2 20.5

0.5

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

困ったときには相談や支援をお願いしたい

相談や支援は特に求めない

特に隠すつもりはないけれど、わざわざ話す必要もないと思う

できれば周りには知られたくないので、隠しておきたい

まだ、考えていない

その他

無回答

65.8

62.9

66.7

59.3

68.3

71.0

65.9

1.0

1.7

1.4

1.9

0.4

0.3

0.6

8.2

9.7

9.2

10.2

6.9

7.0

6.8

0.2

0.1

0.1

0.4

0.1

0.6

20.5

21.1

19.2

22.8

20.0

18.6

21.2

0.5

0.6

0.6

0.5

0.4

0.4

0.3

3.8

4.0

2.9

5.1

3.6

2.5

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

困ったときには相談や支援をお願いしたい

相談や支援は特に求めない

特に隠すつもりはないけれど、わざわざ話す必要もないと思う

できれば周りには知られたくないので、隠しておきたい

まだ、考えていない

その他

無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「まだ、考えていない」の割合は、一般高齢者が 20.9％であるのに対し要支援 1・2で

は 14.9％と低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「困ったときには相談や支援をお願いしたい」の割合は前原東圏域が 67.2％で他圏域と比

較し、最も高くなっている。 

 

 

  

65.8

65.6

66.7

68.7

1.0

1.0

1.5

8.2

8.4

5.6

6.0

0.2

0.1

2.5

20.5

20.9

11.1

14.9

0.5

0.4

2.0

3.8

3.7

16.7

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

困ったときには相談や支援をお願いしたい

相談や支援は特に求めない

特に隠すつもりはないけれど、わざわざ話す必要もないと思う

できれば周りには知られたくないので、隠しておきたい

まだ、考えていない

その他

無回答

65.8

67.2

65.5

64.7

65.6

65.3

1.0

1.0

0.6

1.3

1.3

1.1

8.2

8.0

7.3

8.8

7.8

9.6

0.2

0.1

0.3

0.2

0.6

20.5

20.0

21.8

21.3

20.8

18.4

0.5

0.5

0.6

0.2

0.4

0.4

3.8

3.2

3.9

3.7

3.8

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

困ったときには相談や支援をお願いしたい

相談や支援は特に求めない

特に隠すつもりはないけれど、わざわざ話す必要もないと思う

できれば周りには知られたくないので、隠しておきたい

まだ、考えていない

その他

無回答
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７ 地域社会への参加等に関する意識 

（１）趣味の有無 

趣味の有無について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「趣味あり」の割合が 71.1％であり、「思いつかない」の割合が 25.4％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、大きな差はなく、「趣味あり」の割合が約 70％程度となっている。 

性年代別にみると、「趣味あり」の割合は年代が上がるほど、男性ではやや低くなっているが、女性ではや

や高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「趣味あり」の割合が最も高いのは志摩圏域の 73.5％で、次いで前原西圏域の 72.7％であ

る。一方、「思いつかない」の割合が最も高いのは前原東圏域の 27.6％、次いで前原圏域は 26.5％となってい

る。 

 

71.1 25.4 3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

趣味あり 思いつかない 無回答

71.1

70.2

70.4

70.1

71.9

71.4

72.3

25.4

26.6

28.8

24.5

24.4

26.8

22.3

3.4

3.2

0.7

5.5

3.7

1.7

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

趣味あり 思いつかない 無回答

71.1

68.5

72.7

70.8

70.5

73.5

25.4

27.6

24.9

26.5

25.4

22.1

3.4

3.9

2.4

2.6

4.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

趣味あり 思いつかない 無回答
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（２）生きがいの有無 

生きがいの有無について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「生きがいあり」の割合が 60.0％であり、「思いつかない」の割合が 35.6％となっている。 

 
 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性の「生きがいあり」の割合が 56.4％であるのに対し、女性は 63.3％であり、女性の方

が生きがいを持っている。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるにつれて「生きがいあり」の割合が低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、志摩圏域では「生きがいあり」の割合が 64.2％で他圏域と比較して最も高くなっている。

一方、前原東圏域は「思いつかない」の割合が 38.8％で他圏域と比較して最も高くなっている。 

 

  

60.0 35.6 4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

生きがいあり 思いつかない 無回答

60.0

56.4

59.1

53.7

63.3

65.2

61.6

35.6

39.5

39.2

39.8

32.2

32.3

32.1

4.4

4.1

1.7

6.5

4.6

2.5

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

生きがいあり 思いつかない 無回答

60.0

56.6

61.3

59.9

59.2

64.2

35.6

38.8

36.2

35.3

34.8

30.9

4.4

4.6

2.4

4.8

6.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

生きがいあり 思いつかない 無回答
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（３）現在、感じている生きがい（喜びや楽しみ）の程度 

現在感じている生きがい（喜びや楽しみ）の程度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「多少感じている」の割合が最も高く 44.1％であった。次いで「十分感じている」が 32.0％

であり、「あまり感じていない」は 13.5％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性の「十分感じている」の割合が 30.7％であるのに対し、女性は 33.0％と高くなってい

る。 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど「十分感じている」の割合が低くなっており、特に女性は

74歳以下の年代では 35.9％であるのに対し、75歳以上の年代では 30.6％であり、5.3ポイント差がある。 

 

  

32.0 44.1 13.5 1.34.6 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

十分感じている 多少感じている あまり感じていない

まったく感じていない わからない 無回答

32.0

30.7

32.4

29.1

33.0

35.9

30.6

44.1

42.9

42.3

43.5

45.1

44.0

46.0

13.5

15.5

15.1

15.9

11.8

11.7

11.9

1.3

1.5

1.4

1.5

1.2

1.2

1.2

4.6

5.3

6.3

4.4

4.0

4.0

4.0

4.5

4.0

2.4

5.5

4.9

3.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

十分感じている 多少感じている あまり感じていない

まったく感じていない わからない 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、志摩圏域では「十分感じている」の割合が 33.8％で他圏域と比較して最も高くなってい

る。一方で最も低いのは二丈圏域であり 29.9％となっている。 

 

 

【主観的健康感別】 

主観的健康感別にみると、主観的な健康状態がよいと回答した人ほど『生きがいを感じている（「十分感じ

ている」＋「多少感じている」）』の割合が高く、『生きがいを感じていない「あまり感じていない」＋「感じ

ていない」』の割合が低くなっている。 

 

  

32.0

32.6

31.1

32.2

29.9

33.8

44.1

42.9

45.6

44.7

46.9

40.8

13.5

13.7

14.4

11.6

14.1

13.1

1.3

1.3

1.3

1.5

0.9

1.5

4.6

4.6

4.0

5.0

5.4

4.6

4.5

4.9

3.6

4.8

2.9

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

十分感じている 多少感じている あまり感じていない

まったく感じていない わからない 無回答

76.1

90.0

80.0

61.6

29.8

14.8

3.9

12.6

24.9

47.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

健康状態がとてもよい
              (N=309)

まあよい(N=2,058)

あまりよくない(N=542)

よくない(N= 74)

生きがいを感じている計（十分感じている＋多少感じている）

生きがいを感じていない計（あまり感じていない＋まったく感じていない）
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（４）生きがいを感じるとき（複数回答） 

前問において「十分感じている」、「多少感じている」と回答した人に、生きがい（喜びや楽しみ）を感じる

のはどのようなときか尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「友人や知人と食事、雑談している時」の割合が 52.2％で最も高く、次いで、「孫など家

族との団らんの時」が 50.0％、「趣味やスポーツに熱中している時」が 49.6％となっている。その後、「おい

しい物を食べている時」が 45.1％、「テレビを見たり、ラジオを聞いている時」が 43.8％と続いている。 

性別にみると、「友人や知人と食事、雑談している時」、「孫など家族との団らんの時」、「おいしい物を食べ

ている時」などの割合では女性が男性よりも高くなっている。一方「趣味やスポーツに熱中している時」の割

合では男性が 55.3％であるのに対し、女性は 44.9％で低くなっている。 

  

仕事に打ち込んでいる時

勉強や教養などに身を入れている時

趣味やスポーツに熱中している時

夫婦団らんの時

孫など家族との団らんの時

友人や知人と食事、雑談している時

テレビを見たり、ラジオを聞いてい
る時

社会奉仕や地域活動をしている時

旅行に行っている時

他人から感謝された時

収入があった時

おいしい物を食べている時

若い世代と交流している時

その他

わからない

25.9

15.6

49.6

34.3

50.0

52.2

43.8

10.4

30.8

26.3

17.8

45.1

12.1

1.8

0.1

30.3

15.6

55.3

45.7

45.1

37.2

40.7

13.0

28.7

23.4

17.6

36.4

11.5

1.1

0.1

22.2

15.6

44.9

24.8

54.1

64.6

46.5

8.3

32.5

28.7

17.9

52.3

12.6

2.4

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性別】

全体(N=2,317) 男性(N=1,050) 女性(N=1,267)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「テレビを見たり、ラジオを聞いている時」で男女ともに年代が上がるほど割合が高く

なっている。一方「趣味やスポーツに熱中している時」は男女ともに年代が上がるほど割合が低くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、志摩圏域は「友人や知人と食事、雑談している時」の割合が 56.9％、「孫など家族との団

らんの時」の割合が 51.5％と他圏域と比較して最も高くなっている。前原西圏域は「趣味やスポーツに熱中

している時」の割合が 50.6％と高くなっている。 

 

 

趣味やスポーツに熱中している時

孫など家族との団らんの時

友人や知人と食事、雑談している時

テレビを見たり、ラジオを聞いてい
る時

おいしい物を食べている時

49.6

50.0

52.2

43.8

45.1

57.8

43.8

39.5

35.1

38.8

52.9

46.5

35.0

46.1

34.0

47.3

58.7

64.4

42.4

52.6

42.8

49.8

64.9

50.2

52.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=2,317) 男性：74歳以下(N=521) 

男性：75歳以上(N=529) 女性：74歳以下(N=601) 

女性：75歳以上(N=666) 

趣味やスポーツに熱中している時

孫など家族との団らんの時

友人や知人と食事、雑談している時

テレビを見たり、ラジオを聞いてい
る時

おいしい物を食べている時

49.6

50.0

52.2

43.8

45.1

50.4

49.1

50.2

44.9

43.3

50.6

50.3

51.8

43.9

45.5

49.9

51.3

48.4

45.9

43.9

48.0

48.3

54.9

44.8

46.8

48.3

51.5

56.9

39.7

46.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=2,317) 前原東(N=621) 前原西(N=595) 

前原(N=351) 二丈(N=344) 志摩(N=406) 
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（５）自主的に行われている活動への参加意向（複数回答） 

個人または友人と、あるいはグループや団体で、自主的に行われている活動への参加意向を尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「健康・スポーツ（体操、歩こう会、グランドゴルフなど）」の割合が 34.6％で最も高

く、次いで「活動・参加したいものはない」が 33.1％、「趣味（俳句、詩吟、陶芸等）」が 19.1％となってい

る。 

性別にみると、「生活環境改善」（男性は 16.8％、女性は 10.7％）、「地域行事（地域の催しものの世話など）」

（男性は 14.5％、女性は 9.1％）等では男性の割合が女性よりも高くなっている。反対に「健康・スポーツ

（体操、歩こう会、グランドゴルフなど）」（男性は 34.0％、女性は 35.1％）、「趣味（俳句、詩吟、陶芸など）」

（男性は 17.1％、女性は 21.0％）、「活動・参加したいものはない」（男性は 32.4％、女性は 33.8％）等では

女性の割合が男性よりも高くなっている。 

 

 

  

趣味（俳句、詩吟、陶芸など）

健康・スポーツ（体操、歩こう会、
グランドゴルフなど）

生産・就業

教育関連・文化啓発活動（学習会、
子供会の育成、郷土芸能の伝承な
ど）

生活環境改善（環境美化、縁化推
進、まちづくり活動など）

安全管理（交通安全、防犯、防災な
ど）

高齢者の支援（家事援助、移送な
ど）

子育て支援（保育への手伝いなど）

地域行事（地域の催しものの世話な
ど）

その他

活動・参加したいものはない

19.1

34.6

7.1

4.8

13.5

6.2

5.2

3.7

11.6

2.8

33.1

17.1

34.0

8.7

5.8

16.8

10.0

4.8

1.3

14.5

2.2

32.4

21.0

35.1

5.7

3.9

10.7

2.8

5.4

5.9

9.1

3.4

33.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、多くの項目で年代が上がるほど、男女ともに割合が低くなっている。一方「活動・参加

したいものはない」の割合は年代が上がるほど男性では低くなっているが、女性では高くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、市全体で割合の高かった「健康・スポーツ（体操、歩こう会、グランドゴルフなど）」で

は、前原圏域が 36.0％と他圏域と比較して最も高くなっている。また、「活動・参加したいものはない」の割

合は二丈圏域が 36.4％と他圏域と比較して最も高くなっている。一方、志摩圏域では他圏域と比較し「地域

行事（地域の催しものの世話など）」の割合が 14.2％と他圏域と比較して最も高くなっている。 

 

趣味（俳句、詩吟、陶芸など）

健康・スポーツ（体操、歩こう会、
グランドゴルフなど）

生活環境改善（環境美化、縁化推
進、まちづくり活動など）

地域行事（地域の催しものの世話な
ど）

活動・参加したいものはない

19.1

34.6

13.5

11.6

33.1

18.5

34.7

17.6

15.1

34.0

15.7

33.4

15.9

13.9

30.9

24.8

41.2

10.5

10.5

30.7

17.6

29.9

10.8

7.8

36.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

趣味（俳句、詩吟、陶芸など）

健康・スポーツ（体操、歩こう会、
グランドゴルフなど）

生活環境改善（環境美化、縁化推
進、まちづくり活動など）

地域行事（地域の催しものの世話な
ど）

活動・参加したいものはない

19.1

34.6

13.5

11.6

33.1

18.8

35.7

13.1

10.7

33.5

18.0

34.3

13.4

10.4

35.8

22.4

36.0

15.4

12.1

28.5

18.8

32.1

12.7

11.6

36.4

18.8

34.4

13.4

14.2

30.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（６）自主的に行われている活動に参加するためのきっかけ（複数回答） 

前問で「活動・参加したいものはない」と回答した人に、参加するために必要なきっかけを尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「特にない」の割合が 52.8％と非常に高くなっている。次いで「友人、仲間のすすめ」

が 18.2％、「個人の意思」が 13.4％「家族のすすめ」が 10.6％と続いている。 

性別にみると、男女ともに「特にない」の割合が最も高くなっている。「個人の意思（問題意識や解決した

い課題をもつこと）」（男性は 15.8％、女性は 11.3％）、「家族のすすめ」（男性は 13.6％、女性は 8.0％）では

男性の割合が女性より割合が高くなっている。一方、「友人、仲間のすすめ」（男性は 14.3％、女性は 21.5％）、

「特にない」（男性は 52.2％、女性は 53.3％）では女性の割合が男性よりも高くなっている。 

 

 

  

友人、仲間のすすめ

家族のすすめ

市の広報紙やホームページ
等からの情報

活動団体からの呼びかけ

行政区、自治会の誘い

個人の意思（問題意識や解
決したい課題をもつこと）

その他

特にない

18.2

10.6

3.8

1.4

3.8

13.4

4.1

52.8

14.3

13.6

2.8

1.9

4.5

15.8

4.1

52.2

21.5

8.0

4.6

0.9

3.1

11.3

4.0

53.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=1,010) 男性(N=462) 女性(N=548)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がると「特にない」の割合が高くなっている。また、男女ともに「個

人の意思」は年代が上がるほど低くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、前原東圏域では「特にない」の割合が 56.5％で他圏域と比較して最も高くなっており、

一方で前原圏域と志摩圏域はともに 48.5％と最も低くなっている。「友人、仲間のすすめ」の割合は前原圏域

で 20.8％と他圏域と比較して高くなっている。「個人の意思」の割合は前原西圏域で 14.4％と最も高く、前原

東圏域で 12.3％と最も低くなっている。 

 

友人、仲間のすすめ

家族のすすめ

個人の意思（問題意識や解
決したい課題をもつこと）

その他

特にない

18.2

10.6

13.4

4.1

52.8

17.3

13.5

19.4

4.2

47.3

11.1

13.8

12.0

4.0

57.3

26.0

8.2

14.7

2.2

50.2

18.3

7.9

8.8

5.4

55.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=1,010) 男性：74歳以下(N=237) 

男性：75歳以上(N=225) 女性：74歳以下(N=231) 

女性：75歳以上(N=317) 

友人、仲間のすすめ

家族のすすめ

個人の意思（問題意識や解
決したい課題をもつこと）

その他

特にない

18.2

10.6

13.4

4.1

52.8

16.7

9.1

12.3

2.9

56.5

17.3

9.0

14.4

4.3

54.3

20.8

13.1

13.1

5.4

48.5

18.4

11.0

14.1

4.9

51.5

20.2

13.5

12.9

3.7

48.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=1,010) 前原東(N=276) 前原西(N=278) 

前原(N=130) 二丈(N=163) 志摩(N=163) 
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（７）参加したい団体や組織（複数回答） 

「自主的に行われている活動への参加意向」の設問において「活動・参加したいものはない」以外の回答

をした人に参加したい団体や組織について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「趣味のサークル・団体」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「健康・スポーツのサー

クル・団体」が 28.6％となっている。 

性別にみると、「行政区・自治会」（男性は 15.8％、女性は 9.0％）等では女性より男性の割合が高く、一方

で「趣味のサークル・団体」（男性は 30.0％、女性は 37.0％）は男性より女性の割合が高くなっている。 

 

  

シニアクラブ

行政区・自治会

女性団体

趣味のサークル・団体

健康・スポーツのサークル・団体

学習・教養のサークル・団体

市民活動団体（NPO等）

ボランティア団体（社会奉仕団体）

商工会・同業者団体

退職者の組織（OB会等）

シルバー人材センター

その他

参加したくない

わからない

13.3

12.2

2.4

33.6

28.6

12.6

2.2

8.3

1.1

4.5

7.2

1.4

2.7

8.7

13.2

15.8

0.1

30.0

28.9

10.3

2.9

8.2

1.6

5.9

9.9

1.4

2.8

9.3

13.3

9.0

4.6

37.0

28.3

14.8

1.5

8.3

0.5

3.2

4.8

1.5

2.7

8.2

0% 10% 20% 30% 40%

【市全体・性別】

全体(N=1,796) 男性(N=861) 女性(N=935)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど「シニアクラブ」の割合が高くなっている。また、男女と

もに「趣味のサークル・団体」や「健康・スポーツのサークル・団体」の割合は年代が上がるほど低くなって

いる。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「シニアクラブ」の割合は前原圏域で 16.0％と最も高く、二丈圏域で 8.9％と最も低くな

っている。「行政区・自治会」の割合は志摩圏域で 15.9％と最も高く、前原西圏域で 9.5％と最も低くなって

いる。「趣味のサークル・団体」は前原圏域で 38.7％と最も高く、二丈圏域で 28.8％と最も低くなっている。 

 

シニアクラブ

行政区・自治会

趣味のサークル・団体

健康・スポーツのサークル・団体

学習・教養のサークル・団体

13.3

12.2

33.6

28.6

12.6

7.0

16.5

32.7

29.5

10.7

19.5

15.1

27.2

28.4

10.0

6.6

6.2

38.7

31.1

14.0

20.5

12.0

35.2

25.4

15.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性年代別】

全体(N=1,796) 男性：74歳以下(N=431) 

男性：75歳以上(N=430) 女性：74歳以下(N=486) 

女性：75歳以上(N=449) 

シニアクラブ

行政区・自治会

趣味のサークル・団体

健康・スポーツのサークル・団体

学習・教養のサークル・団体

13.3

12.2

33.6

28.6

12.6

15.0

11.7

33.3

31.5

11.5

11.8

9.5

34.6

32.8

12.4

16.0

13.2

38.7

26.8

12.2

8.9

12.5

28.8

22.6

13.2

13.7

15.9

32.1

24.9

14.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=1,796) 前原東(N=480) 前原西(N=451) 

前原(N=287) 二丈(N=257) 志摩(N=321) 
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（８）地域の奉仕活動に参加するための条件（複数回答） 

地域の奉仕活動に実際に参加するためにはどのような条件が必要だと思うかを尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「自分自身が健康であること」の割合が 63.4％で最も高く、次いで「一緒に活動する仲

間がいること」が 39.9％、「時間や期間があまり拘束されないこと」が 39.4％、「活動場所が自宅からあまり

離れていないこと（身近にできること）」が 36.3％となっている。 

性別にみると、「これまでの技術・経験が生かせること」（男性は 17.8％、女性は 9.4％）、「経済的な援助」

（男性は 11.2％、女性は 7.8％）などを除いた、多くの項目で女性の割合が男性より高く、「活動場所が自宅

からあまり離れていないこと（身近にできること）」（女性は 41.2％、男性は 30.7％）、「一緒に活動する仲間

がいること」（女性は 43.0％、男性は 36.4％）等で差が大きくなっている。 

 

 

  

一緒に活動する仲間がいること

参加を呼びかける団体、世話役があ
ること

経済的な援助があること

作業にあたって肉体的な負担が重く
ないこと

これまでの技術・経験が生かせるこ
と

時間や期間があまり拘束されないこ
と

活動場所が自宅からあまり離れてい
ないこと（身近にできること）

自分自身が健康であること

その他

特に必要なことはない

わからない

39.9

14.5

9.4

30.5

13.4

39.4

36.3

63.4

1.4

4.2

7.1

36.4

14.8

11.2

27.2

17.8

39.4

30.7

59.9

1.5

4.7

7.8

43.0

14.3

7.8

33.4

9.4

39.5

41.2

66.5

1.4

3.7

6.5

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、男女ともに、「時間や期間があまり拘束されないこと」（男性 74歳以下は 45.2％、男性

75歳以上は 33.9％）（女性 74歳以下は 52.5％、女性 75歳以上は 28.2％）等の多くの項目において年代が上

がるほど割合が低くなっている。女性では「作業にあたって肉体的な負担が重くないこと」（女性 74歳以下は

40.2％、女性 75歳以上は 27.5％）等で年齢が上がるほど割合が低くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、志摩圏域では「一緒に活動する仲間がいること」の割合が 43.0％と他圏域と比較して最

も高くなっている。一方で前原西圏域では 36.6％と最も低く、6.4ポイントほどの差がみられる。 

 

一緒に活動する仲間がいること

作業にあたって肉体的な負担が重く
ないこと

時間や期間があまり拘束されないこ
と

活動場所が自宅からあまり離れてい
ないこと（身近にできること）

自分自身が健康であること

39.9

30.5

39.4

36.3

63.4

36.4

27.8

45.2

31.4

62.7

36.3

26.5

33.9

29.9

57.1

47.7

40.2

52.5

47.3

69.7

39.0

27.5

28.2

35.9

63.6

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

一緒に活動する仲間がいること

作業にあたって肉体的な負担が重く
ないこと

時間や期間があまり拘束されないこ
と

活動場所が自宅からあまり離れてい
ないこと（身近にできること）

自分自身が健康であること

39.9

30.5

39.4

36.3

63.4

39.2

28.3

38.2

36.6

65.4

36.6

31.6

41.0

36.2

62.9

41.0

34.2

43.0

37.1

64.7

42.0

30.8

37.5

35.9

62.1

43.0

28.9

37.9

35.5

61.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（９）健康づくり活動や趣味のグループに参加者として参加したいか 

地域住民の有志によって行われる健康づくりや趣味等のグループに参加者として参加したいか尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「参加してもよい」の割合が 45.8％、「参加したくない」の割合が 37.4％、「既に参加して

いる」の割合が 6.3％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、女性の方が「是非参加したい」の割合が高く（男性は 4.2％、女性は 7.2％）、「参加したく

ない」（男性は 40.3％、女性は 35.0％）では男性の割合が高くなっている。 

性年代別にみると、「参加してもよい」の割合は年代が上がるほど男性では割合が低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、前原西圏域では「参加したくない」の割合が 38.3％で他圏域と比較して最も高く、一方

で、志摩圏域では 34.9％で他圏域と比較して最も低くなっている。 

 

5.8 45.8 37.4 6.3 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

5.8

4.2

3.6

4.8

7.2

6.5

7.8

45.8

46.0

47.2

44.8

45.7

50.9

41.2

37.4

40.3

42.2

38.5

35.0

34.1

35.7

6.3

5.9

4.6

7.1

6.6

5.6

7.5

4.7

3.6

2.4

4.8

5.5

2.9

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

5.8

6.1

6.1

6.1

5.4

5.1

45.8

45.2

45.0

44.7

47.8

47.2

37.4

38.2

38.3

37.1

38.2

34.9

6.3

6.2

5.7

8.6

4.2

7.0

4.7

4.4

5.0

3.5

4.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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（10）健康づくり活動や趣味のグループに企画・運営（お世話役）として参加したいか 

地域住民の有志によって行われる健康づくりや趣味等のグループに企画・運営（お世話役）として参加した

いかを尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「参加したくない」の割合が 61.0％で最も高く、次いで「参加してもよい」が 27.6％、「既

に参加している」が 3.9％であった。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男性は女性よりも「参加してもよい」の割合が高く、男性が 29.1％、女性が 26.3％であっ

た。反対に「参加したくない」については女性が 61.3％、男性が 60.6％であった。 

性年代別にみると、年代が上がると男女ともに「参加してもよい」の割合が低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「参加してもよい」の割合は、志摩圏域が 32.0％で他圏域と比較し最も高く、「参加した

くない」の割合は、前原東圏域が 64.8％と最も高くなっている。 

 

2.1 27.6 61.0 3.9 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

2.1

1.7

1.1

2.2

2.5

2.5

2.5

27.6

29.1

30.6

27.7

26.3

29.1

23.9

61.0

60.6

62.7

58.5

61.3

62.0

60.8

3.9

4.5

2.7

6.2

3.4

3.1

3.7

5.3

4.1

2.9

5.4

6.4

3.3

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

2.1

1.8

1.8

2.4

2.2

2.8

27.6

24.9

26.7

28.1

28.6

32.0

61.0

64.8

63.5

59.0

60.3

53.9

3.9

3.4

3.4

4.6

4.2

4.6

5.3

5.1

4.6

5.9

4.7

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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（11）あなたができる地域支援や協力（複数回答） 

地域で支援や協力をするとしたら、どのようなことができると思うか尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「定期的な声掛けや見守り」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「支援や協力は難し

い」が 31.7％、「買い物の支援」が 20.3％、「掃除・家事・ごみ出しなどの日常生活上のお手伝い」が

17.0％となっている。 

性別にみると、「通院や地域の用事のための外出支援」は男性が 15.6％、女性が 8.0％と男性の割合が高く

なっている。 

 

 

 

【性別・性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、年代が上がるほど、「支援や協力は難しい」の割合が高くなっている。 

 

定期的な声掛けや見守り

買い物の支援

掃除・家事・ごみ出しなど
の日常生活上のお手伝い

通院や地域の用事のための
外出支援

その他

支援や協力は難しい

46.4

20.3

17.0

11.6

1.6

31.7

46.9

19.5

16.1

15.6

1.8

30.5

46.0

21.0

17.9

8.0

1.5

32.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)

定期的な声掛けや見守り

買い物の支援

掃除・家事・ごみ出しなど
の日常生活上のお手伝い

通院や地域の用事のための
外出支援

支援や協力は難しい

46.4

20.3

17.0

11.6

31.7

51.9

22.7

16.2

20.2

27.5

42.0

16.5

15.9

11.1

33.2

58.0

27.6

22.2

11.2

24.0

35.6

15.2

14.2

5.3

40.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「定期的な声掛けや見守り」の割合は前原圏域で 48.9％と高くなっている。一方で前原西

圏域は 44.3％とやや低くなっている。「支援や協力は難しい」の割合は前原西圏域で 34.7％と高く、志摩圏域

では 28.3％と低くなっている。 

 

 

  

定期的な声掛けや見守り

買い物の支援

掃除・家事・ごみ出しなど
の日常生活上のお手伝い

通院や地域の用事のための
外出支援

支援や協力は難しい

46.4

20.3

17.0

11.6

31.7

46.9

18.2

17.9

10.2

30.6

44.3

20.1

16.4

11.5

34.7

48.9

23.2

18.4

13.6

31.1

44.6

22.3

15.8

12.5

33.3

48.0

19.5

16.5

11.2

28.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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８ 就労 

（１）現在の就労状況 

現在の就労状況の有無について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「過去に就労していたが、現在は職に就いていない」の割合が 60.5％で最も高く、次いで

「就労している」が 32.2％、「これまでに職に就いたことがない」が 4.8％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「就労している」の割合は男性が 38.7％であるのに対し、女性は 26.6％と低くなっている。

一方「過去に就労していたが、現在は職についていない」の割合は男性が 56.3％であるのに対し、女性は 64.2％

と高くなっている。 

性年代別にみると、「就労している」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。一方「過去に

就労していたが、現在は職についていない」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「就労している」の割合は、一般高齢者が 34.4％であるのに対し要支援 1・2では 3.0％

と 31.4ポイント低くなっている。 

 

32.2 60.5 4.82.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

就労している 過去に就労していたが、

現在は職に就いていない

これまでに職に

就いたことがない

無回答

32.2

38.7

57.4

20.7

26.6

41.3

13.8

60.5

56.3

40.2

71.7

64.2

55.1

72.0

4.8

3.0

1.0

4.9

6.3

3.2

9.0

2.5

2.0

1.4

2.6

3.0

0.4

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

就労している 過去に就労していたが、

現在は職に就いていない

これまでに職に

就いたことがない

無回答

32.2

34.4

22.2

3.0

60.5

59.4

66.7

75.6

4.8

4.1

11.1

13.9

2.5

2.2

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

就労している 過去に就労していたが、

現在は職に就いていない

これまでに職に

就いたことがない

無回答
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（２）就労形態（複数回答） 

前問にて「就労している」と回答した人に対し、現在の就労形態について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「非常勤（パート・アルバイト等）」の割合が 45.3％で最も高く、次いで「自営業」が 28.4％、

「常勤（フルタイム）」が 21.0％となっている。 

性別にみると、「常勤（フルタイム）」の割合は男性が 27.0％であるのに対し、女性は 13.2％と低くなって

いる。一方「非常勤（パート・アルバイト等）」の割合は男性が 37.2％であるのに対し、女性は 55.7％と高く

なっている。 

 

 

 

【性年代別】 

性年代別にみると、「常勤（フルタイム）」「非常勤（パート・アルバイト等）」の割合は男女ともに年代が上

がるほど低くなっている。一方「自営業」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

  

常勤（フルタイム）

非常勤
（パート アルバイト等）

自営業

その他

21.0

45.3

28.4

6.8

27.0

37.2

29.4

7.8

13.2

55.7

27.1

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性別】

全体(N=982) 男性(N=551) 女性(N=431)

常勤（フルタイム）

非常勤
（パート アルバイト等）

自営業

その他

21.0

45.3

28.4

6.8

31.8

40.8

24.8

5.5

14.6

27.8

41.7

13.9

15.8

59.2

24.4

2.9

6.7

46.7

34.2

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=982) 男性：74歳以下(N=400) 

男性：75歳以上(N=151) 女性：74歳以下(N=311) 

女性：75歳以上(N=120) 
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【要介護度別】 

以下の分析は一部分析項目の回答者数が少ないため参考程度に留める必要がある。 

要介護度別にみると、「自営業」の割合は一般高齢者が 28.2％であるのに対し、要支援 1・2では 66.7％と

高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「自営業」の割合は志摩圏域が 39.8％で他圏域と比較して最も高くなっている。一方、「常

勤（フルタイム）」「非常勤（パート・アルバイト等）」の割合は志摩圏域が他圏域と比較して最も低くなって

いる。 

 

 

  

常勤（フルタイム）

非常勤
（パート アルバイト等）

自営業

その他

21.0

45.3

28.4

6.8

21.1

45.6

28.2

6.7

25.0

25.0

25.0

25.0

0.0

16.7

66.7

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・要介護度別】

全体(N=982) 一般高齢者(N=972) 

事業対象者(N= 4) 要支援1 2(N= 6) 

常勤（フルタイム）

非常勤
（パート アルバイト等）

自営業

その他

21.0

45.3

28.4

6.8

22.6

41.8

31.0

5.0

24.1

49.6

20.6

7.0

17.1

48.7

27.0

9.9

21.9

49.0

23.2

7.1

17.2

39.2

39.8

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=982) 前原東(N=261) 前原西(N=228) 

前原(N=152) 二丈(N=155) 志摩(N=186) 
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（３）引退した年齢 

前問（就労状況について）にて「過去に就労していたが、現在は職についていない」と回答した方に対し、

引退した年齢について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「60～64 歳」の割合が 25.3％で最も高く、次いで「～59 歳」が 22.7％、「65～69 歳」が

22.2％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「～59歳」の割合は男性が 4.9％であるのに対し、女性は 36.4％と高くなっている。一方「65

～69歳」の割合は男性が 29.4％であるのに対し、女性は 16.6％と低くなっている。 

性年代別にみると、「65～69歳」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。一方「70～74歳」

の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「～59歳」の割合は一般高齢者が 22.3％であるのに対し要支援 1・2では 27.0％と高

くなっている。 

 

 

平均
(歳)

62.022.7 25.3 22.2 14.6 9.9 5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,843)

～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳～ 無回答

平均
(歳)

58.3

62.0

66.8

64.6

68.0

56.6

59.4

22.7

4.9

7.9

3.3

36.4

39.0

34.7

25.3

28.7

27.1

29.5

22.7

24.8

21.2

22.2

29.4

45.4

20.9

16.6

23.9

11.8

14.6

18.5

14.6

20.5

11.6

7.5

14.4

9.9

13.7

21.1

6.9

11.5

5.4

4.9

5.0

4.8

5.8

4.8

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,843)

男性(N=802)

男性:74歳以下(N=280)

男性:75歳以上(N=522)

女性(N=1,041)

女性:74歳以下(N=415)

女性:75歳以上(N=626)

～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳～ 無回答

平均
(歳)

62.0

62.0

67.4

61.5

22.7

22.3

16.7

27.0

25.3

25.6

25.0

21.7

22.2

22.6

19.1

14.6

14.7

25.0

12.5

9.9

9.4

33.3

13.8

5.4

5.4

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,843)

一般高齢者(N=1,679)

事業対象者(N= 12)

要支援1 2(N=152)

～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳～ 無回答
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（４）求職状況 

現在の求職状況について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「職を探している」の割合が 4.1％で、「職を探していない」が 87.9％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「職を探している」の割合は男性が 4.6％であるのに対し、女性は 3.6％とやや低くなってい

る。 

性年代別にみると、「職を探している」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「職を探している」の割合は一般高齢者が 4.3％であるのに対し要支援 1・2では 1.0％

と低くなっている。 

 

  

4.1 87.9 8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

職を探している 職を探していない 無回答

4.1

4.6

6.7

2.5

3.6

6.0

1.6

87.9

88.1

85.1

91.1

87.7

86.5

88.7

8.0

7.3

8.2

6.5

8.7

7.6

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

職を探している 職を探していない 無回答

4.1

4.3

5.6

1.0

87.9

87.8

77.8

89.6

8.0

7.9

16.7

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

職を探している 職を探していない 無回答
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９ 移動（外出）支援 

（１）外出する上で困っていること（複数回答） 

外出する上で困っていることについて尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「特に困っていない」の割合が 51.0％で最も高く、次いで「車を運転できない」が 20.6％、

「公共交通機関が少ない、便数が少ない」が 20.4％、「長距離の歩行が困難」が 12.3％となっている。 

性別にみると、「特に困っていない」の割合は男性が 58.2％であるのに対し、女性は 44.6％と低くなってい

る。一方「車を運転できない」や「公共交通機関が少ない、便数が少ない」、「長距離の歩行が困難」等の割合

は女性が男性より高くなっている。 

 

 

  

公共交通機関が少ない、便
数が少ない

バス停や駅までの距離が遠
い

車を運転できない

長距離の歩行が困難

自宅から、バス停や駅まで
が遠い

一人で出かけることができ
ない

特に困っていない

その他

20.4

9.2

20.6

12.3

8.0

4.3

51.0

2.5

17.1

6.6

12.6

9.8

7.8

3.1

58.2

2.2

23.4

11.4

27.6

14.4

8.1

5.4

44.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性別・性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「特に困っていない」以外のすべての項目の割合は男女ともに年代が上がるほど高くな

っており、「特に困っていない」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。 

 

  

公共交通機関が少ない、便
数が少ない

バス停や駅までの距離が遠
い

車を運転できない

長距離の歩行が困難

特に困っていない

20.4

9.2

20.6

12.3

51.0

15.4

5.7

3.4

4.7

69.6

18.7

7.4

21.4

14.7

47.4

20.3

8.5

15.3

7.7

60.6

26.1

13.9

38.2

20.3

30.8

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「車を運転できない」の割合は、一般高齢者が 18.5％であるのに対し要支援 1・2 で

は 46.8％と 28.3ポイント高くなっている。また、「特に困っていない」の割合は、一般高齢者が 54.3％であ

るのに対し要支援 1・2では 8.5％と低くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「公共交通機関が少ない、便数が少ない」の割合は志摩圏域が 26.5％で他圏域と比較して

最も高くなっている。また、「特に困っていない」の割合は志摩圏域が 42.8％と他圏域と比較して最も低くな

っている。 

 

 

 

 

  

公共交通機関が少ない、便
数が少ない

バス停や駅までの距離が遠
い

車を運転できない

長距離の歩行が困難

特に困っていない

20.4

9.2

20.6

12.3

51.0

20.0

8.6

18.5

9.8

54.3

38.9

11.1

61.1

27.8

11.1

24.9

16.4

46.8

45.8

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 

公共交通機関が少ない、便
数が少ない

バス停や駅までの距離が遠
い

車を運転できない

長距離の歩行が困難

特に困っていない

20.4

9.2

20.6

12.3

51.0

20.5

9.6

20.3

11.8

53.2

19.1

5.8

21.4

14.0

53.4

18.6

8.6

20.4

11.2

53.5

17.2

10.3

21.2

13.6

50.2

26.5

12.9

19.5

10.3

42.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（２）車を運転できない理由 

前問（外出する上で困っていること）において「車を運転できない」と回答した方に対し、その理由を尋ね

た。 

【市全体】 

市全体でみると、「運転免許を返納した」の割合が 39.2％で最も高く、次いで「運転免許がない」が 36.7％、

「運転免許証返納予定」が 13.2％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「運転免許を返納した」の割合は男性が 57.2％であるのに対し、女性は 32.0％と低くなって

いる。一方「運転免許がない」の割合は男性が 17.8％であるのに対し、女性は 44.3％と低くなっている。 

性年代別にみると、「運転免許を返納した」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。一方「運

転免許がない」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。 

 

  

36.7 39.2 13.2 10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=627)

運転免許がない 運転免許を返納した 運転免許証返納予定 無回答

36.7

17.8

41.7

14.1

44.3

52.2

41.6

39.2

57.2

25.0

62.2

32.0

20.0

36.1

13.2

20.0

16.7

20.5

10.5

18.3

7.8

10.8

5.0

16.7

3.2

13.2

9.6

14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=627)

男性(N=180)

男性:74歳以下(N= 24)

男性:75歳以上(N=156)

女性(N=447)

女性:74歳以下(N=115)

女性:75歳以上(N=332)

運転免許がない 運転免許を返納した 運転免許証返納予定 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「運転免許を返納した」の割合は一般高齢者が 37.2％であるのに対し要支援 1・2 で

は 51.1％と 13.9ポイント高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「運転免許を返納した」の割合は前原西圏域が 42.2％で他圏域と比較し、最も高くなって

いる。 

 

 

  

36.7

38.5

36.4

26.6

39.2

37.2

36.4

51.1

13.2

14.4

9.1

7.4

10.8

10.0

18.2

14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=627)

一般高齢者(N=522)

事業対象者(N= 11)

要支援1 2(N= 94)

運転免許がない 運転免許を返納した 運転免許証返納予定 無回答

36.7

37.1

36.1

37.6

34.7

37.7

39.2

39.5

42.2

41.9

34.7

35.8

13.2

14.4

12.7

9.7

15.8

13.2

10.8

9.0

9.0

10.8

14.7

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=627)

前原東(N=167)

前原西(N=166)

前原(N= 93)

二丈(N= 95)

志摩(N=106)

運転免許がない 運転免許を返納した 運転免許証返納予定 無回答



調査結果 

145 

（３）一番近いバス停や駅までの距離 

前問（外出する上で困っていること）において「自宅からバス停や駅までの距離が遠い」と回答した方に対

し、実際の距離を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「1km以上」の割合が 29.2％で最も高く、次いで「100～500m未満」が 25.9％、「500m～1km

未満」が 22.2％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、男女ともに「１㎞以上」の割合が最も高く、次いで男性では「100～500m未満」が 31.5％、

女性では「500m～1km未満」が 22.0％で高くなっている。 

性年代別にみると、「１㎞以上」の割合は、男女ともに年代が上がるほど低くなっている。 

 

 

  

平均
(m)

845.45.8 25.9 22.2 29.2 16.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=243)

100m未満 100～500m未満 500m～1km未満

1㎞以上 無回答

平均
(m)

1,268.6

731.3

926.7

845.4

767.9

792.7

759.7

5.8

6.3

10.7

4.8

5.3

4.5

5.7

25.9

31.5

25.0

33.7

21.2

15.9

23.9

22.2

22.5

17.9

24.1

22.0

29.5

18.2

29.2

33.3

39.3

31.3

25.8

29.5

23.9

16.9

6.3

7.1

6.0

25.8

20.5

28.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=243)

男性(N=111)

男性:74歳以下(N= 28)

男性:75歳以上(N= 83)

女性(N=132)

女性:74歳以下(N= 44)

女性:75歳以上(N= 88)

100m未満 100～500m未満 500m～1km未満

1㎞以上 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「1km 以上」の割合は、一般高齢者が 31.3％であるのに対し要支援 1・2 では 16.0％

と 15.3ポイント低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「1km以上」の割合は二丈圏域が 46.7％、前原圏域は 42.9％と他圏域と比較し、高くなっ

ている。 

 

 

 

  

平均
(m)

845.4

879.2

500.0

542.1

5.8

6.1

4.0

25.9

26.2

25.0

24.0

22.2

21.5

50.0

24.0

29.2

31.3

16.0

16.9

15.0

25.0

32.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=243)

一般高齢者(N=214)

事業対象者(N= 4)

要支援1 2(N= 25)

100m未満 100～500m未満 500m～1km未満

1㎞以上 無回答

平均
(m)

945.5

845.4

782.5

634.0

896.7

1,166.0

5.8

9.0

3.4

2.9

3.3

7.7

25.9

19.4

37.3

28.6

16.7

25.0

22.2

22.4

25.4

11.4

16.7

28.8

29.2

29.9

18.6

42.9

46.7

21.2

16.9

19.4

15.3

14.3

16.7

17.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=243)

前原東(N= 67)

前原西(N= 59)

前原(N= 35)

二丈(N= 30)

志摩(N= 52)

100m未満 100～500m未満 500m～1km未満

1㎞以上 無回答
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（４）住民どうしの移動支援についての利用意向 

住民どうしの移動支援についての利用意向を尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「分からない」の割合が 55.5％で最も高く、次いで「利用したくない」が 17.5％、「利用

したい」が 11.4％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「利用したい」の割合は男性が 8.0％であるのに対し、女性は 14.3％と高くなっている。 

性年代別にみると、「利用したい」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「利用したい」の割合は、一般高齢者が 10.5％であるのに対し要支援 1・2では 20.9％

と 10.4ポイント高くなっている。 

 

  

11.4 17.5 55.5 15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

利用したい 利用したくない 分からない 無回答

11.4

8.0

4.2

11.7

14.3

11.6

16.7

17.5

18.2

18.5

17.9

16.9

17.0

16.8

55.5

59.4

68.1

51.0

52.1

62.2

43.4

15.7

14.5

9.2

19.5

16.7

9.3

23.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

利用したい 利用したくない 分からない 無回答

11.4

10.5

33.3

20.9

17.5

17.8

11.1

14.4

55.5

56.5

27.8

43.8

15.7

15.2

27.8

20.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

利用したい 利用したくない 分からない 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「利用したい」の割合は二丈圏域が 13.8％で他圏域と比較して最も高くなっており、前原

西圏域は 9.9％で他圏域と比較して最も低くなっている。 

 

 

 

 

  

11.4

10.7

9.9

12.3

13.8

11.6

17.5

16.9

19.3

18.0

17.0

15.8

55.5

56.3

58.4

55.0

54.7

51.3

15.7

16.2

12.4

14.7

14.5

21.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

利用したい 利用したくない 分からない 無回答
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（５）住民どうしの移動支援を利用したい場面（複数回答） 

住民どうしの移動支援を利用したい場面について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「通院」の割合が 47.9％で最も高く、次いで「買い物」が 42.0％、「役所や銀行などの用

事」が 27.3％となっている。 

性別にみると、「買い物」の割合は男性が 38.8％であるのに対し、女性は 44.8％と高くなっている。 

 

 

  

通院

買い物

役所や銀行などの用事

趣味や交流の場（サロン、
認知症カフェ、通いの場な
ど）への参加

家族・知人宅への訪問

その他

47.9

42.0

27.3

9.8

3.5

9.5

47.9

38.8

28.1

9.3

3.3

10.9

48.0

44.8

26.6

10.3

3.7

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「買い物」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「通院」の割合は、一般高齢者が 47.5％であるのに対し要支援 1・2では 52.7％と 5.2

ポイント高くなっている。 

 

  

通院

買い物

役所や銀行などの用事

趣味や交流の場（サロン、
認知症カフェ、通いの場な
ど）への参加

その他

47.9

42.0

27.3

9.8

9.5

47.1

40.9

27.7

9.2

12.5

48.6

36.8

28.6

9.3

9.5

50.7

47.4

27.0

9.7

9.0

45.6

42.5

26.4

10.8

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

通院

買い物

役所や銀行などの用事

趣味や交流の場（サロン、
認知症カフェ、通いの場な
ど）への参加

その他

47.9

42.0

27.3

9.8

9.5

47.5

41.8

27.2

9.8

9.7

55.6

50.0

27.8

11.1

0.0

52.7

43.3

29.9

9.5

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「買い物」の割合は志摩圏域が 48.0％で他圏域と比較して最も高くなっており、最も低い

前原西圏域 37.0％と比較して 11ポイントの差がある。 

 

 

 

 

  

通院

買い物

役所や銀行などの用事

趣味や交流の場（サロン、
認知症カフェ、通いの場な
ど）への参加

その他

47.9

42.0

27.3

9.8

9.5

44.3

39.0

30.4

9.6

9.6

47.2

37.0

24.4

9.8

10.8

50.7

44.3

26.8

11.0

8.6

50.0

46.4

26.8

9.8

9.6

50.4

48.0

27.9

9.2

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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10 居住支援 

（１）住まいに関しての困りごと 

住まいに関しての困りごとの有無について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「困りごとがある」の割合が 16.5％、「困りごとはない」の割合が 75.5％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「困りごとがある」の割合は男性が 14.9％であるのに対し、女性は 18.0％と高くなってい

る。 

性年代別にみると、「困りごとがある」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「困りごとがある」の割合は、一般高齢者が 15.7％であるのに対し要支援 1・2 では

28.9％と 13.2ポイント高くなっている。 

 

  

16.5 75.5 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

困りごとがある 困りごとはない 無回答

16.5

14.9

14.2

15.5

18.0

16.9

19.0

75.5

76.4

79.9

73.1

74.7

79.2

70.9

7.9

8.7

5.9

11.4

7.3

4.0

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

困りごとがある 困りごとはない 無回答

16.5

15.7

16.7

28.9

75.5

76.8

55.6

59.2

7.9

7.5

27.8

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

困りごとがある 困りごとはない 無回答
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【圏域別】 

圏域別にみると、「困りごとがある」の割合は前原東圏域が 19.8％で他圏域と比較して最も高くなっており、

最も低い前原西圏域 11.3％と比較して 8.5ポイントの差がある。 

 

 

  

16.5

19.8

11.3

16.4

17.9

18.0

75.5

71.8

82.1

75.2

76.3

71.3

7.9

8.4

6.6

8.3

5.8

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

困りごとがある 困りごとはない 無回答



調査結果 

154 

（２）住まいに関する困りごとの内容（複数回答） 

前問にて「困りごとがある」と回答した方に対し、困りごとの内容について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「住んでいる家の建物が、老朽化している」の割合が 48.8％で最も高く、次いで「住んで

いる地域の利便性が悪い」が 22.6％、「住んでいる家に、段差が多く、転倒の危険がある」が 19.2％となって

いる。 

性別にみると、「住んでいる家に、段差が多く、転倒の危険がある」や「住んでいる地域の利便性が悪い」

の割合は男性より女性がやや高くなっている。 

 

 

  

住んでいる家に、段差が多
く、転倒の危険がある

住んでいる家の建物が、老
朽化している

住んでいる地域の利便性が
悪い

家の管理ができない

転居したいが、高齢等のた
めできない

家賃など経済的な負担が大
きい

その他

19.2

48.8

22.6

16.9

6.7

11.5

14.5

17.5

51.4

18.9

17.0

9.0

12.7

16.5

20.5

46.9

25.3

16.8

5.1

10.6

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=504) 男性(N=212) 女性(N=292)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「住んでいる家に、段差が多く、転倒の危険がある」の割合は男女ともに年代が上がる

ほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「住んでいる家に、段差が多く、転倒の危険がある」や「家の管理ができない」の割

合は、一般高齢者に対し要支援 1・2が 10ポイント以上高くなっている。 

 

  

住んでいる家に、段差が多
く、転倒の危険がある

住んでいる家の建物が、老
朽化している

住んでいる地域の利便性が
悪い

家の管理ができない

その他

19.2

48.8

22.6

16.9

14.5

13.1

52.5

18.2

14.1

16.2

21.2

50.4

19.5

19.5

16.8

18.1

52.8

25.2

15.7

12.6

22.4

42.4

25.5

17.6

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性年代別】

全体(N=504) 男性：74歳以下(N= 99) 

男性：75歳以上(N=113) 女性：74歳以下(N=127) 

女性：75歳以上(N=165) 

住んでいる家に、段差が多
く、転倒の危険がある

住んでいる家の建物が、老
朽化している

住んでいる地域の利便性が
悪い

家の管理ができない

その他

19.2

48.8

22.6

16.9

14.5

17.4

49.7

21.9

15.3

14.4

33.3

33.3

66.7

0.0

0.0

32.8

43.1

25.9

29.3

15.5

0% 20% 40% 60% 80%

【市全体・要介護度別】

全体(N=504) 一般高齢者(N=443) 

事業対象者(N= 3) 要支援1 2(N= 58) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「住んでいる地域の利便性が悪い」の割合は二丈圏域が 30.0％で他圏域と比較して最も高

くなっており、最も低い前原西圏域 10.2％と比較して 19.8 ポイントの差がある。「家の管理ができない」の

割合は二丈圏域が 25.0％で他圏域と比較して最も高く、他圏域とはそれぞれ 10％前後差がある。 

 

 

 

 

  

住んでいる家に、段差が多
く、転倒の危険がある

住んでいる家の建物が、老
朽化している

住んでいる地域の利便性が
悪い

家の管理ができない

その他

19.2

48.8

22.6

16.9

14.5

19.6

45.4

21.5

15.3

12.9

17.0

50.0

10.2

14.8

13.6

20.0

58.7

24.0

14.7

10.7

18.8

46.3

30.0

25.0

18.8

20.4

48.0

28.6

16.3

17.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=504) 前原東(N=163) 前原西(N= 88) 

前原(N= 75) 二丈(N= 80) 志摩(N= 98) 
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（３）転居したいができない理由 

前問にて「転居したいが、高齢等のためできない」と回答した方に対し、転居したいができない詳細の理由

について尋ねた。 

以下の分析は回答者数が少ないため、参考程度にとどめる必要がある。 

【市全体】 

市全体でみると、「転居費用の負担」の割合が 38.2％で最も高く、次いで「家財道具などを運べない」と「そ

の他」が 17.6％、「連帯保証人がいない」が 5.9％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「転居費用の負担」の割合は男性が 42.1％であるのに対し、女性は 33.3％と低くなってい

る。「家財道具などを運べない」の割合は男性が 15.8％であるのに対し、女性は 20.0％と高くなっている。 

性年代別にみると、「転居費用の負担」の割合は男性 74歳以下では 14.3％であるのに対し、男性 75歳以上

では 58.3％と高くなっている。 

 

 

【要介護度別】 

要介護度別にみると、「転居費用の負担」の割合は、一般高齢者が 41.4％であるのに対し要支援 1・2 では

20.0％と低くなっている。 

 

5.9 17.6 38.2 17.6 20.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 34)

連帯保証人がいない 家財道具などを運べない 転居費用の負担

その他 無回答

5.9

5.3

8.3

6.7

14.3

17.6

15.8

14.3

16.7

20.0

28.6

12.5

38.2

42.1

14.3

58.3

33.3

42.9

25.0

17.6

15.8

28.6

8.3

20.0

37.5

20.6

21.1

42.9

8.3

20.0

14.3

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 34)

男性(N= 19)

男性:74歳以下(N= 7)

男性:75歳以上(N= 12)

女性(N= 15)

女性:74歳以下(N= 7)

女性:75歳以上(N= 8)

連帯保証人がいない 家財道具などを運べない 転居費用の負担

その他 無回答

5.9

3.4

20.0

17.6

20.7

38.2

41.4

20.0

17.6

17.2

20.0

20.6

17.2

40.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N= 34)

一般高齢者(N= 29)

事業対象者N=0)

要支援1 2(N= 5)

連帯保証人がいない 家財道具などを運べない 転居費用の負担

その他 無回答
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（４）あると良い居住支援（複数回答） 

前問にて「困りごとがある」と回答した方に対し、あると良い居住支援について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「住居への手すりの設置や段差解消などの住宅改修」の割合が 26.2％で最も高く、次いで

「生活支援（見守り、買い物、家事、移動など）」が 22.8％、「その他」が 15.5％となっている。 

性別にみると、「生活支援（見守り、買い物、家事、移動など）」の割合は男性が 19.3％であるのに対し、女

性は 25.3％と高くなっている。 

 

 

 

  

住まい探しの公的な相談
窓口

引越し支援（手続きや引っ
越し作業などの支援）

生活支援（見守り、買い
物、家事、移動など）

連帯保証人の代行制度

住居への手すりの設置や
段差解消などの住宅改修

その他

14.1

11.7

22.8

5.0

26.2

15.5

14.2

12.7

19.3

6.6

25.0

18.4

14.0

11.0

25.3

3.8

27.1

13.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

【市全体・性別】

全体(N=504) 男性(N=212) 女性(N=292)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「住居への手すりの設置や段差解消などの住宅改修」の割合は男女ともに年代が上がる

ほど低くなっている。一方で、「生活支援（見守り、買い物、家事、移動など）」の割合は男女ともに年代が上

がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「生活支援（見守り、買い物、家事、移動など）」の割合は一般高齢者が 20.1％である

のに対し要支援 1・2では 39.7％と 19.6ポイント高くなっている。 

 

  

住まい探しの公的な相談
窓口

引越し支援（手続きや引っ
越し作業などの支援）

生活支援（見守り、買い
物、家事、移動など）

住居への手すりの設置や
段差解消などの住宅改修

その他

14.1

11.7

22.8

26.2

15.5

14.1

11.1

15.2

27.3

24.2

14.2

14.2

23.0

23.0

13.3

17.3

14.2

20.5

30.7

11.0

11.5

8.5

29.1

24.2

15.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

【市全体・性年代別】

全体(N=504) 男性：74歳以下(N= 99) 

男性：75歳以上(N=113) 女性：74歳以下(N=127) 

女性：75歳以上(N=165) 

住まい探しの公的な相談
窓口

引越し支援（手続きや引っ
越し作業などの支援）

生活支援（見守り、買い
物、家事、移動など）

住居への手すりの設置や
段差解消などの住宅改修

その他

14.1

11.7

22.8

26.2

15.5

14.2

12.2

20.1

26.2

15.8

33.3

0.0

100.0

0.0

0.0

12.1

8.6

39.7

27.6

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【市全体・要介護度別】

全体(N=504) 一般高齢者(N=443) 

事業対象者(N= 3) 要支援1 2(N= 58) 
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【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「住居への手すりの設置や段差解消などの住宅改修」の割合は前原西圏域が 30.7％で他圏

域と比較して最も高くなっており、最も低い志摩圏域 19.4％と比較して 11.3ポイントの差がある。 

 

 

 

 

 

  

住まい探しの公的な相談
窓口

引越し支援（手続きや引っ
越し作業などの支援）

生活支援（見守り、買い
物、家事、移動など）

住居への手すりの設置や
段差解消などの住宅改修

その他

14.1

11.7

22.8

26.2

15.5

16.0

16.6

22.7

28.2

15.3

17.0

9.1

22.7

30.7

10.2

14.7

14.7

25.3

26.7

14.7

11.3

7.5

22.5

25.0

15.0

10.2

7.1

21.4

19.4

21.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=504) 前原東(N=163) 前原西(N= 88) 

前原(N= 75) 二丈(N= 80) 志摩(N= 98) 
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11 終活支援 

（１）成年後見制度の認知度 

成年後見制度の認知度について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「詳しくは知らないが、聞いたことはある」の割合が 40.0％で最も高く、次いで「知って

いる」が 32.2％、「知らない」が 19.9％となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「知っている」の割合は男性が 28.3％であるのに対し、女性は 35.6％と高くなっている。一

方「知らない」の割合は男性が 22.9％であるのに対し、女性は 17.3％と低くなっている。 

性年代別にみると、「詳しくは知らないが、聞いたことはある」、「知っている」の割合は男女ともに年代が

上がるほど低くなっている。 

 

  

32.2 40.0 19.9 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

知っている 詳しくは知らないが、聞いたことはある 知らない 無回答

32.2

28.3

30.1

26.5

35.6

39.3

32.3

40.0

39.7

41.0

38.5

40.3

43.0

37.9

19.9

22.9

22.5

23.2

17.3

14.3

19.9

7.9

9.1

6.3

11.8

6.8

3.3

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

知っている 詳しくは知らないが、聞いたことはある 知らない 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「知っている」の割合は一般高齢者が 33.0％であるのに対し要支援 1・2では 22.4％

と低くなっている。一方「知らない」の割合は一般高齢者と比較し、要支援 1・2が高くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「知っている」の割合は前原西圏域が 37.1％で他圏域と比較し、最も高くなっている。一

方「知らない」の割合は前原西圏域が 18.3％と他圏域と比較して最も低くなっている。 

 

 

 

  

32.2

33.0

16.7

22.4

40.0

40.0

44.4

39.8

19.9

19.5

16.7

25.9

7.9

7.5

22.2

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

知っている 詳しくは知らないが、聞いたことはある 知らない 無回答

32.2

29.5

37.1

32.2

30.6

30.3

40.0

41.9

37.8

41.0

42.2

37.7

19.9

20.9

18.3

19.1

21.2

20.4

7.9

7.7

6.8

7.7

6.0

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

知っている 詳しくは知らないが、聞いたことはある 知らない 無回答
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（２）亡くなった後の諸手続きをしてくれる人の有無 

亡くなった後の諸手続き（葬儀、財産整理など）をしてくれる人の有無について尋ねた。 

【市全体】 

市全体でみると、「家族や親族が対応」の割合が 89.7％で最も高く、次いで「まだ、考えていない」が 5.4％

となっている。 

 

 

【性別・性年代別】 

性別にみると、「家族や親族が対応」の割合は男性が 87.2％であるのに対し、女性は 91.9％とやや高くなっ

ている。一方「まだ、考えていない」の割合は男性が 6.4％であるのに対し、女性は 4.5％とやや低くなって

いる。 

性年代別にみると、「家族や親族が対応」の割合は男女ともに年代が上がるほどやや高くなっている。 

 

  

89.7

0.3 0.7 0.8

5.4

0.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

家族や親族が対応 信頼できる知人・

友人が対応

専門業者や司法

書士・行政書士

などに依頼する

対応してくれる

人はいない

まだ、考えて

いない

その他

89.7

87.2

86.4

88.0

91.9

91.4

92.3

0.3

0.3

0.3

0…

0.3

0…

0.2

0.7

1.1

0.9

1.2
0.3

0.3

0.3

0.8

1.0

1.6
0.4

0.7

0.8

0.6

5.4

6.4

8.2

4.7

4.5

5.6

3.6

0.6

0.8

0.6

1.0

0.4

0.4

0.5

2.6

3.3

2.2

4.4

1.9

1.2

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

男性(N=1,425)

男性:74歳以下(N=697)

男性:75歳以上(N=728)

女性(N=1,622)

女性:74歳以下(N=753)

女性:75歳以上(N=869)

家族や親族が対応 信頼できる知人・

友人が対応

専門業者や司法

書士・行政書士

などに依頼する

対応してくれる

人はいない

まだ、考えて

いない

その他 無回答
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「家族や親族が対応」の割合は一般高齢者が 89.7％であるのに対し要支援 1・2 では

88.6％とやや低くなっている。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「まだ、考えていない」の割合は前原圏域が 6.8％で他圏域と比較し、最も高くなってい

る。 

 

 

 

 

  

89.7

89.7

100.0

88.6

0.3

0.3

0.5

0.7

0.7

0.5

0.8

0.8

1.0

5.4

5.4

5.5

0.6

0.6

2.6

2.5

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

一般高齢者(N=2,828)

事業対象者(N= 18)

要支援1 2(N=201)

家族や親族が対応 信頼できる知人・

友人が対応

専門業者や司法

書士・行政書士

などに依頼する

対応してくれる

人はいない

まだ、考えて

いない

その他 無回答

89.7

90.4

88.4

88.8

90.8

90.3

0.3

0.4

0.7

0.2

0.4

0.7

0.6

1.3

0.2

0.4

0.4

0.8

1.3

0.6

1.1

0.2

0.6

5.4

4.4

6.2

6.8

4.5

5.3

0.6

0.7

0.5

0.4

0.7

0.6

2.6

2.6

2.6

2.0

3.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3,047)

前原東(N=823)

前原西(N=776)

前原(N=456)

二丈(N=448)

志摩(N=544)

家族や親族が対応 信頼できる知人・

友人が対応

専門業者や司法

書士・行政書士

などに依頼する

対応してくれる

人はいない

まだ、考えて

いない

その他
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（３）終活について検討していること（複数回答） 

終活について検討していることについて尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「まだ、考えていない」の割合が 44.8％で最も高く、次いで「家族で話し合っている（葬

儀やお墓の希望など）」が 26.8％、「亡くなった後の荷物整理（生前整理）」が 16.2％となっている。 

性別にみると、「まだ、考えていない」の割合は男性が 51.9％であるのに対し、女性は 38.5％と 13.4ポイ

ント低くなっている。一方「家族で話し合っている（葬儀やお墓の希望など）」や「亡くなった後の荷物整理

（生前整理）」の割合は男性より女性が７ポイント高くなっている。 

 

 

  

エンディングノートの作成

遺言書の作成

家族で話し合っている
（葬儀やお墓の希望など）

財産の整理（不動産、預
金、保険、スマートフォン
など）

亡くなった後の荷物整理
（生前整理）

亡くなった後の手続きの委
任（葬儀・解約手続きな
ど）

まだ、考えていない

その他

12.7

9.2

26.8

14.1

16.2

9.3

44.8

1.9

9.1

11.3

23.1

15.2

11.4

7.7

51.9

1.6

16.0

7.4

30.1

13.1

20.3

10.6

38.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)
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【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「まだ、考えていない」の割合は男女ともに年代が上がるほど低くなっており、「家族で

話し合っている（葬儀やお墓の希望など）」の割合は、男女ともに年代が上がるほど高くなっている。 

 

 

【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「まだ、考えていない」の割合は一般高齢者が 45.7％であるのに対し要支援 1・2 で

は 34.8％と低くなっている。一方「家族で話し合っている（葬儀やお墓の希望など）」の割合は一般高齢者と

比較し、要支援 1・2が高くなっている。 

 

  

エンディングノートの作成

家族で話し合っている
（葬儀やお墓の希望など）

財産の整理（不動産、預
金、保険、スマートフォン
など）

亡くなった後の荷物整理
（生前整理）

まだ、考えていない

12.7

26.8

14.1

16.2

44.8

8.8

19.8

14.5

11.5

58.4

9.3

26.2

15.9

11.4

45.7

17.4

27.2

13.9

20.7

43.8

14.7

32.7

12.4

20.0

33.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 

エンディングノートの作成

家族で話し合っている
（葬儀やお墓の希望など）

財産の整理（不動産、預
金、保険、スマートフォン
など）

亡くなった後の荷物整理
（生前整理）

まだ、考えていない

12.7

26.8

14.1

16.2

44.8

13.0

26.4

14.1

16.1

45.7

5.6

33.3

27.8

22.2

11.1

9.0

31.8

12.9

16.4

34.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 



調査結果 

167 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「家族で話し合っている（葬儀やお墓の希望など）」の割合は前原西圏域が 29.1％で他圏

域と比較し、最も高くなっている。一方「まだ、考えていない」の割合は前原東圏域が 43.7％で他圏域と比

較し、最も低くなっている。 

 

 

 

 

  

エンディングノートの作成

家族で話し合っている
（葬儀やお墓の希望など）

財産の整理（不動産、預
金、保険、スマートフォン
など）

亡くなった後の荷物整理
（生前整理）

まだ、考えていない

12.7

26.8

14.1

16.2

44.8

12.6

27.2

14.7

17.0

43.7

11.1

29.1

14.0

14.7

44.7

13.8

26.8

14.3

14.3

45.6

12.9

25.7

12.1

19.4

44.9

14.2

24.1

14.9

16.0

45.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（４）あると良い終活支援（複数回答） 

あると良い終活支援について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「亡くなった後の手続き支援（届出・荷物の整理など）」の割合が 40.1％で最も高く、次

いで「終活全般について相談できる公的な窓口や専門員の配置」が 32.5％、「その他」が 24.6％となってい

る。 

性別にみると、「終活全般について相談できる公的な窓口や専門員の配置」や「財産整理の方法などの支援

先の情報提供」の割合は男性より女性が低くなっている。 

 

 

 

【性年代別】 

性年代別にみると、「その他」を除いたすべての項目で、男女ともに年代が上がるほど割合は低くなってい

る。 

 

  

エンディングノートの書き方

財産整理の方法などの支援先
の情報提供

終活全般について相談できる
公的な窓口や専門員の配置

亡くなった後の手続き支援
（届出・荷物の整理など）

その他

12.0

16.3

32.5

40.1

24.6

11.1

19.0

35.6

41.3

20.1

12.8

13.9

29.7

39.0

28.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性別】

全体(N=982) 男性(N=551) 女性(N=431)

エンディングノートの書き方

財産整理の方法などの支援先
の情報提供

終活全般について相談できる
公的な窓口や専門員の配置

亡くなった後の手続き支援
（届出・荷物の整理など）

その他

12.0

16.3

32.5

40.1

5.0

12.9

21.5

38.7

45.8

5.2

9.3

16.6

32.7

37.0

5.1

13.3

16.5

34.5

44.9

4.4

12.4

11.7

25.5

33.9

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【市全体・性年代別】

全体(N=982) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、「その他」を除いたすべての項目で、一般高齢者より要支援 1・2の割合が低くなって

いる。 

 

 

【圏域別】 

圏域別にみると、「亡くなった後の手続き支援（届出・荷物の整理など）」の割合は二丈圏域が 43.3％で他

圏域と比較し、最も高くなっており、最も低い志摩圏域の 33.6％と比較して 9.7ポイントの差がある。 

 

  

エンディングノートの書き方

財産整理の方法などの支援先
の情報提供

終活全般について相談できる
公的な窓口や専門員の配置

亡くなった後の手続き支援
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その他

12.0

16.3
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【市全体・要介護度別】

全体(N=982) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 

エンディングノートの書き方

財産整理の方法などの支援先
の情報提供

終活全般について相談できる
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亡くなった後の手続き支援
（届出・荷物の整理など）

その他
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【市全体・日常圏域別】

全体(N=982) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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（５）人生の最期を過ごしたい場所（複数回答） 

人生の最期を過ごしたい場所について尋ねた。 

【市全体・性別】 

市全体でみると、「自宅」の割合が 51.8％で最も高く、次いで「病院などの医療機関」が 26.8％、「特別養

護老人ホームなどの介護施設」が 14.7％となっている。 

性別にみると、「自宅」の割合は男性が 57.9％であるのに対し、女性は 46.4％と低くなっている。一方「病

院などの医療機関」の割合は男性が 22.9％であるのに対し、女性は 30.3％と高くなっている。 

 

 

【性年代別（上位５項目）】 

性年代別にみると、「自宅」の割合は男女ともに年代が上がるほど高くなっている。一方「特別養護老人ホ

ームなどの介護施設」の割合は年代が上がるほど男性ではやや低くなっているが、女性ではやや高くなってい

る。 

 

病院などの医療機関

自宅

子どもの家

兄弟姉妹などの親族の家

特別養護老人ホームなどの
介護施設

その他

わからない

26.8

51.8

1.1

0.1
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57.9
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【市全体・性別】

全体(N=3,047) 男性(N=1,425) 女性(N=1,622)

病院などの医療機関
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子どもの家

特別養護老人ホームなどの
介護施設

わからない

26.8

51.8

1.1

14.7
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22.5

55.4

0.6
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【市全体・性年代別】

全体(N=3,047) 男性：74歳以下(N=697) 

男性：75歳以上(N=728) 女性：74歳以下(N=753) 

女性：75歳以上(N=869) 
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【要介護度別（上位５項目）】 

要介護度別にみると、「病院などの医療機関」の割合は一般高齢者が 26.7％であるのに対し要支援 1・2 で

は 28.4％とやや高くなっている。 

 

 

【圏域別（上位５項目）】 

圏域別にみると、「自宅」の割合は前原圏域が 54.4％で他圏域と比較し、最も高くなっており、最も低い前

原東圏域の 49.9％と比較して 4.5ポイントの差がある。 

 

 

 

病院などの医療機関
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子どもの家
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介護施設
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【市全体・要介護度別】

全体(N=3,047) 一般高齢者(N=2,828) 

事業対象者(N= 18) 要支援1 2(N=201) 

病院などの医療機関
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特別養護老人ホームなどの
介護施設
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【市全体・日常圏域別】

全体(N=3,047) 前原東(N=823) 前原西(N=776) 

前原(N=456) 二丈(N=448) 志摩(N=544) 
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Ⅲ．日常生活圏域の特性 

 

調査結果に基づいて、日常生活圏域ごとに、市全体との比較を通して、高齢者の特性と課題について整理した。 

 

１ 前原東圏域の特性 

（１）圏域全体の特性 

住まいの形態について、「持家（一戸建て）」の割合は他圏域と比較すると、最も低くなっている。一方で、「持家

（集合住宅）」の割合は市全体より高くなっている。本圏域の家族構成の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以

上）」の割合が最も高くなっている。市全体と比較するとやや「一人暮らし」の割合が高い地域でもある。暮らしの

経済状況は、「ふつう」の割合が 59.7％で市全体と比較しやや高くなっている。 

外出時の移動手段の内訳は「自動車（自分で運転）」か「徒歩」が主である。市全体と比較して「タクシー」利用の

割合がやや高く、「自転車」の割合は 18.8％と他圏域と比較し最も高くなっている。 

行政区・自治会への参加状況は「参加していない」の割合が 46.7％と市全体の未参加率と比較して高い。一方、

看病してくれる人として「近隣」と回答した割合は 3.0％と市全体よりもやや高くなっている。 

新聞や本、雑誌の閲覧、健康についての情報への関心などで判定する知的能動性が「高い」と判定された対象

者の割合は 42.0％と市全体よりやや高く、盛んな情報収集を行う回答者が比較的多い地域である。 

主観的健康感をみると、「まあよい」の割合が 68.2％と市全体よりやや高くなっている。本圏域の有病率は

「高血圧」の割合が 44.8％、次いで「目の病気」が 17.6％となっている。ただし「目の病気」の割合は市全体と比

較すると低い。 

「生活機能低下」の該当率は他圏域と比較して最も低くなっている。「口腔機能低下」等の該当率についても市

全体よりも低くなっている。一方で、「認知症リスク」等については該当率が他圏域と比較して最も高くなってい

る。 

介護・介助の必要状況は、「介護・介助は必要ない」の割合が 86.8％と市全体よりやや高くなっている。また

「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」の割合が 5.6％と他圏域と比較し最も低くなっている。 

介護予防を目的とした事業の参加状況では、「参加したことがある」の割合が市全体よりやや低くなっている。

参加したことのある事業については、「しあわせ教室」の割合が 27.2％と他圏域と比較して最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、前原東圏域内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービ

スを組み合わせて利用したい」の割合が 35.2％で最も高く、次いで「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受

けたい」が 16.5％の順となっている。 

  

日常生活圏域の特性 Ⅲ 
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（２）小学校区ごとの特性 

【波多江小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、波多江小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 57.9％で最

も高くなっているものの、市全体の平均と比較するとその割合は低い（市全体の「持家（一戸建て）」は 80.3％）。

一方、「持家（集合住宅）」や「民間賃貸住宅（集合住宅）」の割合は市全体よりも高くなっている。暮らしの経済状況

は「ふつう」の割合が 55.2％となっている。市全体と比較すると「ややゆとりがある」の割合が市全体より高くな

っている。 

外出する際の移動手段としては「徒歩」の割合が最も高く 64.1％、次いで「自動車（自分で運転）」が52.6％で

ある。市全体と比較すると、「自動車（自分で運転）」の割合は市全体の平均より8.9ポイント低い。一方で、「電車」

の割合は 37.0％で他小学校区と比較して最も高くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 66.3％で最も高くなっている。有病率に

ついて、区内の内訳は「高血圧」の割合が最も高く、次いで「目の病気」となっている。また「腎臓・前立腺の病気」

の割合が 8.4％と、市全体よりも高くなっている。肥満度は「肥満体重」の割合が 23.7％で市全体の平均と比較

するとやや高くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は一般高齢者が 27.3％で市全体よりも 4ポイント近く低い。「閉じこもり」、「口腔機

能低下」、「認知症リスク」などでも市全体より低い該当率となっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 46.5％で最も高い。生き

がいを感じるときについて、区内の内訳は「趣味やスポーツに熱中している時」の割合が 54.0％で最も高く、次

いで「友人や知人と食事、雑談している時」が 49.6％となっている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 88.0％となっている。健康

維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動に

ついて」の割合が46.0％で最も高く、次いで「認知症の予防について」が45.1％となっている。介護が必要にな

った際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい」

の割合が 32.0％で最も高いが、市全体と比較すると５ポイント低くなっている。 
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【東風小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、東風小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 67.8％で最も

高くなっているが、市全体の平均 80.3％と比較すると低い。また「民間賃貸住宅（集合住宅）」の割合が市全体の

平均より高い地区である。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合が最も

高く 40.2％となっている。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 62.8％、次いで「やや

苦しい」が 21.6％となっている。外出時の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が

56.3％、次いで「徒歩」が 55.3％となっている。市全体と比較すると「徒歩」、「電車」、「自転車」等の割合が高く

なっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 64.3％で最も高くなっており、次いで

「あまりよくない」が 23.6％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 48.7％で最も高

く、次いで「ない」が 16.1％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は一般高齢者が 39.2％で市全体よりも 7.5ポイントほど高い。「運動器機能低下」、

「閉じこもり」、「転倒」、「栄養改善」、「口腔機能低下」、「認知症リスク」等も市全体より高い該当率となっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 36.2％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 32.2％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「趣味やスポーツに

熱中している時」と「友人や知人と食事、雑談している時」の割合がともに最も高く、52.9％となっている。参加

したい活動について、区内の内訳は「健康・スポーツ」の割合が最も高く 35.2％となっている。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 85.4％となっている。

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための運

動について」の割合が 46.7％で最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 33.7％で最も高くなっている。 
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【怡土小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、怡土小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が最も高く

96.2％となっている。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 63.4％で最も高く、次いで

「やや苦しい」が 22.6％となっている。市全体と比較すると「やや苦しい」の割合が市全体より低くなっている。 

外出時の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が 69.8％で最も高い。一方、「徒歩」

の割合は 38.5％と市全体より低くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康状態について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 73.6％で最も高くなっている。次いで

「あまりよくない」が 12.8％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 42.6％で最も高

く、次いで「ない」が 20.0％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 25.7％であり、市全体より低くなっている。また、「閉じこもり」「認知症リスク」の

割合も市全体より低くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 43.0％で最も高く、次い

で「十分感じている」の 35.8％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食

事、雑談している時」と「孫など家族との団らんのとき」の割合が 49.3％で最も高くなっている。「趣味やスポー

ツに熱中している時」(44.0％)や「おいしい物を食べている時」(40.7％)、「夫婦団らんの時」(31.1％)などは

市全体と比較して低い割合となっている。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 86.0％で最も高くな

っている。健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は、「筋力や歩行機能を維持・向上す

るための運動について」の割合が 44.9％で最も高く、次いで「認知症の予防について」の割合が 42.3％となっ

ている。介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを

組み合わせて利用したい」の割合が 40.8％で最も高くなっている。終末期を迎える場所の希望について、区内

の内訳は「自宅」の割合が 60.0％で最も高く、次いで「病院などの医療機関」が 21.5％となっている。  
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２ 前原西圏域の特性 

（１）圏域全体の特性 

住まいの形態について、前原西圏域内の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 75.6％で最も高くなっている。ま

た、「持家（集合住宅）」の割合が 12.4％と他圏域と比較して最も高い圏域となっている。家族構成については

「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が市全体より高い圏域であり、経済状況は「大変ゆとりがある」、

「ややゆとりがある」と回答した方の割合が市全体より高い圏域でもある。 

外出時の移動手段として「徒歩」や「電車」、「タクシー」などを利用する割合が他圏域と比較して最も高くなって

いる。 

行政区・自治会への参加状況は「参加していない」の割合が 51.7％と他圏域と比較して最も高くなっており、

愚痴を聞いてくれる人として「近隣」と回答した割合は他圏域と比較して最も低くなっており、地域づきあいが市

全体の中で比較的少ない圏域と考えられる。 

主観的健康感では「とてもよい」の割合が他圏域と比較して最も高くなっている。有病率では「高血圧」の割合

が市全体と比較してやや低くなっているが、「高脂血症（脂質異常）」の割合は他圏域と比較して最も高くなってい

る。一方で肥満度については、「普通体重」の割合が 69.1％と他圏域と比較して最も高くなっている。 

「生活機能低下」の該当率は 32.1％となっており、市全体よりもやや高くなっている。一方で、「閉じこもり」、

「転倒リスク」、「認知症リスク」等は市全体より低くなっている。 

介護・介助の必要状況についてみると、「介護・介助は必要ない」の割合が 86.9％であり、これは他圏域と比較

して最も高くなっている。 

介護予防を目的とした事業の参加状況では、「参加したことがある」の割合が 13.3％で他圏域と比較して最も

低くなっている。参加したことのある事業については、「しあわせ教室」、「はつらつ体操教室」等の割合が市全体

の平均より高くなっている。 

将来介護が必要になった際の生活様式は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用した

い」の割合が39.8％で最も高い。次いで「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けたい」が 14.3％となって

いる。 
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（２）小学校区ごとの特性 

【前原小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、前原小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が最も高く、５８．

８％となっている。また、「持家（集合住宅）」の割合が 26.2％と市全体の平均 8.5％と比較して高い地域である。

家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし(配偶者 65 歳以上)」の割合が最も高く 45.4％となってい

る。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 55.2％で最も高くとなっている。移動手段に

ついて、区内の内訳は「徒歩」の割合が最も高く、68.3％で、次いで「自動車（自分で運転）」が 57.0％となって

いる。「徒歩」で 68.3％、「電車」で 32.6％の割合となっており、それぞれ市全体の平均より高くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 69.5％となっており、市全体と比較する

とやや高い。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が最も高く 43.3％で、次いで「目の病気」が

24.7％となっている。肥満度について、区内の内訳は「普通体重」の割合が最も高く 69.5％で、これは市全体よ

りも高くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 30.8％であり、市全体より低くなっている。「うつ傾向」該当率は 43.0％で市全

体よりもやや高くなっている。 

地域活動 生きがい 

感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 44.8％で最も高く、次いで

「十分感じている」が 31.1％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「趣味やスポーツに熱

中している時」の割合が 53.0％で最も高い。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 88.4％となっている。健康

維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動に

ついて」の割合が 47.6％、「認知症の予防について」が 35.1％となっている。 

介護が必要になった際の生活様式の意向について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービス

を組み合わせて利用したい」の割合が 39.0％で最も高く、次いで「自宅で家族中心に介護を受けたい」が

12.8％となっている。  
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【南風小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、南風小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 85.4％で最も

高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が 42.7％で最

も高く、次いで「息子・娘と 2 世帯」が 18.9％となっている。暮らしの経済状況について、区内の内訳では「ふつ

う」の割合が 61.7％と最も高いものの、市全体と比較すると「ややゆとりがある」の割合が 9.7％と他小学校区

と比較して最も高くなっている。外出する際の移動手段について、区内の内訳は「徒歩」の割合が 58.7％で最も

高くなっている。「徒歩」（58.7）％、「電車」（34.0％）、「路線バス」（20.9％）は市全体と比較して割合が高くな

っている。 

健康状態  

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 67.0％と最も高く、次いで「あまりよく

ない」の割合が 15.5％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 40.8％で最も高く、次

いで「目の病気」が 17.0％となっている。市全体と比較すると「ない」の割合が 16.0％と市全体より高くなって

いる。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 31.1％と、市全体より低くなっている。他のリスク判定については「運動器機能低

下」や「閉じこもり」、「転倒リスク」、「口腔機能低下」、「認知症リスク」、「虚弱」等該当率が市全体よりも低くなって

いる。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 47.6％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 34.0％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食

事、雑談している時」の割合が 54.2％で最も高く、次いで「趣味やスポーツに熱中している時」と「孫など家族と

の団らんの時」がともに 50.6％となっている。市全体と比較すると「勉強や教養などに身を入れている時」の割

合が 20.2％で他小学校区と比較して最も高くなっている。 

 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 85.9％で最も高くな

っている。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」の割合が 48.5％で最も高く、次いで「認知症の予防について」が 40.8％となっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合

わせて利用したい」の割合が 44.7％と最も高くなっている。市全体と比較すると「自宅で家族の介護と外部の介

護サービスを組み合わせて利用したい」の割合が 44.7％と市全体より７ポイント以上高くなっている。 
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【加布里小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、加布里小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 90.1％で最

も高くなっている。家族構成については「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合が回答者の42.0％を占め

ている。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 56.8％で最も高くなっている。 

外出時の移動手段は「自動車（自分で運転）」の割合が 58.4％、「徒歩」の割合が 55.6％となっている。また、

「タクシー」が 13.2％で他小学校区と比較して最も高くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感については「まあよい」の割合が 65.4％と最も高くなっており、次いで「あまりよくな

い」が 17.7％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 50.2％で最も高い。次いで「目

の病気」が 22.2％となっている。肥満度は「低体重」の割合が 6.6％であり、市全体より低くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 34.6％で市全体よりも 2.9 ポイント高くなっており、「運動器機能低下」

(15.6％)、「閉じこもり」(17.3％)、「転倒リスク」(35.0％)、「栄養改善」(2.9％)、「口腔機能低下」(25.1％)、

「認知症リスク」(56.0％)等でも市全体を上回っている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が最も高く45.3％となって

いる。次いで「十分感じている」が 28.4％となっている。市全体と比較すると「あまり感じていない」の割合が

16.0％で市全体より高くなっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「孫など家族との団らんの

時」の割合が 54.2％と最も高く、次いで「友人や知人と食事、雑談している時」で 50.3％となっている。 

介護に関する希望 

現在の介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 85.6％と最も高くな

っている。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」の割合が41.6％で最も高く、次いで「認知症の予防について」が36.2％となっている。また、「特

に知りたいことはない」は 26.3％で他小学校区と比較して最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合

わせて利用したい」の割合が 36.6％で最も高くなっている。次いで「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受

けたい」が 16.9％となっている。  
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３ 前原圏域の特性 

（１）圏域全体の特性 

住まいの形態について、前原圏域内の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 78.1％で最も高くなっている。また、

「持家（集合住宅）」及び「民間賃貸住宅（集合住宅）」の割合が市全体の平均とほぼ同程度の地域であり、「公営賃

貸住宅」の割合は他圏域と比較し最も高くなっている。また、家族構成について、前原圏域内の内訳としては「夫

婦２人暮らし（配偶者６５歳以上）」の割合が最も高い地域でもある。暮らしの経済状況は、「大変苦しい」と「ふつ

う」の割合が他圏域と比較し最も高くなっており、「やや苦しい」は他圏域と比較して最も低くなっている。 

外出時の移動手段については「病院や施設のバス」の割合が他圏域と比較して最も低くなっている。また、「電

車」、「路線バス」の割合は市全体よりやや低くなっている。 

主観的健康感では「あまりよくない」、「よくない」の割合が市全体より高く、有病率では「高血圧」、「脳卒中（脳

出血・脳梗塞等）」、「心臓病」、「がん（悪性新生物）」等のいくつかの項目において、他圏域と比較して最も高くなっ

ている。また、肥満については「肥満体重」の割合が 23.9％で他圏域と比較して最も高くなっている。 

「生活機能低下」の該当率は他圏域と比較して最もが高く 34.0％となっている。加えて、「うつ傾向」該当者の

割合は全圏域の中で最も高くなっている。 

介護・介助の必要状況についてみると、「現在、何らかの介護を受けている」の割合が 5.7％と市全体よりもや

や低くなっている。 

介護予防を目的とした事業の参加状況では、「参加したことがある」の割合が 16.2％で市全体よりやや高くな

っている。一方で参加したことのある事業については、「はつらつ体操教室」や「地域ささえあい通いの場」の割合

は他圏域と比較して最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、前原圏域の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを

組み合わせて利用したい」の割合が 40.6％で最も高く、次いで「家族に依存せず、自宅で介護サービスを受けた

い」が 15.1％となっている。 
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（２）小学校区ごとの特性 

【前原南小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、前原南小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 68.2％で最

も高くなっているが、「持家（一戸建て）」の割合は市全体の平均 80.3％と比較すると低い。一方で「持家（集合住

宅）」や「公営賃貸住宅」、「民間賃貸住宅（集合住宅）」等の割合が市全体の平均より高い。家族構成について、区

内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が最も高く 48.3％となっている。暮らしの経済状況に

ついて、区内の内訳は「ふつう」の割合が 61.0％で最も高くなっている。次いで「やや苦しい」が 24.7％となっ

ている。 

外出時の移動手段について、区内の内訳は「徒歩」の割合が61.4％で最も高く、次いで「自動車（自分で運転）」

が 58.4％となっている。市全体と比較すると「徒歩」（61.4％）や「電車」（26.6％）は市全体より高くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 69.7％で最も高くなっている。次いで

「あまりよくない」が 19.1％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 48.3％で最も高

く、次いで「高脂血症」が 18.0％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は34.1％で市全体よりも2.4ポイント高くなっており、「運動器機能低下」(16.5％)、

「口腔機能低下」(24.0％)等でも市全体を上回っている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 46.4％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 33.0％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「趣味やスポーツに

熱中している時」の割合が最も高く 55.7％、次いで「友人や知人と食事、雑談している時」が 50.0％となってい

る。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 85.8％、次いで「現在、

何らかの介護を受けている」の割合が 6.4％となっている。健康維持や介護予防について知りたいことについて、

区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」の割合が 45.3％で最も高く、次いで「認

知症の予防について」が 37.1％となっている。 

介護が必要となった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 39.0％と最も高くなっている。 
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【長糸小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、長糸小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 93.2％で最も

高くなっている。市全体の平均と比較すると、「持家（一戸建て）」は 12.9 ポイントほど高い。民間賃貸住宅（一戸

建て）の割合も市全体より高く、持家・賃貸を問わず一戸建てが多い地域であると言える。家族構成について、区

内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が 28.4％で最も高くなっている。一方で市全体と比

較すると「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合は市全体より低く、「息子・娘との2世帯」の家族構成が市

全体より高くなっている。暮らしの経済状況は「ふつう」の割合が 63.5％で他小学校区と比較して最も高くなっ

ている。 

外出時の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が 68.9％で最も高い。一方、「徒歩」

（27.0％）や「電車」（4.0％）は他小学校区と比較して最も低くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 60.8％で最も高くなっている。有病率に

ついて、区内の内訳は「高血圧」の割合が 52.7％で最も高く、次いで「糖尿病」が 25.7％となっている。また、

「心臓病」は 16.2％で市全体と比較して高くなっている。肥満度は「肥満体重」の割合が 41.9％と市全体と比較

してやや高くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 40.5％で市全体よりも９ポイントほど高くなっており、「運動器機能低下」

(20.3％)、「閉じこもり」(24.3％)、「転倒リスク」(39.2％)、「口腔機能低下」(24.3％)、「認知症リスク」

(62.2％)等でも市全体を上回っている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「十分感じている」の割合が 36.5％で最も高く、次い

で「多少感じている」が35.1％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「孫など家族との団

らんの時」の割合が 60.4％で最も高く、次いで「おいしい物を食べている時」が 49.1％となっている。市全体と

比較すると、「仕事に打ち込んでいる時」の割合が 34.0％で市全体よりも高くなっている。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 86.5％で最も高く、

市全体と比較すると「現在、何らかの介護を受けている」の割合は 6.8％で市全体よりやや高くなっている。健康

維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「生活習慣病（高血圧や糖尿病など）の予防や治療

について」の割合が 44.6％で最も高く、次いで「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」が

41.9％となっている。 

介護が必要となった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 39.2％で最も高くなっており、次いで「特別養護老人ホームなどに入所し、施設

で介護サービスを受けたい」が 17.6％となっている。  
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【雷山小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、雷山小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 91.2％で最も

高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が最も高く

50.0％となっている。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 57.9％、次いで「やや苦し

い」が 24.6％となっている。外出の際の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が

67.5％で最も高く、次いで「徒歩」が 38.6％となっている。 

健康状態 

主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 66.7％で最も高く、次いで「あまりよくない」が

17.5％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 48.2％で最も高く、「目の病気」が

17.5％となっている。市全体との比較では「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」（13.2％）は３ポイントほ

ど高くなっている。肥満度について、区内の内訳は「普通体重」の割合が 59.6％で最も高いが、市全体と比較す

ると「普通体重」の割合は市全体より 5.9ポイント低くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 29.8％で市全体よりやや低くなっており、「運動器機能低下」（11.4％）、「転倒リ

スク」（25.4％）、「認知症リスク」（47.4％）でも市全体より低くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 46.5％、「十分感じてい

る」が28.1％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「孫など家族との団らんの時」の割合

が 57.6％で最も高く、次いで「友人や知人と食事、雑談している時」が50.6％となっている。市全体と比較する

と、「孫など家族との団らんの時」の割合が 57.6％で市全体よりも 7.6ポイント高くなっている。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 87.7％で最も高く

なっている。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「認知症の予防について」の割合が

48.2％で最も高く、次いで「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」と「生活習慣病（高血圧や糖

尿病など）の予防や治療について」が 42.1％となっている。 

介護が必要となった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 45.6％で最も高くなっている。 
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４ 二丈圏域の特性 

（１）圏域全体の特性 

住まいの形態について、二丈圏域内の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 87.5％で最も高くなっている。家族

構成については、「一人暮らし」の割合が 17.9％と他圏域と比較して最も高い地域である。暮らしの経済状況と

しては「やや苦しい」の割合が 32.8％であり、他圏域と比較して最も高くなっている。 

移動手段について、二丈圏域内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が最も高く 65.0％で、「電車」の割合

は市全体よりもやや高くなっている。一方で、「路線バス」、「タクシー」等の割合は他圏域と比較して最も低くなっ

ている。 

行政区・自治会への非参加率は 42.2％であり、市全体よりやや低くなっていることから、比較的行政区・自治

会への参加が行われている地域であると考えられる。 

新聞や本、雑誌の閲覧、健康についての情報への関心などで判定する知的能動性が「低い」と判定された対象

者の割合は 29.9％であり、他圏域と比較し最も高い。 

主観的健康感では「とてもよい」、「まあよい」の割合が市全体より低く、「あまりよくない」の割合は 22.5％で

他圏域と比較して最も高くなっている。有病率については「ない」の割合が 13.6％と市全体よりやや低くなって

いる。一方、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の割合が 11.4％、「目の病気」の割合が 22.8％とともに

他の圏域と比較して最も高くなっている。肥満度は「低体重」の割合が 9.6％と他圏域と比較して最も高くなって

いる。 

「生活機能低下」の該当率は 33.9％となっており、市全体より高くなっている。また、「運動器機能低下」、「閉

じこもり」、「転倒リスク」、「栄養改善」、「口腔機能低下」、「虚弱」等の割合は他圏域と比較して最も高くなってい

る。 

介護予防を目的とした事業の参加状況では、「参加したことがある」の割合が 15.2％で市全体よりやや低くな

っている。参加したことのある事業については、「ふれあいラボ「フレイルチェック」の割合が 35.3％と他の圏域

と比較して最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて利用したい」の

割合が 31.0％で他圏域と比較して最も低い割合となっている。一方で、「家族に依存せず、自宅で介護サービス

を受けたい」や「特別養護老人ホームなどに入所し、施設で介護サービスを受けたい」の割合は他圏域と比較して

最も高くなっている。 
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（２）小学校区ごとの特性 

【一貴山小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、一貴山小学校区内（以下、「区内」）の内訳は、「持家（一戸建て）」の割合が 94.4％で最

も高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が 36.0％で

最も高い。市全体と比較すると「夫婦２人暮らし(配偶者 64歳以下)」の割合が 1.6％で市全体より低くなってい

る。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 48.0％で最も高く、次いで「やや苦しい」が

43.2％となっている。他小学校区と比較して「やや苦しい」の割合は最も高くなっている。外出する際の移動手

段について、区内の内訳は、「自動車（自分で運転）」の割合が最も高く 72.0％、次いで「徒歩」が 36.8％となっ

ている。市全体との比較では「路線バス」の割合が 4.0％で市全体より低くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 64.8％で最も高くなっている。有病率に

ついて、区内の内訳は「高血圧」の割合が 42.4％、次いで「目の病気」が 23.2％となっている。肥満度について

は「低体重」の割合が 13.6％であり、他小学校区と比較して最も高くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は32.0％で市全体よりやや高くなっている。また、「転倒リスク」、「栄養改善」等の該

当率は市全体よりも高くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 52.0％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 24.0％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食

事、雑談している時」の割合が 48.4％で最も高く、次いで「趣味やスポーツに熱中している時」の 46.3％となっ

ている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 88.0％で最も高い。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「認知症の予防について」の割合が

41.6％で最も高く、次いで「筋力や歩行機能を維持・向上するための運動について」が 35.2％となっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 30.4％で最も高い。市全体との比較では「家族に依存せず、自宅で介護サービス

を受けたい」の割合が 20.0％で市全体よりも高くなっている。  
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【深江小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、深江小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 82.3％で最も

高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が 45.8％で最

も高くなっている。市全体と比較すると「1 人暮らし」の割合が 18.8％と市全体よりやや高くなっている。暮らし

の経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 48.4％で最も高く、次いで「やや苦しい」が 33.9％とな

っている。 

外出時の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が 59.4％、「徒歩」が 51.6％となっ

ている。市全体と比較すると「電車」の割合が31.3％と高くなっている。一方、「路線バス」の割合は6.8％と低く

なっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 62.0％で最も高い。次いで「あまりよく

ない」の 20.8％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 49.5％で最も高く、次いで

「目の病気」が 23.4％となっている。市全体と比較すると「ない」の割合が 11.5％と低くなっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 35.4％で市全体よりやや高くなっており、「運動器機能低下」（18.2％）、「閉じこ

もり」（16.7％）、「転倒リスク」（35.4％）、「口腔機能低下」（26.0％）、「認知症リスク」（53.6％）、「虚弱」

（10.4％）等で市全体より高くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 45.3％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 32.8％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食

事、雑談している時」の割合が 59.3％で最も高く、次いで「趣味やスポーツに熱中している時」が 50.7％となっ

ている。 

介護に関する希望 

回答者の介護・介助の必要性について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 83.3％で最も高く、

次いで「現在、何らかの介護を受けている」が9.4％となっている。市全体と比較すると「現在、何らかの介護を受

けている」の割合は市全体より 3.5ポイント高くなっている。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」の割合が 47.9％で最も高く、次いで「認知症の予防について」が 45.3％となっている。 

介護が必要となった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 34.4％と最も高くなっている。 
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【福吉小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、福吉小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 88.5％で最も

高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が 45.0％で最

も高く、市全体と比較すると「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合は市全体よりやや高い地区となってい

る。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が 58.8％で、次いで「やや苦しい」が 21.4％とな

っている。 

外出する際の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が 66.4％で、次いで「徒歩」が

42.7％となっている。市全体と比較すると「病院や施設のバス」の割合が 6.9％とやや高くなっている。一方、

「徒歩」（42.7％）、「自転車」（7.6％）等の割合は市全体と比較して低くなっており、自動車移動が習慣化した地

区であると言える。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 66.4％で最も高くなっている。有病率に

ついて、区内の内訳は「高血圧」の割合が 43.5％で最も高く、次いで「目の病気」が 21.4％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 33.6％で市全体よりやや高くなっており、「運動器機能低下」（16.0％）、「閉じこ

もり」（19.8％）、「口腔機能低下」（26.0％）、「虚弱」（9.2％）等でも市全体より高くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 44.3％で最も高く、次い

で「十分感じている」が31.3％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食事、

雑談している時」の割合が 54.5％で最も高く、次いで「孫など家族との団らんの時」が 53.5％となっている。市

全体との比較では「仕事に打ち込んでいる時」の割合が 33.3％で市全体より高くなっている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が最も高く 81.7％となってい

る。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」と「認知症の予防について」の割合が 36.6％で最も高く、次いで「生活習慣病（高血圧や糖尿病な

ど）の予防や治療について」が 32.1％となっている。 

最期を迎える場所の希望について、区内の内訳は「自宅」の割合が 47.3％で最も高くなっている。「病院など

の医療機関」は 32.8％で市全体と比較して高くなっている。  
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５ 志摩圏域の特性 

（１）圏域全体の特性 

住まいの形態について、志摩圏域内の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が市全体より高い地域であり、回答者

の 94.5％が「持家（一戸建て）」となっている。家族構成について「息子・娘との２世帯」の割合が市全体より高い

地域となっている。暮らしの経済状況について、志摩圏域内の内訳は「ふつう」の割合が 58.5％で最も高くなっ

ている。 

外出時の移動手段について、志摩圏域内の内訳は、「自動車（自分で運転）」の割合が 67.5％で最も高く、「自

動車（自分で運転）」の割合は他圏域と比較して最も高くなっている。また、「路線バス」の割合も 19.9％で他圏域

と比較して最も高くなっている。一方、「徒歩」の割合は 39.5％で他圏域と比較し最も低くなっている。 

自治会・町内会への参加状況は「月 1～3 回」の割合が 11.0％と他圏域と比較して最も高くなっており、他圏

域と比較すると頻繁に自治会・町内会活動へ参加する人の多い地域であると考えられる。 

主観的健康感について、志摩圏域内の内訳は「まあよい」の割合が 69.5％で最も高くなっている。有病率では

「糖尿病」の割合が 17.3％で他圏域と比較して最も高くなっている。肥満の状況をみると「肥満体重」の割合が

22.1％であり、市全体より高くなっている。 

「生活機能低下」の該当率は 30.5％と市全体より低くなっており、「運動器機能低下」や「閉じこもり」等の該当

者も市全体よりもやや低くなっている。 

介護予防を目的とした事業の参加状況では、「参加したことがある」の割合が 22.1％で他圏域と比較して最も

高くなっている。参加したことのある事業については、「ふれあい生き生きサロン」の割合が 54.2％と他の圏域

と比較して最も高くなっている。 

介護が必要になった際の生活様式はおおむね市全体の傾向と同様となっているが、「医療機関に入院して介護

を受けたい」の割合は 4.6％で他圏域と比較して最も低くなっている。 
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（２）小学校区ごとの特性 

【可也小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、可也小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 94.5％で最も

高くなっている。また、市全体と比較すると「持家（集合住宅）」や「民間賃貸住宅（集合住宅）」の割合が低い地区

である。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が最も高く 59.2％、次いで「やや苦しい」が

23.2％となっている。 

外出する際の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が最も高く 65.7％となってい

る。市全体と比較すると「路線バス」の割合が 24.2％と市全体より高くなっている。一方、「徒歩」や「自転車」は

市全体より低くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 75.4％で最も高く、次いで「あまりよく

ない」が 11.8％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が46.7％で最も高く、次いで「目

の病気」が 17.3％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 26.3％と市全体より低くなっている。「運動器機能低下」、「閉じこもり」、「口腔機

能低下」、「認知症リスク」等の判定では、該当率が３ポイントほど市全体よりも低くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 39.4％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 33.6％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や知人と食

事、雑談している時」の割合が 56.9％で最も高く、次いで「趣味やスポーツに熱中している時」が 53.6％となっ

ている。市全体との比較では「夫婦団らんの時」の割合が 44.1％で市全体より高くなっている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 87.2％で最も高くなってい

る。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」の割合が 43.9％で最も高く、次いで「認知症の予防について」が 40.5％となっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 37.4％で最も高くなっている。また、「住宅型有料老人ホームやケア付き高齢者

住宅に住み替えて介護サービスを受けたい」の割合は 9.0％で市全体よりやや高くなっている。 
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【桜野小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、桜野小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 98.5％で最も

高く、他小学校区と比較しても「持家（一戸建て）」の割合が最も高い地区である。家族構成について、区内の内訳

は「息子・娘との２世帯」の割合が最も高く 29.9％となっている。市全体と比較すると「息子・娘との２世帯」の割

合が市全体より 10 ポイント以上高くなっている。暮らしの経済状況について、区内の内訳は「ふつう」の割合が

52.2％で最も高く、次いで「やや苦しい」が 35.8％となっている。 

外出時の移動手段について、区内の内訳は「自動車（自分で運転）」の割合が最も高く 58.2％となっている。市

全体と比較すると「病院や施設のバス」の割合が 14.9％で市全体より高く、「徒歩」(35.8％)、「自転車」

(10.4％)は市全体よりも低くなっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康感について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 64.2％で最も高く、次いで「あまりよく

ない」が17.9％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が44.8％で最も高く、次いで「な

い」と「目の病気」がともに 17.9％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 38.8％であり、市全体と比較しても７ポイントほど高くなっている。「閉じこもり」

（29.9％）、「認知症リスク」（64.2％）では市全体より 10ポイント以上高くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 43.3％で最も高く、次い

で「十分感じている」が 34.3％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「孫など家族との

団らんの時」の割合が 57.7％で最も高く、次いで「友人や知人と食事、雑談している時」が 55.8％となっている。

市全体との比較では「趣味やスポーツに熱中している時」の割合が 28.8％で 20ポイント以上低くなっている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 83.6％で最も高くなってい

る。市全体と比較すると「現在、何らかの介護を受けている」の割合は 10.4％で市全体より 4.5 ポイント高くな

っている。 

健康維持や介護予防について知りたいことについて、区内の内訳は「筋力や歩行機能を維持・向上するための

運動について」の割合が 49.3％で最も高く、次いで「生活習慣病（高血圧や糖尿病など）の予防や治療について」

が 40.3％となっている。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 43.3％で最も高くなっている。  
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【引津小学校区】 

暮らしの状況 

住まいの形態について、引津小学校区内（以下、「区内」）の内訳は「持家（一戸建て）」の割合が 92.9％で最も

高くなっている。家族構成について、区内の内訳は「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が 35.0％で最

も高いものの、市全体と比較すると「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合は市全体より低くなっている。

一方、「息子・娘との２世帯」の割合は 21.9％で市全体と比較すると高くなっている。暮らしの経済状況について、

区内の内訳は「ふつう」の割合が 59.6％で最も高く、次いで「やや苦しい」が 24.6％となっている。 

健康状態 

回答者の主観的健康状態について、区内の内訳は「まあよい」の割合が 62.3％で最も高く、次いで「あまりよ

くない」が 18.6％となっている。有病率について、区内の内訳は「高血圧」の割合が 44.3％で最も高く、次いで

「糖尿病」が 18.6％となっている。 

生活機能 

「生活機能低下」の該当率は 33.9％で、市全体と比較してやや高い。市全体と比較して「転倒リスク」、「口腔機

能低下」、「うつ傾向」は３ポイントほど高くなっている。 

地域活動 生きがい 

現在感じている生きがいの程度について、区内の内訳は「多少感じている」の割合が 41.5％で最も高くなって

おり、次いで「十分感じている」が 35.0％となっている。生きがいを感じるときについて、区内の内訳は「友人や

知人と食事、雑談している時」の割合が 58.6％、次いで「おいしい物を食べている時」が 52.9％となっている。 

参加したい自主的活動について、区内の内訳は「活動・参加したいものはない」の割合が 36.1％で最も高く、

次いで「健康・スポーツ（体操、歩こう会、グランドゴルフなど）」が 31.1％となっている。市全体との比較では「地

域行事（地域の催しものの世話など）」の割合が 13.1％で市全体よりもやや高くなっている。 

介護に関する希望 

介護・介助の必要状況について、区内の内訳は「介護・介助は必要ない」の割合が 88.0％で最も高くなってい

る。 

介護が必要になった際の生活様式について、区内の内訳は「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み

合わせて利用したい」の割合が 36.6％で最も高くなっている。 

最期を迎えたい場所の希望について、区内の内訳は「自宅」の割合が 53.0％で最も高く、次いで「病院などの

医療機関」が 21.9％となっている。市全体との比較では「特別養護老人ホームなどの介護施設」の割合が

20.2％で市全体より５ポイント以上高くなっている。 
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